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タイ、ASEANの今がわかるビジネス・経済情報誌『アレイズ』
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PREDICTIONS
FOR THAILAND'S
NEAR FUTURE

GDM Thailand

不動産

Deloitte Thailand

金融

SBCS

インフラ建設

MU Research and Consulting

タイ経済

みずほ銀行メコン５課

CLMV

Mediator

日タイ関係

ABeam Consulting

DX

タマサート大学

タイ政治

  分野の
専門家が解説8
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物流ロジスティック専用ゾーン

売出中
売切れ

SOLD OUT

SOLD OUT
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↑至
Bangping - Praksa Rd

至バンプー工業団地→

57, Park Ventures Ecoplex, 12th Fl. Unit 1211
Wireless Road, Lumpini, Patumwan, Bangkok 10330

GDM (Thailand) Co., Ltd.
www.gdm-asia.com

■ 工業用地取得
■ 土地権利証書移転
■ 操業許可
■ 建築申請サポート

IEAT工業団地に関するお問い合せは下記まで

電　  話 086-513-7435 高尾
takao@gdm-asia.comEメール

弊社のこれまでの実績
・東プレ 様
・アイシンアジアパシフィック 様
・古河電工 様
・福島工業 様
・宇部興産機械 様
・アムテック 様
・ＪＸ日鉱日石 様
・アマダ 様

・コマツ 様
・トヨタ車体精工 様
・古河オートモーティブ 様
・アルプス電子 様
・積水プラスティック 様
・日本ガイシ 様
・パナソニックデバイスSUNX 様

など 多数の企業様の物件取得サポートをさせていただいております。

Sukhumvit Rd

Ta
m

ru
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 B
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Bangping - Praksa Rd

649-1-96 103.9 256.79

481-2-99 770,796 190.47

101-2-28 162,511 40.16

エーカーヘクタールライ

エーカーヘクタールライ

エーカーヘクタールライ

プロジェクトエリア

工場・倉庫エリア

公共施設・サービスエリア

通信システム
光ファイバーおよび高速イン
ターネット

電力供給
30 MW Electricity Substation
Metropolitan Electricity Authority,Samut 
Prakan District.より供給

廃水処理システム
2,500 cu.m./日
の汚水処理が可能

給水システム
6,000 cu.m./日
Metropolitan Waterworks Authority,Samut 
Prakan Branchより供給

ガスシステム
天然ガス供給パイプライン
PTT Natural Gas Distribution Co., Ltd.より供給

交通システム
メイン道路=横幅25m
サブ道路＝横幅20、16m

バンコク都心に最も近い
最新のIEAT工業団地
バンプー工業団地が完成してから40年強。長い期間をかけて確固
たる産業集積を築いてきたサムットプラカーン県。このエリアに最
新のIEAT:タイ工業団地公社の工業団地が登場します。都市化に
伴い周辺エリアでは工場の操業が難しくなってきていますが、この
工業団地の中では安心して操業が可能です。

タイ工業団地公社認定
工場建設、操業許可などワンスト
ップで申請でき安心して操業可能
です。

都心に最も近い
BTSプレクサ駅から５㎞。バンコク
都心まで直線距離で約20㎞。都心
からの通勤や物流に便利です。

バンプーエリアの希少な工業用地
都市化に伴い周辺では工場操業が
難しくなっています。工場ができ
る土地は希少価値があります。

　

スワンナプーム
国際空港
スワンナプーム
国際空港

ウタパオ
国際空港
ウタパオ
国際空港

20km20km20km

40km40km40km

60km60km60km

3空港間高速鉄道3空港間高速鉄道

マプタプット
深海港
マプタプット
深海港

EEC（東部経済回廊）
工業団地集積エリア
EEC（東部経済回廊）
工業団地集積エリア

レムチャバン港レムチャバン港

バンコク港バンコク港

ドンムアン国際空港ドンムアン国際空港

インフラ・システム概要

BHAKASA INDUSTRIAL

5
km

プレクサ
BTS駅

22
km

バンコク港
（クローントゥーイ港）

25
km

スワンナプーム
国際空港

112
km

レムチャバン港

バンプー
工業地帯
バンプー
工業地帯

プラカサ
工業地帯
プラカサ
工業地帯

BTSプレクサ駅BTSプレクサ駅

BTSサーイルアット駅BTSサーイルアット駅

２０２２年
 延
伸
予
定

２０２２年
 延
伸
予
定

BTSケハ駅BTSケハ駅

（タイ工業団地公社）

販売開始IEAT

BHAKASA
INDUSTRIAL

BHAKASA
INDUSTRIAL

マスタープラン概要

・自動車部品
・電気電子部品
・産業用機械、ロボット
・食品加工
・冷凍・冷蔵倉庫
・EC向け物流、一般物流
・研究開発施設

最適な産業

バンプー　 工業団地新

100万㎡
以上の売買実績

タイで10年
100万㎡万㎡万㎡
以上の売買実績以上の売買実績以上の売買実績

タイで10年タイで10年タイで10年
100万㎡
以上の売買実績

タイで10年
100万㎡万㎡万㎡
以上の売買実績以上の売買実績以上の売買実績

タイで10年タイで10年タイで10年
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コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
、東
南
ア
ジ
ア
の
消

費
者
は
リ
ー
プ
フ
ロ
ッ
グ
的
な
変
化
を
見
せ

て
き
た
。

　
高
い
デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
を
持
ち
、ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
日
常
生
活
や
ビ
ジ
ネ
ス
で

も
使
い
こ
な
す
。E
コマ
ー
ス
購
買
も
高
い
成
長

率
を
見
せ
て
き
た
。そ
の
傾
向
が
、コ
ロ
ナ
禍
を

経
て一
気
に
加
速
し
た
こ
と
は
ご
存
知
の
通
り

で
あ
る
。

　
食
品
デ
リ
バ
リ
ー
は一般
化
し
、日
用
品
の
買

い
物
代
行
も
浸
透
し
た
。今
後
、東
南
ア
ジ
ア

の
消
費
者
は
ど
う
変
わ
って
い
く
の
か
。そ
れ
を

知
ろ
う
と
、と
り
あ
え
ず
と
いっ
た
形
で
消
費

者
調
査
を
行
う
企
業
は
多
い
。

　
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
商
品
テ
イ
ス
ト
の
ロ
ー

カ
ラ
イ
ズ
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
調
整
の
た
め
で

あ
れ
ば
そ
れ
で
良
い
か
も
し
れ
な
い
。だ
が
、

今
は
東
南
ア
ジ
ア
の
消
費
価
値
観
が
根
底
か

ら
変
わ
り
、そ
れ
に
伴
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

大
き
く
変
革
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
を
迎

え
て
い
る
。

　
弊
社
ロ
ー
ラ
ン
ド・ベ
ル
ガ
ー
は
、コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
消
費
者
の
基
本
的
価
値
観
を
分
析
し
、

こ
れ
か
ら
の
時
流
に
備
え
た
戦
略
策
定
支
援

を
多
く
実
施
し
て
い
る
。前
回
に
引
き
続
き
、

そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
の
消
費
者
価
値
変
化
を
前
提
と
し
た
戦
略
策
定（
後
編
）

Roland BergerASEAN経営戦略
新たな視点で時代の動きを読み取る

東南アジア諸国連合（ＡＳＥＡＮ）における様々な業界の旬なトピック
を、ドイツ発のコンサルティング会社ローランド・ベルガーが経営戦略
的な観点から解説する。前回に続き、コロナ禍における消費者の価
値観の変化について。

Vol.20

一橋大学卒業後、米国系コンサルティングファー
ム等を経て、現在は欧州最大の戦略系コンサル
ティングファームであるローランド・ベルガーのア
ジアジャパンデスク統括に在籍（バンコク在住）。
ASEAN全域で、消費財、小売・流通、自動車、商社、
PEファンド等を中心に、グローバル戦略、ポート
フォリオ戦略、M＆A、デジタライゼーション、企業
再生等、幅広いテーマでの支援に従事している。

下村 健一
Roland Berger

Author
   Profile

R o l a n d  B e r g e rASEAN経営戦略

会社情報
TEL：+66 95 787 5835（下村）
Mail：kenichi.shimomura@rolandberger.com
URL：www.rolandberger.com

17th Floor, Sathorn Square Office Tower,
98 North Sathorn Road, Silom, Bangrak,
10500 | Bangkok | Thailand

え
る
こ
と
に
な
る
消
費
者
価
値
観
の
変
化
で

あ
る
。

　
し
か
し
、そ
の
変
化
を
受
け
て
直
面
す
る
機

会
と
脅
威
は
、個
別
の
企
業
や
そ
の
ス
テ
ー
ジ

に
よ
って
も
異
な
る
。

　
例
え
ば
図
表
２
の
よ
う
に
、現
在
の
東
南
ア

ジ
ア
に
先
進
的・革
新
的
で
あ
る
こ
と
を
重
視

す
る
層（
先
進・革
新
層
）、そ
し
て
効
率
性
を

重
ん
じ
る
層（
効
率
重
視
層
）そ
れ
ぞ
れ
が
相

応
数
い
る
と
す
る
。現
時
点
で
は
、両
方
の
セ
グ

メ
ン
ト
は
、グ
ラ
ブ
や
ゴ
ジ
ェッ
ク
の
オ
ン
ラ
イ
ン

デ
リ
バ
リ
ー
を
日
常
生
活
で
利
用
し
て
い
る
。

　
だ
が
２
年
後
、別
の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
に
乗

り
換
え
て
い
る
可
能
性
が
高
い
の
は
先
進・革

新
層
だ
ろ
う
。
効
率
重
視
層
は
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
し
て
さ
ら
に
洗
練
さ
れ
、利
便
性・

効
率
性
が
向
上
し
た
グ
ラ
ブ
、ゴ
ジ
ェッ
ク
を
使

い
続
け
る
。

　
コ
ア
と
な
る
価
値
観
の
違
い
に
よ
っ
て
、現
在

は
ど
ち
ら
の
層
も
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、２
年
後
に
は
状
況
は
大
き
く
変
わ
る
と
い

う
示
唆
で
あ
る
。こ
れ
を
前
提
に
す
る
と
、先

進・革
新
層
が
増
え
る
か
、効
率
重
視
層
が
増

え
る
か
に
よ
っ
て
、グ
ラ
ブ
、ゴ
ジ
ェッ
ク
、そ
し
て

ま
だ
見
ぬ
新
サ
ー
ビ
ス
に
と
っ
て
機
会
に
な
る

か
脅
威
に
な
る
か
が
異
な
って
く
る
の
だ
。

　
ま
た
、グ
ラ
ブ
、ゴ
ジ
ェッ
ク
の
中
の
サ
ー
ビ
ス

は
不
充
分
で
あ
る
こ
と
も
理
解
い
た
だ
け
た
は

ず
だ
。

　
こ
の
変
革
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
、焦
っ
て
戦
略
方

向
性
を
決
め
る
の
は
得
策
で
は
な
い
。し
っ
か
り

と
腰
を
据
え
て
変
化
を
読
み
解
き
、自
社
に

と
っ
て
の
機
会
と
脅
威
を
見
極
め
た
上
で
の
戦

略
検
討
を
お
勧
め
す
る
。

R
B
プ
ロ
フ
ァ
イ
ラ
ー
に
よ
る

消
費
者
分
析

　
前
回
は
図
表
1
に
あ
る
、変
革
期
の
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
に
向
け
て
弊
社
が
取
り
得
る
典
型
的

な
戦
略
策
定
ア
プ
ロ
ー
チ
の
う
ち
、ス
テ
ッ
プ
1

を
紹
介
し
た
。

　
ス
テ
ッ
プ
1
で
は
、弊
社
の
独
自
ツ
ー
ル
で
あ

る
R
B
プ
ロ
フ
ァ
イ
ラ
ー
を
用
い
て
、消
費
者
の

よ
り
基
本
的
な
価
値
観
変
化
を
捉
え
る
。

　
経
済
、業
界
が
変
革
期
に
あ
る
中
で
は
、

表
層
的
な
購
買
行
動
分
析
を
行
っ
た
と
し
て

も
、半
年
後
に
は
そ
の
様
相
は
大
き
く
変

わ
っ
て
い
る
。

　
今
で
言
え
ば
２
０
２
５
年
の
在
り
方
を
読

む
た
め
に
は
、今
、表
面
に
見
え
て
い
る
消
費
者

の
動
き
に
捉
わ
れ
る
べ
き
で
な
い
。よ
り
根
底

に
あ
る
価
値
観
の
変
化
を
捉
え
な
け
れ
ば
ら

な
ら
な
い
こ
と
を
お
伝
え
し
た
。

　
今
回
は
、そ
の
消
費
者
価
値
観
の
分
析
を

行
っ
た
後
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
。

機
会
・
脅
威
の
特
定
と
戦
略
策
定

　
ス
テ
ッ
プ
２
は
、個
別
の
企
業
を
前
提
と
し

た「
機
会
と
脅
威
」の
特
定
だ
。ス
テ
ッ
プ
1
で

特
定
し
た
の
は
、あ
く
ま
で
も
ど
の
企
業
も
迎

メ
ニュ
ー
レ
ベ
ル
で
も
、機
会・脅
威
は
変
わ
っ
て

く
る
。

　
フ
ー
ド
デ
リ
バ
リ
ー
や
買
い
物
代
行
と
いっ
た

日
常
生
活
の
便
利
さ
に
リ
ー
チ
す
る
よ
う
な

も
の
に
と
っ
て
、効
率
重
視
層
の
拡
大
は
機
会

と
な
る
。

　
一
方
、か
つ
て
ゴ
ジ
ェッ
ク
が
行
っ
て
い
た
マ
ッ

サ
ー
ジ
師
の
派
遣
等
、先
進
性
が
強
い
サ
ー
ビ

2025年の消費者クラスター（イメージ）図表2

消費者の価値観・ 
購買行動の変化調査
・ 消費者のセグメンテーション変化、
価値観や消費行動など、ファンダ
メンタルな要素を定量的に分析

・ 上記をもとに消費者価値の変化を
先読み

Step 1
消費者変化がもたらす
機会・脅威特定
・ Step1での消費者調査・分析をもとに、
貴社のASEAN事業に対する具体的
な機会と脅威を抽出

・ それぞれの機会・脅威を定量化すること
で、優先的に考慮が必要なものを特定

Step ２
機会・脅威を踏まえた
戦略の検討
・ 優先度の高い機会・脅威に対する
方策を具体的な戦略として検討

・ 戦略に即し、ビジネスモデルを変
革、並びにそのアクションプランを
作成

Step ３
変革期における戦略検討アプローチ図表1

出所：ローランド・ベルガー作成

出所：ローランド・ベルガー作成

ス
は
受
け
入
れ
ら
れ
づ
ら
く
な
る
。

未
来
の
先
読
み
で
方
向
性
を
検
討

　
そ
こ
ま
で
読
め
れ
ば
、ス
テ
ッ
プ
３
と
し
て
の

戦
略
策
定
に
繋
が
っ
て
く
る
の
だ
。効
率
重
視

層
が
増
え
る
の
で
あ
れ
ば
、無
駄
に
尖
っ
た

サ
ー
ビ
ス
メ
ニュ
ー
を
増
や
す
の
で
な
く
、ベ
ー

シ
ッ
ク
に
求
め
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス

に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
い
く
こ
と
が

戦
略
の
基
本
方
針
と
な
る
。

　
と
に
か
く
余
計
な
機
能
や

サ
ー
ビ
ス
は
止
め
て
、そ
の
分
を
コ

ア
サ
ー
ビ
ス
に
資
源
投
下
す
べ
き

だ
ろ
う
。軽
く
し
た
固
定
費
を

基
本
価
格
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に

還
元
す
る
こ
と
も
、効
率
重
視
層

に
は
喜
ば
れ
る
。一
方
で
、拡
大
す

る
の
が
先
進・革
新
層
な
の
で
あ

れ
ば
、取
る
べ
き
戦
略
が
変
わ
って

く
る
こ
と
は
言
わ
ず
も
が
な
で

あ
る
。

　
以
上
は
ひ
と
つ
の
例
で
あ
る

が
、戦
略
策
定
の
前
提
と
な
る
未

来
の
先
読
み
が
違
え
ば
、舵
取
り

も
こ
の
よ
う
に
変
わ
って
く
る
。

　
ス
テ
ッ
プ
１
の
消
費
者
価
値
の

変
化
理
解
が
い
か
に
重
要
か
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、そ
の
た
め
に
表

面
的
な
購
買
行
動
分
析
だ
け
で

所得

年齢若年 中年

富
裕
層

中
流
層

低
所
得
層

高年

貧困層・
ワーキング
プアの増加

中流層の
没落

消費スタイルの多様化

伝統重視・
保守層

消費志向層
ライフスタイル追求層

倹約志向層快楽主義層

ニューリッチの
増加

新たな消費・生活サービスの登場

家族の
あり方の
多様化

社会志向層

人間・家族重視層
先進・革新
志向層

過度の
資本主義への反発
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特集 11

タイ近未来大予想
アフターコロナのシナリオを占う

大
予
想

タ
イ
近
未
来

PREDICTIONS
FOR THAILAND'S
NEAR FUTURE

金融

不動産

タイ政治

CLMV

タイ経済

日タイ関係

インフラ建設

DX

　本コラムではこれまで美という極め
て「主観的」な概念と、主体と客体を分
離して「客観的」に管理対象を捉えよう
とする経営管理という、一見すると対極
に位置するように見える両者の関係に
ついて、さまざまな経営者との対話を
通じて考えてきました。
　そこでは大変興味深い議論を重ね
ることができ、多くの示唆を得られまし
た。しかし、それでもなお「美とはどのよ
うなものであるのか」という問いに答え
ることは容易ではありません。そこで、今
回は「美」について考えてみたいと思い
ます。
　ウィキペディアなどによると、古代ギ
リシアでは美（Kalon）という言葉は、
「女性が美しい」という意味での美し
さではなく、美しいとされる物事がな
ぜ美しいのか、その根拠たる「存在」と
して概念規定されたものだそうです。
　一方で、日本語で使われる美という
漢字は、羊と大の合成です。羊は宗教
的な儀式などで献物として利用された
といわれ、羊を含む漢字には「犠牲」と
いう意味が含まれているようです。
　例えば、羊を使う漢字には「義」や
「善」などがありますが、羊と我を合わ
せた義は、私の責任の限りの犠牲（儀
式の祭具に盛る限りの犠牲）という意
味があるそうです。そして、「大いなる犠
牲」が美ということになります。
　この場合の犠牲は羊ではなく自らで
あり、共同体に対して自らの命を献げる
という意味で美には最も崇高な行いと
いう含意があるようです。

　つまり、美とは完全に主観的な概念
でもなく、客観的な概念でもなく、共同
体や社会あるいは他者との関係との間
で理解される概念であると考えられる
のではないでしょうか。経営において
も、リーダーはあらゆる点で無関心で
あってはならないのです。
　組織のメンバーのため、顧客のため、
社会のため、と他者に関心を持つこと、
つまり相手を知ろうとすることで、対象
と一体化する姿勢にこそ経営の美を見
ることができるのかもしれません。
　美は人を魅了し、社会を幸福にしま
す。私たちには自らに与えられた恵み、
さまざまな賜物があります。奉仕の賜物
を受けている方であれば奉仕をし、分
け与える人は惜しみなく分け与え、指
導者なら熱心に指導する、つまりそれ
ぞれの賜物に応じて自らの恵を献げる
と解釈してもよいかもしれません。
　それぞれの輝きがあり、その恵みを
社会に還元する。こうした意味におけ
る輝きこそが美しいのではないでしょ
うか。
　今回のコラムを通して、皆様の賜物と
は何か、そして恵を献げるということに
ついて考えるきっかけとなれば大変う
れしく思います。

第1１回

経営
トップエグゼクティブの

Beauty Management

藤岡 資正・英オックスフォード大学より経営哲学博士を授与
（D.Phil. in management studies）。チュラロンコン大学サシン
経営大学院エグゼクティブ・ディレクター・MBA専攻長、NUCB
ビジネススクール教授などを経て現職。早稲田大学ビジネススク
ール客員准教授、戦略コンサルティングファームCDI顧問、神姫
バス社外取締役、Sekisui Heim不動産取締役、中小企業変革
支援プログラム顧問などを兼任。

　今回は、これまでの対談のまとめとして、美とは何かについて改
めて考えます。

チュラロンコン大学サシン経営大学院
日本センター所長

明治大学専門職大学院教授

藤岡 資正

美しさとは何か

資生堂アジアパシフィック
前社長：ジャン・フィリップ・シャリエ 氏

グレイハウンド社
ファウンダー:バヌ・インカワット 氏

デジタルハリウッド大学
学長：杉山 知之 氏

Kadokawa Contents Academy
 社長：古賀 鉄也 氏

Bunka Fashion School 
学長：ソンポン・スーントムタムロング 氏

電通（タイランド）
CEO：ナロン・トレスチョン氏

～ 過去の美の対談者 ～

過去の対談記事は
ArayZウェブサイトを
ご覧ください

撮影：石田直之
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NEWSの詳細はウェブサイト（www.arayz.com）でチェック！！
このほかの『ASEAN最新ニュース』も随時配信中！！

　タイ工業団地公社（IEAT）は、ラヨーン県のマプタプット地域における
カーボンニュートラル工業団地の開発を目指し、トヨタモータータイランド
やガス事業大手バンコクインダストリアルガス、大阪ガス、PTT、PTT傘下
のPTTグローバルケミカル、関西電力、豊田通商タイランドと提携を結ん
だ。今後実現可能性を調査するという。
　タイ政府は現在BCG経済モデルを掲げ、農業生産の効率化や再生可能
エネルギーの導入、二酸化炭素の排出削減などに取り組んでいる。

カーボンニュートラル工業団地開設へ
トヨタ、PTTなど日タイの大手が提携

　川崎汽船はサムットプラカーン県バンプリーに冷凍冷蔵倉庫及び一般ド
ライ倉庫を開設する。
　バンコクコールドストレージサービスが総床面積7,240㎡、貨物保管能
力8,550tの冷凍冷蔵倉庫を建設する。運転電力の最小化に加え、太陽光
発電で必要電力量の50％を補完。食品、医薬品保管の規格HACCP、
GMP、GDPにも適合。Ｋラインコンテナサービス（タイランド）では総床面
積12,000㎡の一般ドライ倉庫を建設する。

川崎汽船がバンプリーに倉庫新設
冷凍冷蔵、一般ドライ用計２棟

　CKDのタイ子会社、CKDタイコーポレーションでは、チョンブリ県のアマタ
シティチョンブリ工業団地内にある生産工場の隣接地の土地・建物を取得した
ことを発表した。
　敷地面積は約22,000㎡、建屋面積は約15,000㎡。今回の用地取得により、
現工場の1.8倍の生産スペースを確保。様々な産業分野で使用される、汎用性
が高い流体制御機器の量産工場として使用する。稼働開始は来年２月を予定
している。

CKDタイが生産工場を拡大
流体制御機器を量産へ

　村田製作所のタイ生産子会社、ムラタエレクトロニクス（タイランド）で
は積層セラミックコンデンサの需要増に対応するため新生産棟を建設す
る。工事は今年７月から始まっており、竣工は2023年の３月を予定してい
る。RC造りの地上２階建てで延べ床面積は80,950㎡。投資額は建屋のみ
で約150億円。
　ムラタエレクトロニクス（タイランド）は1988年に設立され、超音波セン
サ、アンテナコイル、圧電製品などの開発・製造を行っている。

村田製作所がタイで新生産棟建設
積層セラミックコンデンサ向け

400ライ
総開発面積

小規模から大規模まで
ニーズに合わせ調整可能

57, Park Ventures Ecoplex, 12th Fl. Unit 1211
Wireless Road, Lumpini, Patumwan, Bangkok 10330

GDM (Thailand) Co., Ltd.
www.gdm-asia.com

■ 工業用地取得
■ 土地権利証書移転
■ 操業許可
■ 建築申請サポート

本物件に関するお問い合せは下記まで

電　  話 086-513-7435 高尾
takao@gdm-asia.comEメール

弊社のこれまでの実績
・東プレ 様
・アイシンアジアパシフィック 様
・古河電工 様
・福島工業 様
・宇部興産機械 様
・アムテック 様
・ＪＸ日鉱日石 様
・アマダ 様

・コマツ 様
・トヨタ車体精工 様
・古河オートモーティブ 様
・アルプス電子 様
・積水プラスティック 様
・日本ガイシ 様
・パナソニックデバイスSUNX 様
・不二越 様

など 多数の企業様の物件取得サポートをさせていただいております。

供給が少なかったマプタプット工業
団地エリアに、待望の新規開発地が
誕生しました。
タイの重要な工業地域であるラヨー
ン県はEECの発展と共に今後さらに
飛躍するエリアだと予想されます。小
規模のレンタル倉庫・工場でもご活用
いただけます。長期リースも可能です。
（5,000㎡以下レンタルも個別分割相談可能）

工業用地として使用可

マプタプット工業団地に近接する好立地

30m幅道路沿いで
大型トレーラー輸送もスムーズ

1

2

3

パタヤパタヤ

マプタプット工業団地マプタプット工業団地

パデーン工業団地パデーン工業団地
WHAイースタン工業団地（マプタプット）WHAイースタン工業団地（マプタプット）
アジア工業団地マプタプットアジア工業団地マプタプット

レンタル倉庫・工場レンタル倉庫・工場

新規開発地新規開発地
レンタル倉庫・工場レンタル倉庫・工場

ウタパオ
国際空港
ウタパオ
国際空港

EEC（東部経済回廊）
工業団地集積エリア
EEC（東部経済回廊）
工業団地集積エリア

EEC主要各エリアへも
アクセス良好

EEC主要各エリアへも
アクセス良好

2021年開業 総開発面積400ライNEW

Land Information

マプタプット
工業団地
マプタプット
工業団地

WHA
イースタン
工業団地

（マプタプット）

WHA
イースタン
工業団地

（マプタプット）

マプタプット深海港マプタプット深海港

Check Point

レムチャバン港

マプタプット深海港

マプタプット港から１５分

レンタル倉庫/工場
至
近マプタプット港

レンタル倉庫/工場
至
近マプタプット港

供給が少なかったマプタプットエリアについに新規開発地誕生！

マプタプット工業団地 ４㎞

　30㎞

　7㎞

アマタシティラヨーン

マプタプット深海港

100万㎡
以上の売買実績

タイで10年
100万㎡万㎡万㎡
以上の売買実績以上の売買実績以上の売買実績

タイで10年タイで10年タイで10年
100万㎡
以上の売買実績

タイで10年
100万㎡万㎡万㎡
以上の売買実績以上の売買実績以上の売買実績

タイで10年タイで10年タイで10年
タイ初アイドル

クリスマスパーティ開催！

＠ドンキモールトンロー４F

SIAMDOL
2021年12月25日（土）12:00-20:00

blowsince2004
nico2labo
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アフターコロナのシナリオを占う

タイ近未来大予想
　まもなく2022年。この１年も新型コロナウイルスをはじめ、難局への対応に追われた企
業が多かったのではないか。
　そこで今回の特集では目線を先々に向けるべく、各分野の専門家に10年後、20年後を
目途としたタイの将来の姿を解説していただいた。
　コロナ禍の先には、どんな世界が待っているのか。楽観、悲観の仮想シナリオと合わせ
て紹介する。

2022年　ＲＣＥＰ（地域的な包括的経済連携）発効

2022年　ＡＰＥＣ（アジア太平洋経済協力会議）議長国

2023年　次回下院議員総選挙（任期４年）

2025年　レムチャバン港の第３期拡張完成

2025年　累計１０５万１,０００台のＥＶ生産

2026年　３空港連結高速鉄道が開業

2026年　タイ中高速鉄道が一部開業

2029年　７,０００万超を境に人口が減少局面に

2030年　累計６２２万４,０００台のＥＶ生産

2030年　自動車生産の30%がＥＶに

2031年　超高齢社会（60歳以上が28％）に突入　

2035年　累計１,８４１万３,０００台のＥＶ生産

2036年　先進国（高所得国）入り

2045年　GDP総額（購買力平価）でベトナムに抜かれる

2050年 　カーボンニュートラル達成

2065年　ネットゼロエミッション達成

出所：各種報道、世界銀行、PwC The World in 2050などを基にArayZ作成

MU Research & Consulting
日タイの協力で産業構造転換の実現を
タイ経済

タマサート大学
新型コロナで浮き彫りになったタイ社会の矛盾
タイ政治

SBCS
接続性向上で人々のライフスタイルに変化も
インフラ建設

Deloitte Thailand
ＩＴ技術の発展でビジネスモデルが変化
金融

ABeam Consulting
東南アジアのデジタルハブ実現なるか
DX

Mediator
タイ人における日本の存在とは
日タイ関係

みずほ銀行メコン５課
ベトナム/ラオス/カンボジア将来予測
CLMV

GDM Thailand
優れた工業団地、物流網でさらなる産業集積
不動産

タイ近未来年表（政府目標など含む）

これから何が起こるのか

日
本
人
な
ら
で
は
の
気
遣
い
と

気
づ
き
を
形
に

展
示
会
ブ
ー
ス
施
工

デ
ザ
イ
ン

GDMはディスプレイのデザインから制作・施工まで一貫して請け負います。
費用・施工期間等、お気軽にお問い合わせください。

GDM アジアGDM(Thailand)Co.,Ltd.

57, Park Ventures Ecoplex, 12th Fl. Unit 1211, Wireless Road, Lumpini, Patumwan, Bangkok 10330

担当:山本 088-572-4998 gdm-info@gdm-asia.com

2022年度の主な展示会（2021年12月発表時点）

展示会ブース / イベント施工実績企業様

タイを拠点としてベトナム/カンボジア/インドネシア/シンガポール/インド等アジア各国での施工も可能です

※開催日時・場所等は急遽変更となる場合がございます。各ウェブサイトで常に最新情報をお確かめください

イベント名 開催期間 会場 URL

PROPAK ASIA ６月15日～18日 BITEC https://www.propakasia.com/

THAIFEX ５月24日～28日 IMPACT https://thaifex-anuga.com/

INTERMACH ５月18日～21日 BITEC https://www.intermachshow.com/

MANUFACTURING EXPO ６月22日～25日 BITEC https://www.manufacturing-expo.com/

METALEX 11月16日～19日 BITEC https://www.metalex.co.th/

architect’22 4月26日～5月1日 IMPACT https://architectexpoasia.com/

・ JETRO 様
・ ヤンマー株式会社 様 
・ 株式会社不二越 様 
・ タイ観光庁 様
・ 因幡電機産業株式会社 様
・ 株式会社 IHI 様

・ JXTGホールディングス株式会社 様
・ 富士フイルム株式会社 様
・ 東洋紡株式会社
・ パトライト 様 
・ CKD 様 
・ 株式会社明電舎 様　　他

展示会施工までの流れ

お問い合わせ４ヵ月前

レイアウトすり合わせ等確定４～３ヵ月前

デザインすり合わせ・見積もり期間３～２ヵ月前

デザイン・部材等詳細確定２ヵ月前

電気申請＆ブース施工承認申請1.5ヵ月前

各種承認取得完了１ヵ月前

展示会当日

施工 ＆ 搬入期間３日前

撤退作業最終日夜～翌日
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タイで
10年の実績

安心と信頼

GDMにお任せください

プロモーション動画の制作や
ArayZでの告知も承ります！

＼ GDM特典 ／

展
示
会
、

続
々
開
催
予
定

2022’
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特
に
米
中
対
立
に
伴
う
中
国
か
ら
の
生
産
移

転
の
受
け
皿
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
ベ
ト

ナ
ム
が
、競
争
優
位
性
を
さ
ら
に
増
す
可
能

性
が
あ
る（
図
表
１
）。

　
も
う
一つ
の
懸
念
は
、特
に
日
系
企
業
に
と
っ

て
今
日
の
A
S
E
A
N
事
業
が
高
収
益
な
ゆ

え
に
、制
約
が
起
き
て
い
る
点
で
あ
る
。

　
例
え
ば
自
動
車
分
野
で
は
近
年
、従
来
型

の
内
燃
機
関
系
の
工
程
を
日
本
や
中
国
か
ら

タ
イ
に
生
産
移
管
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
。

　
先
進
国
で
の
電
動
化
やM

aaS

（M
obility 

as a Service

）分
野
への
先
行
投
資
の
コ
ス
ト

捻
出
の
た
め
に
も
、内
燃
系
の
産
業
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
が
完
成
し
、キ
ャッ
シ
ュ
カ
ウ
で
も
あ
る

タ
イ
事
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
早
急
に
は
転

換
し
に
く
い
と
い
う
事
情
も
透
け
て
見
え
る
。

　
今
後
は
よ
り
メ
リ
ハ
リ
の
き
い
た
産
業
政
策

の
再
構
築
が
必
須
と
な
る
。化
学
、バ
イ
オ
、ヘ

ル
ス
ケ
ア
な
ど
重
点
分
野
を
よ
り
一
層
絞
り
込

み
、免
税
に
や
や
偏
っ
た
足
元
の
政
府
の
恩
典

を
国
際
的
に
も
見
劣
り
し
な
い
も
の
と
す
る

努
力
が
必
要
と
な
る
。

　
ま
た
、産
業
高
度
化
に
応
じ
た
ス
キ
ル
人
材

の
確
保
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
も
必
要

で
あ
る
。こ
の
た
め
に
は
、外
国
人
の
就
業
要

件
の
緩
和
、不
動
産・土
地
保
有
へ
の
規
制
制

限
な
ど
も
一助
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　
製
造
業
、観
光
業
に
次
ぐ
産
業
の
柱
の
構
築

も
求
め
ら
れ
る
。観
光
産
業
の
完
全
復
活
は
、ニ

ュー
ノ
ー
マ
ル
に
よ
る
消
費
者
の
行
動
変
容
に
よ

り
時
間
を
要
す
る
。そ
の
た
め
に
も
各
種
規
制

緩
和
に
よ
り
外
資
の
サ
ー
ビ
ス
業
へ
の
投
資
の

活
発
化
を
進
め
、デ
ジ
タ
ル
、金

融
分
野
、メ
デ
ィ
カ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
な
ど
の
国
際
競
争
力
の
底
上

げ
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
で
あ

ろ
う
。

　
健
全
な
産
業
育
成
の
た
め

に
も
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
と

比
較
し
て
育
成
が
遅
れ
て
い
る

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
振
興
の

た
め
の
基
盤
整
備
な
ど
も
検

討
項
目
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

日
本
の
協
力
深
化
で

市
場
深
耕

　
こ
れ
ら
の
施
策
に
は
、日
本

の
さ
ら
な
る
コ
ミ
ッ
ト
も
重
要

で
あ
る
。例
え
ば
、素
材
分
野

で
世
界
初
の
人
工
合
成
に
よ

る
タ
ン
パ
ク
質
素
材
の
量
産
化

と
し
て
タ
イ
で
の
投
資
を
実

行
し
たSpiber

社
は
、タ
イ
の

新
素
材
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
一

石
を
投
じ
た
と
い
え
る
。

　
冒
頭
で
触
れ
た
水
素
技
術
も
先
端
技
術
移

転
有
力
候
補
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。水
素
エ
ン

ジ
ン
は
内
燃
系
の
既
存
技
術
の
転
用
が
効
く

点
が
特
徴
で
あ
り
、既
存
の
タ
イ
の
産
業
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
大
き
く
棄
損
す
る
こ
と
な
く

脱
炭
素
化
と
産
業
高
度
化
が
進
め
ら
れ
る
。

　
ま
た
、東
部
ラ
ヨ
ー
ン
県
で
は
タ
イ・日
系
連

合
が
、二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
実
質
ゼ
ロ
を
目

指
す
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
工
業
団
地
設
立

に
向
け
て
協
力
し
て
お
り
、水
素
関
連
技
術

の
活
用
な
ど
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
い
る
ト
ヨ
タ

自
動
車
は
こ
の
他
に
もM

aaS

ビ
ジ
ネ
ス
の
推

進
に
お
い
て
、タ
イ
市
場
で
先
行
し
て
取
り
組

み
を
活
発
化
し
て
い
る（
弊
社
寄
稿
20
年
11

月
号「
変
革
期
の
自
動
車
産
業
」参
照
）。

　
今
後
は
ビ
ジ
ネ
ス・生
活
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

が
進
む
タ
イ
を
、新
規
ビ
ジ
ネ
ス
の
実
験
場
と

し
て
活
用
し
て
い
く
試
み
も
進
ん
で
い
く
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
れ
ら
を
後
押
し
す
る
た
め
に
も
日
本
政

府
と
し
て
、従
来
以
上
の
脱
炭
素
化
、産
業
高

度
化
、人
材
育
成
な
ど
ソ
フ
ト
面
で
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
に
関
わ
る
技
術・資
金
面
の
サ
ポ
ー
ト

が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
ま
た
、タ
イ
に
お
け
る
R
&
D
、地
域
統
括

活
動
や
、ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
に
お
け
る
投
資
活
動

へ
の
優
遇
な
ど
も
タ
イ
企
業・日
系
企
業
の
競

争
力
向
上
の
た
め
に
は
重
要
な
施
策
で
あ
る
。

　
弊
社
予
測
で
は
ハ
イ
エ
ン
ド
の
サ
ー
ビ
ス
や
製

品
の
受
容
性
が
高
い
上
位
中
間
層
は
、

A
S
E
A
N
に
お
い
て
今
後
20
年
間
で
約
８
９

０
０
万
世
帯
と
な
る
見
込
み
で
あ
る（
図
表
２
）。

　
域
内
に
お
け
る
市
場
の
深
耕
を
日
タ
イ
企

業
双
方
で
と
も
に
進
め
て
い
く
こ
と
は
理
想

的
な
シ
ナ
リ
オ
と
も
言
え
よ
う
。

ウ
ト
し
て
い
る
が
、人
口
全
体
で
は
30
年
前
後

に
７
０
０
０
万
人
超
に
達
し
、そ
の
後
減
少
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
労
働
力
不
足
と
人
件
費
上
昇
に
よ
り
、従

来
型
の
労
働
集
約
型
産
業
の
競
争
力
は
緩
や

か
に
低
下
し
つつ
あ
る
。政
府
も
定
年
年
齢
の

引
き
上
げ
や
少
子
化
対
策
と
し
て
各
種
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
導
入
を
進
め
て
い
る
が
、目
立
っ
た

成
果
は
見
ら
れ
て
い
な
い
。

　
出
産
費
用
の
無
償
化
や
３
人
目
以
降
の
出

産
へ
の
補
助
を
手
厚
く
す
る
な
ど
の
各
種
の

優
遇
措
置
導
入
と
併
せ
、出
産
後
の
育
児・教

育
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
制
度
の
導
入
も
必
要

と
な
ろ
う
。

　
富
の
偏
在
に
つ
い
て
も
解
決
が
必
要
な
課

題
で
あ
る
。

　
ジ
ニ
係
数
こ
そ
改
善
傾
向
に
あ
る
が
、国
民

上
位
１
％
が
富
の
６
割
近
く
を
占
有
す
る
と

さ
れ
る
歪
ん
だ
構
図
は
長
年
不
変
で
あ
る
。

都
市
部
と
地
方
部
の
格
差
、中
間
層
の
す
そ

野
の
狭
さ
は
国
の
健
全
な
成
長
に
お
い
て
懸

案
と
な
り
得
る
。

　
既
に
導
入
さ
れ
て
い
る
相
続
税
、贈
与
税
と

も
に
世
界
水
準
で
も
税
率
は
低
く
、富
の
再

配
分
に
お
い
て
は
効
果
が
出
て
い
な
い
。税
制

の
再
構
築
と
合
わ
せ
、寄
付
金
への
税
制
優
遇

を
抜
本
的
に
導
入
す
る
な
ど
の
施
策
な
ど
も

検
討
に
値
す
る
。

　
た
だ
し
、16
年
の
相
続
税
の
導
入
時
に
は
課

税
控
除
額
が
当
初
構
想
の
５
０
０
０
万
バ
ー
ツ

か
ら
、最
終
的
に
は
1
億
バ
ー
ツ
に
拡
大
さ
れ

た
な
ど
の
経
緯
も
あ
り
、こ
れ
ら
の
政
策
は
富

裕
層
の
既
得
権
益
に
手
を
付
け
る
改
革
で
あ

り
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。構
造
的
な
問
題
解
決
に

は
政
治
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
推
進
力
が

欠
か
せ
な
い
。

日
タ
イ
の
協
力
で
産
業
構
造
転
換
の
実
現
を

Managing Director

池上 一希
Kazuki Ikegami

日系自動車メーカーでアジア・中国の
事業企画を担当。2007年に当社入
社。大企業向けの欧米、中国、アセ
アン市場での事業戦略構築案件を
中心に活動。18年2月より現職。バ
ンコクを拠点に東南アジアへの日系
企業の進出戦略構築、実行支援、
進出後企業の事業改善等のテーマ
に取り組む。

M
U
 R
esearch and

C
onsulting (T

hailand)
タイ経済

タイが産業構造の大転換を果たし、エコカー、ロボ
ティクス、バイオなどの高付加価値産業の集積地と
して転換を遂げる。コロナ禍で打撃を受けた観光業
の復活と合わせ、規制緩和により外資のサービス
業への投資が進み経済活性化が進む。DX化、エネ
ルギートランジションへの対応などで競争力を付け
たタイ大手企業は、海外展開を加速しASEAN域内
の内需取込みに成功する。

楽観シナリオ予測

人口減少が進み、経済の屋台骨である国内消費は
急速に縮小。富の偏在も解消せず政情不安も深刻
化。懸案であった産業構造の高度化も効果をあげ
ず、域内の産業集積地としての魅力を急速に高めた
ベトナムに外資大手製造業は移転を進める。結果と
してタイの産業サプライチェーンの棄損が見られる
ようになる。

悲観シナリオ予測

ASEAN主要国の上位中間世帯数の推移

　
２
０
××
年
12
月
、タ
イ
投
資
委
員
会
の「
水
素

技
術
奨
励
パッ
ケ
ー
ジ
」の
恩
典
を
基
に
投
資
さ
れ

た
日
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
Ａ
社
の
水
素
エ
ン
ジ
ン
車

の
工
場
ラ
イ
ン
オ
フ
式
が
、日
タ
イ
首
脳
の
参
加
の

も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　
世
界
で
も
類
を
見
な
い
エ
コ
カ
ー
の
産
業
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
を
果
た
し
た
タ
イ
は
、プ
ラ
ユ
ッ

ト
首
相
が
21
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26（
国
連
気
候
変
動
枠

組
み
条
約
第
26
回
締
約
国
会
議
）で
表
明
し
た
65

年
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
目
標
達
成
が
視
野
に

入
り
つつ
あ
る
。

　
ま
た
、規
制
緩
和
を
経
て
サ
ー
ビ
ス
分
野
に
お
い

て
も
外
資
の
投
資
が
活
発
と
な
り
、デ
ジ
タ
ル
、金

融
分
野
な
ど
が
基
幹
産
業
化
。世
界
か
ら
高
付
加

価
値
人
材
が
集
積
す
る
よ
う
に
な
っ
た
バン
コ
ク
は
、

全
エ
リ
ア
が
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
化
し
、ア
ジ
ア
有
数
の

先
端
都
市
に
変
貌
し
た
。

注:データが取得不可のベトナムとブルネイを除くアセアン８ヵ国の合算値
（出所）EuromonitorをもとにMURC作成
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今
日
、中
長
期
の
タ
イ
の
見
通
し
に
つ
い
て

は
悲
観
的
な
見
方
が
多
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ

り
タ
イ
経
済
が
負
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ

と
や
、人
口
減
へ
の
懸
念
も
あ
り
、緩
や
か
に

衰
退
を
迎
え
る
と
の
見
解
も
あ
る
。

　
本
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
悲
観
的
な
見
方
に

対
し
、今
後
タ
イ
が
各
種
の
構
造
的
な
課
題

を
解
消
す
れ
ば
、ア
ジ
ア
の
ハ
ブ
と
し
て
の
確
固

た
る
位
置
付
け
を
再
確
立
す
る
と
い
う
仮
説

と
、そ
の
た
め
の
必
要
な
論
点
に
つ
い
て
挙
げ

た
い
。

必
要
な
政
治
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

　
ま
ず
１
点
目
は
人
口
動
態・富
の
偏
在
へ
の

対
応
で
あ
る
。

　
生
産
年
齢
人
口
は
２
０
１
８
年
に
ピ
ー
ク
ア

産
業
高
度
化
を
遂
げ
た
近
未
来
の
タ
イ

20年で
約4倍に

日系水準のサービスや製品（自動
車、住宅など）の受容性が高い上位
中間層の世帯数は、ASEANにおい
て2020年水準から20年間で４倍の
8,900万世帯となる見込み

図表２

（出所）各種情報を基にMURC作成   ※1　世界銀行　※2　タイ投資委員会（認可額）、ベトナム統計局（認可額）、インドネシア統計局（実行額）　※3　東洋経済海外進出企業総覧

国名 タイ ベトナム インドネシア

基
礎
指
標

総人口（2019）・成長率 ※1 6,963万人 ／0.3% 9,646万人／1.0% 2億7062万人／1.1%

名目GDP総額（2019年）
及び成長率（13～19年） ※1

5,442億米ドル 2,619億米ドル 11,190億米ドル

4.4% 7.3% 3.5%

投
資
関
連

外資直接投資額（2019年） ※2
及び伸び率（14～19年）

89.8億米ドル 380億米ドル 282億米ドル

▲10% 12% ▲0.2%

日系直接投資額（2019年） ※2
及び伸び率（14～19年）

28億米ドル 26億米ドル 43億米ドル

▲13% 10% 9.8%

日系企業進出数（2020年） ※3 2,726社 1,361社 1,396社

日系進出社数増加数
（2014～20年） ※3 548社（3.8%）増 557社（9.2%）増 325社（4.5%）増

新
た
な
産
業
の
柱
構
築

　
２
点
目
は
産
業
構
造
の
転
換
で
あ
る
。

　「
中
所
得
国
の
罠
」か
ら
の
脱
却
は
タ
イ
政

府
の
積
年
の
課
題
で
あ
り
、「T

hailand4.0

」

や
グ
リ
ー
ン
経
済
の
推
進
を
標
ぼ
う
す
る

「
B
C
G（
バ
イ
オ・循
環
型・グ
リ
ー
ン
）経
済
」

な
ど
の
国
家
ビ
ジ
ョン
を
示
し
て
い
る
が
、柱
と

な
る
べ
き
産
業
の
台
頭
に
は
至
って
い
な
い
。

　
今
後
の
懸
念
と
し
て
は
周
辺
国
と
の
競
合
、

アフターコロナのシナリオを占うタイ近未来大予想タイ経済

ASEANにおけるタイのポジショニング図表１
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今
の
二
国
関
係
は
40
年
前
に
基
礎

　
自
分
の
国
の
強
み
を
一つ
だ
け
答
え
て
く
だ

さ
い
と
聞
か
れ
た
ら
、皆
さ
ん
は
何
と
答
え
る

だ
ろ
う
か
。中
国
が
世
界
経
済
の
中
心
と
な
っ

た
ら
、日
本
と
タ
イ
の
位
置
付
け
は
ど
う
な
る

だ
ろ
う
か
。

　
日
本
語
で
日
タ
イ
関
係
に
関
す
る
情
報
収

集
を
す
る
と「
１
３
５
年
間
の
友
好
関
係
」「
外

国
企
業
の
投
資
国
№
1
」「
日
本
企
業
の
集
積

地
」「
増
え
続
け
る
日
本
食
の
店
舗
」「
日
本
産

食
材・食
品
に
対
す
る
需
要
の
増
加
」な
ど
耳

触
り
の
よ
い
言
葉
ば
か
り
目
に
す
る
。

 

日
本
人
が
感
じ
て
い
る「
タ
イ
に
お
け
る
日

本
」と
、タ
イ
人
が
認
識
し
て
い
る「
日
本
」に

は
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
と
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
か
。今
回
は
、過
去
の
歴
史
か
ら

現
在
ま
で
の
ベ
ク
ト
ル
を
鑑
み
な
が
ら
、タ
イ

製
造
拠
点
か
ら
レ
ベル
ア
ッ
プ
し
て
、本
気
で
市

場
を
獲
得
し
て
い
こ
う
と
考
え
る
な
ら
、こ
れ

か
ら
の
進
出
は「
タ
イ
企
業
と
の
協
業
」が
鍵

を
握
って
い
る
。

　
タ
イ
の
製
造
業
以
外
の
業
界
を
見
て
み
る

と
、経
済
成
長
に
伴
い
タ
イ
企
業
も
ど
ん
ど

ん
成
長
し
、昨
今
で
は
東
南
ア
ジ
ア
を
代
表

す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
が
次
々
と
誕
生
し
て
い

る
。タ
イ
で
は
市
場
が
も
う
で
き
上
が
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
の
で
、今
さ
ら
日
本
企
業
が
自
分

で
新
た
な
市
場
を
開
拓
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
不

可
能
だ
。

　
今
後
、日
本
企
業
が
タ
イ
や
東
南
ア
ジ
ア
で

事
業
を
拡
大
し
て
い
き
た
い
の
な
ら
、異
業
種

の「
タ
イ
企
業
」と
の「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」を

組
み
、お
互
い
の
強
み
を
活
か
し
、共
に
事
業

を
大
き
く
し
て
い
く
こ
と
が
必
須
に
な
る
。

　
こ
こ
数
年
、タ
イ
の
大
手
企
業
と
の
合
弁
会

社
設
立
や
業
務
提
携
の
ニュ
ー
ス
を
よ
く
目
に

す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
う
が
、特
に
コ
ロ
ナ

禍
で
こ
の
流
れ
は
加
速
し
、す
で
に
最
近
の
ト

レ
ン
ド
だ
。

　
こ
れ
ま
で
数
十
年
間「
官
主
導
」で
行
わ
れ

て
き
た
経
済
成
長
戦
略
か
ら
、今
後
は
企
業
同

士
の
対
話
で
活
力
を
生
み
出
す「
民
主
導
」に

変
わ
っ
て
い
く・・・今
ま
さ
に
タ
イ
の
市
場
は
そ

の
過
渡
期
に
あ
る
。そ
の
中
で
、タ
イ
企
業
が
日

本
企
業
に
何
を
期
待
し
て
い
る
か
、お
気
付
き

だ
ろ
う
か
。

　
そ
れ
は
、タ
イ
政
府
の
政
策
に
あ
る
よ
う
な

「
日
本（
外
国
企
業
）か
ら
の
投
資
」で
も
質
の

高
い
製
品
で
も
な
く
、実
は
タ
イ
を
拠
点
に
グ

ロ
ー
バ
ル
に
事
業
を
拡
大
さ
せ
て
い
く「
協
業
パ

ー
ト
ナ
ー
」を
求
め
て
い
る
。

　
タ
イ
企
業
は
研
究
開
発
が
得
意
で
な
い
こ

と
は
自
覚
し
て
お
り
、常
に
世
界
中
か
ら
技

術
力
の
あ
る
企
業
を
探
し
て
い
る
。中
で
も
、

タ
イ
の
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
た
農
業・食

に
買
収
さ
れ
る
将
来
は
そ
う
遠
く
な
い
と
感

じ
て
い
る
。

　
今
後
10
年
ほ
ど
で
、タ
イ
の
街
中
を
走
る
自

動
車
の
４
〜
５
割
は
中
国
メ
ー
カ
ー
に
変
わ

り
、電
気
自
動
車（
Ｅ
Ｖ
）を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ

は
タ
イ
大
手
が
展
開
、バッ
テ
リ
ー
製
造
は
タ
イ

と
中
国
の
合
弁
企
業
が
担
って
い
く
だ
ろ
う
。

　
こ
の
ま
ま
日
本
の
大
手
企
業
の
海
外
拠
点

の
目
的
が「
安
定
し
て
安
く
モ
ノ
を
作
る
」か

ら
変
化
す
る
こ
と
な
く
、よ
り
安
く
作
る
た
め

に
製
造
拠
点
を
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
に
移
管
す
る

と
、在
タ
イ
の
中
小
製
造
業
企
業
の
仕
事
は

な
く
な
り
撤
退
が
続
く
。

　
そ
し
て
、残
っ
た
企
業
も
中
国
や
タ
イ
大
手

に
買
収
さ
れ
、日
本
企
業
全
体
の
数
が
大
き

く
減
少
。必
然
的
に
日
本
人
駐
在
員
の
数
も

減
り
、在
タ
イ
日
本
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て

い
た
飲
食
店
や
小
売
店
も
縮
小
す
る
。

　
中
国
の
本
格
的
な
タ
イ
進
出
で
そ
れ
ま
で

日
系
企
業
に
勤
め
て
い
た
タ
イ
人
は
中
国
企

業
へ
と
転
職
。タ
イ
人
に
と
っ
て
の「
日
本
」は
、

消
費
行
動
に
お
い
て
は
数
あ
る
ブ
ラ
ン
ド
の一

つ
、も
し
く
は
年
に
一
度
の
海
外
旅
行
に
行
く

場
所
の一つ
と
い
う
位
置
付
け
が
顕
著
と
な
る

だ
ろ
う
。

　
で
は
、タ
イ
に
お
け
る
日
本
企
業
の
未
来
は

な
い
の
か
。私
自
身
、今
後
日
本
と
タ
イ
の
経

済
協
力
や
投
資
の
在
り
方
は
変
わ
って
い
く
と

考
え
て
い
る
。

　
昔
は
、日
本
企
業
が
タ
イ
に
進
出
す
る
き
っ

か
け
は「
安
定
し
て
安
く
製
品
を
作
る
」こ
と

だ
っ
た
が
、物
価
や
人
件
費
の
高
騰
に
よ
り
、

も
う
タ
イ
は
そ
の
選
択
肢
で
は
な
く
な
って
き

て
い
る
。

日
本
企
業
に
求
め
ら
れ
る
も
の

　
日
本
企
業
が
タ
イ
お
よ
び
東
南
ア
ジ
ア
を

品・医
薬
品
技
術
、S
D
Gs
を
テ
ー
マ
と
し
た

脱
炭
素
や
低
炭
素
な
ど
の
環
境
技
術
は
、各

社
が
こ
ぞ
って
投
資
し
て
い
る
分
野
だ
。

　
日
本
企
業
に
は
、こ
れ
ら
の
研
究
開
発・技

術
力
は
も
ち
ろ
ん
、こ
れ
か
ら
タ
イ
も
迎
え
る

成
熟
市
場
や
高
齢
化
社
会
で
生
き
抜
く
た
め

の
日
本
の
豊
富
な「
経
験
値
」に
も
期
待
を
し

て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、言
語
の
違
い
や
商
習
慣
の
違
い

か
ら
く
る
壁
を
乗
り
越
え
て
、日
本
企
業
と

タ
イ
企
業
の
民
間
同
士
が
対
話
の
機
会
を
作

ら
な
い
と
、こ
の
先
変
革
を
起
こ
す
の
は
難
し

い
だ
ろ
う
。

　
タ
イ
人
が
好
き
な
国「
日
本
」。そ
の
日
本

と
一
緒
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組
み
、東
南
ア

ジ
ア・
中
国
な
ど
の
市
場
に
一
緒
に
攻
め
て
行

く
、10
〜
20
年
先
の
そ
ん
な
未
来
に
少
し
で
も

近
付
け
る
よ
う
、私
は
今
年
６
月
か
ら
Ｔ
Ｊ
Ｒ

Ｉ（
※
）と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ

た
。「
日
本
と
手
を
組
ん
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

起
こ
し
た
い
」、そ
う
望
ん
で
い
る
タ
イ
人
が
多

く
い
る
こ
と
を
私
は
タ
イ
人
を
代
表
し
て
日

本
人
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
い
。

や
タ
イ
人
に
と
っ
て
の「
日
本
」と
い
う
存
在
が

今
後
ど
う
変
化
し
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
考
察

し
て
い
き
た
い
。

　
今
の
日
タ
イ
関
係
は
あ
く
ま
で
も
約
40
年

前
に
作
ら
れ
た「
遺
産
」で
あ
る
。

　
１
９
８
５
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
の
影
響
を
受

け
て
、円
高
を
嫌
っ
た
日
本
企
業
に
よ
る
本

格
的
な
海
外
進
出
と
タ
イ
政
府
の
東
部
臨

海
開
発
と
の
方
向
性
が
合
致
し
、結
果
、タ

イ
は
東
南
ア
ジ
ア
最
大
の
日
系
企
業
の
集
積

地
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、日
本
政
府
の
積
極
的
な
支
援
に
よ

り
、タ
イ
で
は「
日
本
は
経
済
発
展
に
大
き
く

貢
献
し
て
く
れ
た
」印
象
が
強
く
、日
本
企
業

に
勤
め
る
こ
と
は「
安
定
し
た
収
入
を
得
る
」

と
い
う
、一種
の
ス
テ
ー
タ
ス
で
も
あ
っ
た
。

　
か
つ
て
は
日
本
企
業
が
タ
イ
に
進
出
す
る

た
め
に
は「
タ
イ
側
の
パ
ー
ト
ナ
ー
」が
必
須
だ

っ
た
。だ
が
、タ
イ
投
資
委
員
会
の
施
策
で
１
０

０
％
独
資
が
可
能
に
な
る
と
、日
本
企
業
は
タ

イ
人
株
主
の
存
在
を
経
営
上
の
障
害
に
感

じ
、こ
の
制
度
を
フ
ル
活
用
し
た
。

　
し
か
し
、こ
れ
に
よ
り「
経
営
層
」の
タ
イ

人
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
な
く
な
り
、経
営
に

必
要
な
情
報
を
入
手
す
る
ル
ー
ト
が
失
わ

れ
、海
外
に
い
な
が
ら
も
日
本
企
業
同
士
の

付
き
合
い
ば
か
り
で
孤
立
す
る
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

　
さ
ら
に
追
い
討
ち
を
か
け
た
の
が
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パン
デ
ミ
ッ
ク
で
あ
る
。

　
最
近
よ
う
や
く
収
束
の
兆
し
が
見
え
て
き

た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
社
会
全

体
の
在
り
方
や
ニ
ー
ズ
は
驚
く
ほ
ど
変
化
を

見
せ
た
の
は
周
知
の
通
り
だ
ろ
う
。

　
過
去
30
〜
40
年
、日
本
企
業
は
タ
イ
で一
生

懸
命
も
の
づ
く
り
に
没
頭
し
、タ
イ
企
業
が
絶

対
で
き
な
い
こ
と
で
強
み
を
発
揮
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、日
本
企
業
同
士
の
付
き
合
い
の
み

で
、タ
イ
の
社
会
と
コ
ネ
ク
シ
ョン
を
持
た
ず
孤

立
し
た
日
本
企
業
は
、残
念
な
が
ら
こ
の
ま
ま

だ
と
近
い
将
来
淘
汰
さ
れ
て
い
く
の
で
は
な
い

か
と
私
は
危
機
感
を
抱
い
て
い
る
。

押
し
寄
せ
る
中
国
経
済
の
波

　
世
界
的
な
潮
流
と
し
て
、中
国
経
済
の
勢
い

は
も
は
や
食
い
止
め
る
こ
と
は
不
可
能
だ
。タ

イ
の
経
済
成
長
を
支
え
る
外
国
企
業
は
、か
つ

て
の
日
本
企
業
か
ら
こ
の
先
中
国
企
業
に
変

わ
って
い
く
だ
ろ
う
。

　
中
国
製
品
の
安
か
ろ
う
悪
か
ろ
う
は
ひ
と

昔
前
の
話
。中
国
の
技
術
力
の
進
歩
は
目
覚

ま
し
く
、家
電
業
界
で
起
き
た
こ
と
と
同
じ

く
、自
動
車
や
他
の
産
業
も
中
華
圏
の
企
業

タ
イ
人
に
お
け
る
日
本
の
存
在
と
は

Mediator Co., Ltd. CEO

ガンタトーン・
ワンナワス
Kantatorn Wannawasu

在日経験通算10年。埼玉大学工学
部卒業後、在京タイ王国大使館工業
部へ入館。タイ国の王室関係者、省
庁関係者のアテンドや通訳を行い、タ
イ帰国後の2009年にMediator Co., 
Ltd.を設立。日タイの政府機関や地
方自治体、日系企業などのプロジェク
ト・コーディネートの他、これまでに延べ
１万人以上に講演実績を持つ。21年
6月にビジネスにおける日タイ連携の
サポートを行う「TJRI」プロジェクトを
開始。

メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー

日タイ関係

タイ政府肝煎りのEEC（東部経済回廊）プロジェクト
は日本企業が大きく貢献して成功、域内で新たなビ
ジネスチャンスが見出される。日本とタイの大手企
業がパートナーシップを組み、トライ＆エラーを繰り
返しながら、新規事業に次々と挑戦。「東南アジア」
や「対中国」において、タイと日本の新たな戦略が
展開される。その結果、タイは日本にとっての東南ア
ジア統括拠点になり、アジア全体へ供給する自動車
（EV）・電子部品・機能性食品の原料など高付加価
値製品の製造輸出拠点に成長する。

楽観シナリオ予測

タイの経済成長を支える外国企業は日本企業から
中国企業へ。街中を走る自動車の４～５割は中国メ
ーカー、EVを支えるインフラをタイ大手、バッテリー
製造はタイと中国の合弁企業が展開。大手日系企
業の製造拠点はベトナムなどに移管し、中小の製造
業は仕事がなくなり撤退が続く。残った企業は中国
やタイ大手に買収され、日本企業全体の数も大きく
減少。日本人駐在員の数が減り、日本企業に勤めて
いたタイ人は中国メーカーに転職。中国企業の本格
的な進出でタイ経済が活発になり、年に一度の海外
旅行で日本に遊びに行く。

中間シナリオ予測　かつては家電や自動車と言えば「日本製」だっ
た。Made in JAPANのクオリティは間違いないが、
今は中国製や韓国製なども増え、日本製は選択肢
の一つに過ぎない。日本人は自国をものづくりの
国だと強く認識していて、日本の「ソフトパワー」の
活用をあまり意識していなかったのではないか。
　消費者ニーズが多様化してきた今の時代こそ、
その「ソフトパワー」を発揮する時だ。それは、行事
や作法、和食などの「伝統文化」と漫画やアニメ、
ゲームなどを代表とする「近代文化」。実は、タイの
消費者はこれら両方の日本文化を尊重し、好んで
いる。今後の日本はこのソフトパワーの資産をもっ
と活かしてくべきだ。
　そして、日本のソフトパワーをすべて集約してい

るのが、ショールームとしての役割を担う「日本国」
そのもの。約1,000万人のタイの中上流層は、1年
の節目に頑張った自分のご褒美として、気分転換
に海外旅行を好む。日本は渡航先No.1、何回行っ
ても飽きない。日本に行くとタイにない目新しいモ
ノを発見し、タイに持ち帰りたくなる。つまり、タイ人
が日本に行けば行くほど、日本の商品が売れる。
　ファンにはリピートしてもらい、新たなファンを開
拓するためにはソフトパワーを駆使する。このコン
ビネーションを戦略的に展開していくことで、タイ
人の一般消費者にとっての「日本」がもっと身近に
なり、本当の意味でタイに「日本」が根付いていく
のではないだろうか。

※ＴＪＲＩについて・・・「ＴＪＲＩ（Thai - Japanese 
Investment Research Institute：日本企業研究
所）」は、今後益々必要となる日タイ連携強化に
向けて、日本企業とタイ企業がお互いを知り、興
味を持ち、ビジネスで繋がるきっかけを作ること
を目的に、Mediator Co., Ltd.（株式会社メディ
エーター）が立ち上げた「日タイ情報発信プラッ
トフォーム」。TJRIでは、企業ニーズの調査からセ
ミナーの実施、商談やピッチングの場を通して、
日タイ連携のサポートを行なっている。

「ソフトパワー」と
ショールーム「日本国」

日本人が気付いていない日本の資産

アフターコロナのシナリオを占うタイ近未来大予想日タイ関係
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National
Studium

イ
ン
フ
ラ
計
画
の
実
現
可
能
性

　
タ
イ
の
イ
ン
フ
ラ
建
設
は
必
ず
と
言
っ
て
い

い
ほ
ど
、発
表
さ
れ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
か
ら
遅
延

す
る
。話
題
に
上
っ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
夢

や
理
想
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
も
の
か
、政
府

の
開
発
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
等
に
入
っ
て
い
る
現
実

的
な
構
想
段
階
な
の
か
、さ
ら
に
は
入
札
が
行

わ
れ
て
着
工
が
さ
れ
た
段
階
な
の
か
、ど
う
い

っ
た
次
元
で〝
計
画
〞さ
れ
て
い
る
の
か
を
確
認

す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

　
私
は〝
着
工
〞さ
れ
て
か
ら「
計
画
さ
れ
た

開
発
は
夢
で
は
終
わ
ら
ず
、い
つ
か
完
成
す
る

だ
ろ
う
」と
考
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。〝
い
つ

か
〞と
書
い
た
の
は
往
々
に
し
て
完
成
時
期
が

遅
れ
る
か
ら
で
あ
る
。ま
た
、着
工
さ
れ
る
と

必
ず
完
成
す
る
か
と
い
う
と
、そ
れ
も
油
断

な
ら
な
い
。

会
に
あ
る
。中
国
か
ら
の
融
資
で
建
設
し
た
ラ

オ
ス
と
異
な
り
、東
北
線
は
中
国
か
ら
技
術

指
導
を
受
け
て
い
る
も
の
の
、タ
イ
政
府
が
全

額
出
資
し
て
い
る
た
め
タ
イ
の
ペ
ー
ス
で
進
ん

で
い
る
。

　
こ
の
た
め
、ラ
オ
ス
と
中
国
が
鉄
道
で
繋
が

っ
た
結
果
、ラ
オ
ス
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受

け
る
の
か
を
見
極
め
る
こ
と
が
今
後
の
延
伸

計
画
に
重
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
モ
ー
タ
ー
ウ
ェ
イ
と
呼
ば
れ
る
高
速
道
路

は
、バ
ン
コ
ク
か
ら
カ
ン
チ
ャ
ナ
ブ
リ（
M
81
）、バ

密
に
は〝
高
速
〞で
は
な
い
が
）は
16
年
に
着
工

し
、21
年
12
月
に
開
通
し
た
。将
来
的
に
は
東

北
線
を
ナ
コ
ン
ラ
チ
ャ
シ
マ
か
ら
ノ
ン
カ
イ
ま
で

延
伸
し
、最
後
は
メ
コン
川
を
超
え
て
と
ラ
オ
ス・

中
国
の
鉄
道
と
繋
が
る
計
画
に
な
って
い
る
。

　
し
か
し
、中
国
と
鉄
道
で
繋
が
る
こ
と
が
タ

イ
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
ば
か
り
か
と
い
う
と
、そ

う
で
も
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
観
光
客
増
加
は
嬉
し
い
も
の
の
、安
い
中
国

製
品
の
流
入
増
加
で
地
場
産
業
が
影
響
を
受

け
る
の
で
は
な
い
か
、と
い
う
危
惧
が
タ
イ
社

ン
コ
ク
か
ら
ナ
コ
ン
ラ
チ
ャ
シ
マ（
M
6
）が
建
設

中
で
、遅
延
を
繰
り
返
し
な
が
ら
現
在
で
は

23
年
に
開
通
予
定
で
あ
る
。

　
バ
ン
コ
ク
か
ら
西
向
き（
M
82
）は
バ
ン
ク
ン

テ
ィ
ア
ン
か
ら
エ
カ
チ
ャ
イ
が
建
設
中
で
、さ
ら

に
バン
ペ
オ
ま
で
の
入
札
が
行
わ
れ
て
お
り
、24

年
開
通
を
目
指
し
て
い
る
。

　
そ
の
他
に
も
都
市
間
の
長
距
離
と
し
て
は

前
出
の
バ
ン
コ
ク・カ
ン
チ
ャ
ナ
ブ
リ
の
高
速
道

路
の
途
中
で
あ
る
ナ
コ
ン
パ
ト
ム
を
起
点
と
し

て
フ
ア
ヒ
ン
で
有
名
な
チ
ャ
ア
ム
を
結
ぶ
線
が

計
画
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
ま
で
は
完
成
す
る
可
能
性
の
高
い
高

速
道
路
だ
が
、ま
だ
、構
想
段
階
の
都
市
間
高

速
道
路
も
あ
る
こ
と
か
ら
徐
々
に
整
備
が
進

ん
で
い
く
だ
ろ
う
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
で
生
活
様
式
変
化
へ

　
道
路
イ
ン
フ
ラ
が
完
成
し
て
も
そ
こ
を
走

る
車
が
安
全
で
な
け
れ
ば
、移
動
の
自
由
は
得

ら
れ
な
い
。そ
の
意
味
で
自
動
運
転
技
術
が
ど

こ
ま
で
進
む
か
、と
い
う
こ
と
は
大
き
な
関
心

事
で
あ
る
。

　
正
直
、運
転
が
下
手
な
私
に
と
っ
て
は
Ｅ
Ｖ

化
よ
り
も
安
全
技
術
の
進
化
が
気
に
な
る
。

し
か
し
、タ
イ
の一
般
道
の
よ
う
に
オ
ー
ト
バ
イ

が
文
字
通
り
縦
横
無
尽
に
走
る
状
況
で
は
完

全
自
動
運
転
は
難
し
い
だ
ろ
う
。

　
逆
走
し
て
く
る
バ
イ
ク
を
回
避
す
る
自
動

運
転
シ
ス
テ
ム
が
で
き
れ
ば
素
晴
ら
し
い
が
、

望
み
は
薄
そ
う
だ
。そ
の
た
め
、先
進
国
で
完

全
自
動
運
転
が
実
現
し
て
も
、タ
イ
で
は
モ
ー

タ
ー
ウ
ェ
イ
の
よ
う
な
自
動
車
専
用
道
路
や
、

国
道
の一部
車
線
な
ど
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た
状

況
下
で
の
自
動
運
転
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
自
分
で
運
転
し
て
、コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た

道
路
ま
で
到
達
す
れ
ば
、あ
と
は
セ
ッ
ト
さ
れ

た
目
的
地
近
く
ま
で
ハ
ン
ド
ル
を
握
ら
ず
と

も
移
動
で
き
る
よ
う
な
未
来
が
徐
々
に
近
づ

い
て
く
る
だ
ろ
う
。

　
一
方
、コ
ロ
ナ
で
一
気
に
広
が
っ
た
在
宅
勤
務

だ
が
、コ
ロ
ナ
後
も
事
務
系
の
職
種
で
は
在
宅

勤
務
を
標
準
と
す
る
企
業
が
出
て
く
る
だ
ろ

う
。５
Ｇ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
タ
イ
全
土
に
広

が
る
こ
と
で
、ど
こ
で
も
バ
ン
コ
ク
の
事
務
所
と

同
じ
勤
務
環
境
が
整
う
。
タ
イ
全
土
で

W
ork from

 A
nyw

here

な
在
宅
環
境
が

整
って
く
る
。

　
し
か
し
、だ
か
ら
と
言
っ
て
都
会
に
慣
れ
た

人
の
多
く
が
田
舎
暮
ら
し
を
始
め
る
か
と
い

う
と
、そ
う
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。都
市
の
魅

力
と
い
う
こ
と
も
重
要
だ
。

　
教
育
の
選
択
肢
が
多
く
、洗
練
さ
れ
た
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
素
敵
な
レ
ス
ト
ラ
ン
に
多
く

の
人
が
集
う
場
所
。そ
ん
な
都
市
の
魅
力
を

捨
て
て
、大
多
数
の
人
が
田
舎
に
永
住
す
る
と

い
う
こ
と
は
考
え
に
く
い
。

　
都
心
に
は
独
身
者
向
け
の
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム

が
多
数
あ
る
。一
方
、バ
ン
コ
ク
の
郊
外
に
行
く

と
無
限
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
ほ
ど
、未

開
発
の
土
地
が
広
が
っ
て
い
る
。こ
の
た
め
郊

外
に一軒
家
を
構
え
る
家
族
が
増
え
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
参
考
に
な
り
そ
う
な
の
は
米
国
の
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
。通
称
、バ
ー
ト（
B
A
R
T
）と
呼
ば

れ
て
い
る
地
下
鉄
は
郊
外
に
も
延
び
て
お
り
、

郊
外
の
駅
に
は
大
規
模
な
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
用

の
駐
車
場
が
あ
る
。都
心
へ
の
通
勤
客
は
、郊

外
の
駅
ま
で
自
家
用
車
で
来
て
バ
ー
ト
に
乗

り
換
え
る
。

　
自
宅
は
郊
外
の一軒
家
で
庭
付
き
。犬
を
飼

っ
た
り
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
で
き
る
。在
宅
勤
務
の

定
着
と
と
も
に
、こ
う
いっ
た
イ
メ
ー
ジ
の
郊
外

型
と
都
市
型
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
浸
透
す
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
例
え
ば
、バ
ン
コ
ク
か
ら
ド
ン
ム
ア
ン
空
港
に

向
か
う
途
中
の
左
手
に
、放
置
さ
れ
た
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
橋
脚
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。こ
れ

は
以
前
、建
設
さ
れ
て
い
た
ド
ン
ム
ア
ン
空
港

に
向
か
う
高
架
鉄
道
の
残
骸
だ
。建
設
途
中

で
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
が
勃
発
し
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
止
ま
り
放
置
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
四
半
世
紀
近
く
が
経
過
し
た
２

０
２
１
年
に
新
た
に
レ
ッ
ド
ラ
イ
ン
が
建
設
さ

れ
、ド
ン
ム
ア
ン
空
港
に
乗
り
入
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。し
か
し
、そ
の
レ
ッ
ド
ラ
イ
ン
も
運
行

開
始
日
が
何
度
も
延
期
さ
れ
た
。

　
今
回
は
今
後
、実
現
し
て
い
く
可
能
性
が

高
い
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
主
に
取
り
上
げ
、都
市

鉄
道
、高
速
鉄
道
、高
速
道
路
の
整
備
と
そ
れ

が
人
々
の
生
活
に
与
え
る
影
響
を
考
察
し
て

み
る
。

各
地
で
進
む
鉄
道
、道
路
建
設

　
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
既
に
着
工
さ
れ
て
い

る
都
市
鉄
道
の
路
線
は
、遅
延
を
繰
り
返
し

な
が
ら
完
成
に
向
か
って
い
る
。

　
代
表
的
な
と
こ
ろ
で
は
22
年
に一部
開
通
を

予
定
し
て
い
る
モ
ノ
レ
ー
ル
で
あ
る
イ
エ
ロ
ー
ラ

イ
ン
、ピ
ン
ク
ラ
イ
ン
、そ
し
て
地
下
鉄
と
高
架

鉄
道
の
両
方
か
ら
な
る
23
年
開
通
予
定
の
オ

レ
ン
ジ
ラ
イ
ン
の
3
つ
の
新
線
だ
。

　
こ
れ
ら
は
か
な
り
完
成
に
近
付
い
て
い
る
の

で
、遅
延
し
て
も
数
年
で
開
通
す
る
だ
ろ
う
。

バ
ン
コ
ク
都
市
鉄
道
路
線
図
を
見
て
い
た
だ
く

と
分
か
る
が
、現
在
の
計
画
で
は
最
終
的
に
13

の
都
市
鉄
道
の
路
線
が
バ
ン
コ
ク
を
走
る
こ
と

に
な
って
い
る
。

　
い
く
つ
か
の
路
線
で
は
入
札
が
行
わ
れ
て
い

る
た
め
、今
後
10
年
の
う
ち
に
こ
の
路
線
図
に

あ
る
新
線
や
延
伸
計
画
の
7
割
程
度
が
完
成

す
る
の
で
は
な
い
か
。

　
ド
ン
ム
ア
ン
空
港
、ス
ワ
ン
ナ
プ
ー
ム
空
港
、

ウ
タ
パ
オ
空
港
の
３
空
港
を
結
ぶ
高
速
鉄
道

は
22
年
に
着
工
す
る
予
定
だ
。土
地
の
移
転

等
の
問
題
が
あ
り
、ま
だ
紆
余
曲
折
が
予
想

さ
れ
る
が
着
工
に
至
れ
ば
や
が
て
完
成
す
る

だ
ろ
う
。

　
そ
の
他
に
も
17
年
に
最
初
の
3・5
キ
ロ
区

間
の
建
設
が
開
始
さ
れ
た
東
北
線
が
あ
る
。

当
初
、バン
コ
ク
と
ナ
コ
ン
ラ
チ
ャ
シ
マ
間
の
開
業

を
21
年
に
予
定
し
て
い
た
が
、21
年
3
月
に
一

部
区
間
の
建
設
発
注
が
行
わ
れ
た
状
況
だ
。

今
の
と
こ
ろ
26
年
の
開
業
を
目
指
し
て
い
る

が
、ま
だ
遅
延
し
そ
う
な
気
配
で
あ
る
。

　
一方
、ラ
オ
ス
の
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
と
中
国
の

昆
明
市
を
結
ぶ
鉄
道（
東
北
線
が
時
速

2
5
0
キ
ロ
に
対
し
て
、1
6
0
キ
ロ
な
の
で
厳

接
続
性
向
上
で
人
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
変
化
も
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（
企
業
が
D
X
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な

要
素
）の
確
立（
レ
ベ
ル
５
を
目
指
す
）が
必
要

に
な
る
。

　
ア
ビ
ー
ム
の
実
施
し
た
D
X
成
熟
度
調
査

か
ら
も
そ
の
必
要
性
と
、東
南
ア
ジ
ア
の
日
系

製
造
業
の
企
業
平
均
は
レ
ベ
ル
２
に
至
っ
て
い

な
い
と
い
う
現
時
点
で
の
課
題
が
明
ら
か
に

な
って
い
る（
図
表
２
）。

　
レ
ベル
１
・２
で
は
、企
業
内
で
D
X
施
策
が

ア
イ
デ
ア
発
想
さ
れ
て
い
る
も
全
社
的
な

D
X
戦
略
は
不
在
、局
所
的
な
計
画
に
着
手

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。ま
た
、全
社
で
目

指
す
D
X
の
ビ
ジ
ョン・
戦
略
が
で
き
て
も
、そ

の
元
で
実
行
さ
れ
て
い
な
い
状
態
。

　
企
業
が
目
指
す
べ
き
は
、企
業
横
断
的（
グ

ル
ー
プ
/
他
社
と
の
連
携
）に
実
行
し
て
お
り
、

Co-Creation

を
創
造
、ま
た
参
画
し
継
続
的

に
競
争
力
を
維
持
す
る
レ
ベル
５
で
あ
る
。

　
タ
イ
が
20
年
後
に
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
化
や

影
響
を
受
け
て
ど
の
よ
う
な
社
会
を
実
現
し

て
い
る
の
か
、楽
観
シ
ナ
リ
オ・悲
観
シ
ナ
リ
オ

の
両
面
か
ら
考
察
し
て
み
た
。

　
シ
ナ
リ
オ
の
中
で
使
う
デ
ジ
タ
ル
化
と
は
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
で
社
会
構
造
が
非
連
続

に
変
容（
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
）し
、人
々
の
価
値

観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
再
定
義
さ
れ
る
こ
と

を
意
味
す
る
。

　
こ
れ
ら
は
タ
イ
の
主
力
産
業
で
あ
る
製
造

業
を
想
定
し
た
シ
ナ
リ
オ
だ
が
、他
の
産
業
も

他
人
事
で
は
な
く
、デ
ジ
タ
ル
化
の
波
を
ど
う

捉
え
る
か
企
業
に
と
っ
て
は
避
け
ら
れ
な
い
命

題
で
あ
る
。

　
企
業
に
求
め
ら
れ
る
行
動
変
容
を
Ｄ
Ｘ

（D
igital transform

ation

）の
観
点
か
ら
、

ア
ビ
ー
ム
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
説

明
を
す
る
。

　
最
初
に
、企
業
が
実
現
す
べ
き
Ｄ
Ｘ
と
は
何

か
整
理
し
た
い
。

　
経
済
産
業
省
は「
企
業
が
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の

激
し
い
変
化
に
対
応
し
、デ
ー
タ
と
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
し
て
、顧
客
や
社
会
の
ニ
ー
ズ
を

基
に
、製
品
や
サ
ー
ビ
ス
、ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

変
革
す
る
と
と
も
に
、業
務
そ
の
も
の
や
、組

織
、プ
ロ
セ
ス
、企
業
文
化
・
風
土
を
変
革
し
、

競
争
上
の
優
位
性
を
確
立
す
る
こ
と
」と
定

義
し
て
い
る
。

　
ア
ビ
ー
ム
は
、こ
の
D
X
を
実
現
す
る
た
め

に
必
要
な
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
4
つ

の
領
域
に
定
義
し
た
。企
業
は
実
現
し
た
い

シ
ナ
リ
オ
を
各
領
域
を
起
点
に
整
理
・
融
合

さ
せ
て
、目
指
す
姿
の
ゴ
ー
ル
設
定
を
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る（
図
表
１
）。

　
こ
れ
ら
の
４
つ
の
D
X
シ
ナ
リ
オ
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、左
記
の
5
つ
の
イ
ネ
ー
ブ
ラ
ー

東
南
ア
ジ
ア
の
デ
ジ
タ
ル
ハ
ブ
実
現
な
る
か

A
Beam

 C
onsulting

DXDigital
Transformation

タイは2036年に他国より早い段階で社会・産業が
デジタル変容を成し遂げ、CLMV（カンボジア、ラオ
ス、ミャンマー、ベトナム）を中心に東南アジア域内
でデジタルハブの地位を確立する。例えば、デジタ
ルハブの象徴となるバンコクは、文化・流行の発信
地となり、海外を含む域外から労働者（主にインテ
リジェンスワーカー）や観光客が集まり、経済が活性
化、人や投資の流入が経済成長を牽引する正のス
パイラルが作られ、持続的な経済成長を実現して先
進国の仲間入りを果たす。
デジタル化の進展によって、人は働く場所に縛られ
ることなく好きな所で生活基盤をも持つことができ
るため、経済、文化、観光などの魅力あるタイに住み
たい人が生活の拠点を移して、消費などの経済活
動からタイの経済発展を下支えするだけでなく、人
と人が集まることによる、新たなイノベーションを生
み出す国となる。

楽観シナリオ予測

デジタル化の波に乗り遅れた場合は、製造業の生
産機能が労働集約的な状況から抜けることができ
ず、コスト優位性の観点から日本や欧米企業は生
産拠点を他国へ移転させるケースが増える。その結
果、製造業はレガシー産業と見做されて、タイ経済
の成長に大きな影を落とす。
低経済成長及びデジタル後進国であるタイは、周辺
国に遅れを取りアジアで優等生としての地位を失
う。豊かさを求めて他国へ人材流出して経済の担い
手が減り、経済が負のスパイラルに陥り国力の低下
を招く。

悲観シナリオ予測

説 明５つのイネーブラー

改革のリーダーシップ

DXビジョン・戦略

DX推進の認知度・意識向上、
社内文化醸成

DXを実現し続けられる組織能力

テクノロジー、データ管理・分析

2

1.44

1.6

1.56

1.66

成熟度
・ DX推進に対して、経営層が実行にコミットしていること、推進役がリーダーシップをとり、主要関係者と
必要な合意形成ができているか

・ これを行うために、経営層、リーダー共に、常に最新のデジタルテクノロジーや事例など必要な知識を
有しているか

・ DXに関して組織全体で、DXを検討・推進することの必要性・重要性が認識され、推奨されており、変革
を推進する社内の風土や、戦略を立案できるだけのデジタル技術や事例の知識を有しているか

・ 新たな価値を提供するビジネスを構築したり、多様な他社・他者と共に価値を創造する能力があり、こ
れらを推進するために必要な柔軟な経営・組織運営を実現できているか

・ DXを実行するために必要なIT環境が整備され、活用できるデータが収集・管理されており、このデータ
を分析して商品・サービス、ビジネスの変革や組織内の変革に活かしているか

・ 全社統一のDXビジョン・戦略が策定されて、社内関係者に浸透されており、これに沿って各DX施策の
実施判断ができるか

 ※DX戦略は、事業戦略や外部環境・ユーザーニーズ等からビジネスの持続可能性や優位性を考える観点と、技術
的側面として現在のデジタルトレンドや事例から会社が抱える課題や目指す姿を実現させるためになにができるの
かという観点、双方から組み立てられる

SX Social
Transformation

不確実性が高まる環境下で、企業が「持続可能性」を重視し、
企業の稼ぐ力とESG（環境・社会・ガバナンス）の両立を図り、
事業そのものが社会変革の一旦を担っている

「まち」や「地球」で発生する様々な
社会課題と企業価値の融合

CX X CX
Transformation

従来型の営業の豊富な経験・ノウハウと、インサイドセールス、デジタ
ルマーケティングやBI等、最新テクノロジーの知見を統合。伝統的な
対面の営業活動を科学的に改革し営業生産性を高めるだけでなく、
実店舗も統合されたすべてのチャネルがデジタルプラットフォーム上
で連携されており、顧客のライフタイムでの囲い込みができている

企業が顧客に対して、デジタルを
活用して新しい価値を創出する

VC X Value Chain
Transformation

企業は顧客の価値観やニーズが多様化する中で、顧客の期
待値に応えるために業界垂直のバリューチェーン全体のデジ
タル化を進めるだけでなく、業界の垣根を答えた水平統合型
の企業間連携（データ/技術の連携含む）を進めて協業する
ことで、顧客ニーズへ柔軟かつタイムリーに対応できている

自社に留まらずバリューチェーン全体のプレイヤーを
巻き込んで、顧客に対する新しい価値の創造

EX Enterprise
Transformation

デジタル技術を活用してデータドリブン型のオペレーション
の効率化・自働化や精度の向上を実現し、マニュアル業務を
デジタルに置き換え、DX人材を高付加価値領域で活用でき
ている

企業単体のオペレーションの
デジタル化、DX人材・組織の改革

４つのDX実現シナリオ 　
タ
イ
の
社
会
や
産
業
が
デ
ジ
タ
ル
化
の
波
に
乗
れ

る
か
判
断
す
る
分
岐
点
は
、ま
ず
は
主
要
産
業
で

あ
る
製
造
業
が
デ
ジ
タ
ル
の
進
化
に
適
合
で
き
る

か
に
関
わ
って
く
る
。

　
具
体
的
に
は
、高
度
な
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
か
ら
取

得
さ
れ
る
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
を
6
G
レ
ベ
ル
の
帯
域
・ス

ピ
ー
ド
で
取
扱
い
、量
子

コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
か
ら

人
と
協
業
す
る
高
度
な

ス
マ
ー
ト
工
場
の
集
積
地

帯
を
作
る
。タ
イ
が
製
造

業
の
生
産
拠
点
と
し
て

付
加
価
値
を
持
ち
、タ
イ

経
済
を
牽
引
で
き
る
か

問
わ
れ
て
い
る
。

分
岐
点
は
製
造
業
の
D
X
化
の
成
否

　
タ
イ
で
も
企
業
の
D
X
化
を
中
心
に
社
会

イ
ン
フ
ラ
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
が
定
着
し
始
め
て

い
る
。デ
ジ
タ
ル
経
済
振
興
庁（
D
E
P
A
）

は
、次
の
５
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
社
会
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、年
次
で
達
成
度

合
い
を
発
表
し
て
い
る（
図
表
３
）。

　
2
0
2
1
年
は
、①D

evelop digital 
and m

anpow
er

の
日
常
生
活
に
デ
ジ
タ
ル
を

活
用
す
る
市
民（
+
2
3
0
%
）や
、③

Support social developm
ent

の
新
し
い

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た
街
づ
く
り
を
進
め

る
自
治
体
の
数（
+
4
2
0
%
）は
大
き
く
伸

長
し
て
い
る
。

　
D
E
P
A
の
描
い
て
い
る
タ
イ
の
デ
ジ
タ
ル

化
進
展
だ
け
で
な
く
、タ
イ
が
デ
ジ
タ
ル
ハ
ブ

と
な
る
た
め
に
も
、D
X
シ
ナ
リ
オ
そ
れ
ぞ

れ
の
実
現
イ
メ
ー
ジ
と
そ
れ
ぞ
れ
を
ど
う
融

合
、ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
か
の
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
作
成
し
、そ
れ
ら
を
実
現
し
て
い
く
た

め
の
５
つ
の
イ
ネ
ー
ブ
ラ
ー
を
高
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

図表１

タイの2020年のデジタル化推進率　図表３

前年比 0％ 100％ 200％ 300％

190％増
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160％増
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アフターコロナのシナリオを占うタイ近未来大予想DX

東南アジアの日系製造業DX成熟度調査図表２
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①デジタル化の進展と人材育成

②デジタル経済の推進

③社会の発展を支援

④デジタルエコシステムの構築

⑤優れた働きをする組織になる　

Develop digital and manpower

Drive digital economy

Support social development

Build digital ecosystem

Become a high-performance organization



　
金
融
と
は
本
来
、お
金
を
融
通
す
る
こ
と

を
言
い
表
し
た
も
の
で
あ
り
、こ
れ
に
関
連
す

る
様
々
な
ビ
ジ
ネ
ス
が
存
在
す
る
が
、代
表
的

な
も
の
と
し
て
は
銀
行
、保
険
、証
券
業
界
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ま
た
、最
近
で
は
所
謂F

inT
ech

に
代
表

さ
れ
る
Ｉ
Ｔ
企
業
の
台
頭
に
よ
っ
て
、金
融
業

界
の
将
来
を
考
え
る
上
で
I
T
技
術
の
発
展

は
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て

い
る
。

　
特
に
金
融
で
は
直
接
お
金
を
扱
う
こ
と
か

ら
、よ
り
精
緻
な
業
務・管
理
が
求
め
ら
れ
、よ

り
Ｉ
Ｔ
依
存
度
が
高
い
業
界
と
言
え
る
。

　
本
稿
で
は
、こ
れ
ら
Ｉ
Ｔ
技
術
の
発
展
を
受

け
、既
存
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
根
底
か
ら
崩

れ
て
し
ま
う
可
能
性
の
あ
る
、銀
行
及
び
保

険
業
界
に
焦
点
を
当
て
全
世
界
的
な
ト
レ
ン

ド
を
ま
ず
見
て
い
く
。

顧
客
へ
伝
え
る
役
割
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

タ
イ
は
人
材
育
成
が
急
務

　
2
0
1
5
年
、タ
イ
政
府
は
将
来
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
社
会
を
見
据
え
た
国
家
計
画
で
あ

る〝N
ational e-Paym

ent M
aster Plan

〞

を
閣
議
決
定
し
た
。

　
こ
れ
に
基
づ
き
、17
年
よ
りP

rom
p
t 

P
ay

（
電
子
決
済
シ
ス
テ
ム
）の
サ
ー
ビ
ス
が
開

始
。モ
バ
イ
ル
端
末
を
用
い
て
簡
単
に
送
金
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
他
、従
来
は
発
生
し
て

い
た
5
0
0
0
バ
ー
ツ
未
満
の
銀
行
間
手
数

　
つ
ま
り
、病
気
や
事
故
と
い
う
結
果
を
受
け

て
保
険
金
を
支
払
う
の
で
は
な
く
、そ
も
そ

も
病
気
や
事
故
に
な
ら
な
い
よ
う
保
険
加
入

者
の
状
態
を
監
視
・
監
督
し
、事
前
に
病
気
、

事
故
を
防
ぐ
と
い
う
こ
と
だ
。

　
既
に
I
T
技
術
の
発
展
に
よ
り
、様
々
な
デ

ー
タ
を
基
に
、よ
り
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
保

険
商
品
お
よ
び
各
人
に
最
適
化
さ
れ
た
料
金

設
計
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
将
来
的
に
は
、各
人
の
飲
酒
量
や
運
動
歴
、

脈
拍
数
と
いっ
た
詳
細
か
つ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
デ

ー
タ
を
基
に
し
た
保
険
設
計
が
期
待
さ
れ
る

が
、こ
れ
ら
デ
ー
タ
を
基
に
保
険
会
社
は
そ
も

そ
も
病
気
、事
故
の
兆
候
を
事
前
に
察
知
し

料
も
不
要
と
な
っ
た
。

　
こ
の
流
れ
を
受
け
、タ
イ
の
大
手
銀
行
も
、

18
年
よ
り
ネ
ッ
ト
経
由
の
送
金
手
数
料
を
無

料
に
す
る
等
、デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
を
進
め

て
い
る
。他
方
、手
数
料
収
入
の
減
少
に
よ
っ
て

収
益
が
悪
化
し
な
い
よ
う
、Ｉ
Ｔ
技
術
を
活
用

し
た
コ
ス
ト
削
減（
支
店
、従
業
員
数
の
減
少

等
）が
進
め
ら
れ
て
お
り
、各
行
と
も
こ
れ
ま

で
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し

て
い
る
。

　
タ
イ
に
お
け
る
生
命
保
険
業
界
は
、外
資
を

中
心
に
上
位
5
社
で
お
よ
そ
80
%
の
市
場
シ
ェ

ア
を
有
し
て
い
る
が
、経
済
の
停
滞
、貯
蓄
率
の

低
さ
か
ら
国
民
一人
当
た
り
保
険
料
は
日
本
の

10
分
の
1
程
度
と
い
う
低
水
準
に
留
ま
っ
て
い

る
。

　
将
来
的
に
は
高
齢
化
が
進
み
民
間
保
障
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
も
増
え
て
く
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
た
め
、国
民
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
保
険

商
品
の
開
発
と
併
せ
、市
場
を
拡
大
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
政
府
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
化
が
タ

イ
に
お
い
て
も
進
め
ら
れ
て
い
る
反
面
、足
元

で
は
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
不
足
が
課
題
と
し
て
残

って
い
る
。

　
17
年
に
デ
ジ
タ
ル
経
済
振
興
庁
を
創
設
す

る
な
ど
、タ
イ
政
府
と
し
て
も
デ
ジ
タ
ル
人
材

の
育
成
に
力
を
入
れ
る
姿
勢
を
見
せ
て
い
る

が
、各
種
施
策
の
速
や
か
な
実
行
に
よ
っ
て
、

優
秀
な
デ
ジ
タ
ル
人
材
を
ど
れ
だ
け
タ
イ
国

内
で
育
成・確
保
で
き
る
か
が
金
融
業
界
に
と

って
も
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

タ
イ
金
融
業
界
の
未
来
予
測

　
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
展
に
伴
う
全
世
界
的
な

銀
行
・
保
険
業
界
の
転
換
は
否
応
な
し
に
タ

イ
企
業
へ
も
影
響
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。こ
の

よ
う
な
環
境
下
、既
存
企
業
が
生
き
残
っ
て
い

く
た
め
に
足
元
で
課
題
と
な
っ
て
い
る
、デ
ジ
タ

ル
人
材
の
自
国
内
で
の
育
成・確
保
に
よ
る
デ

ジ
タ
ル
化
の
波
に
乗
り
遅
れ
な
い
こ
と
が
必
須

で
あ
る
。

　
タ
イ
で
は
伝
統
的
に
財
閥
企
業
が
強
く
、

逆
に
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
エコ
シ
ス
テ
ム
が
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
等
に
比
べ
十
分
に
形

成
さ
れ
て
い
な
い
。従
っ
て
、政
府
及
び
大
手
財

閥
が
デ
ジ
タ
ル
化
を
主
導
し
て
い
く
こ
と
が
現

実
解
と
し
て
想
定
さ
れ
る
。

　
例
え
ば
、デ
ジ
タ
ル
分
野
に
強
い
外
資
企
業

を
上
手
く
タ
イ
に
誘
致
す
る
と
い
う
手
も
考

え
ら
れ
、直
近
で
は
世
界
的
な
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
フ
ァ
ー
ム
で
あ
る
ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア
が
タ
イ
に

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
&
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を

設
置
す
る
な
ど
の
動
き
も
み
ら
れ
る
。

　
全
世
界
的
な
デ
ジ
タ
ル
化
の
流
れ
に
上
手

く
乗
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、将
来
的
に
も
既
存

の
大
手
銀
行
、保
険
会
社
は
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
変
革
さ
せ
な
が
ら
も
、タ
イ
国
内
に
お
け
る

プ
レ
ゼ
ン
ス
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
る
。

　
他
方
、こ
の
波
に
上
手
く
乗
れ
な
か
っ
た

場
合
は
、タ
イ
企
業
は
あ
く
ま
で
海
外
企

業
の
出
先
/
現
地
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
機

能
を
果
た
す
の
み
と
な
る
シ
ナ
リ
オ
も
想

定
さ
れ
る
。

　
な
お
、保
険
業
界
に
つ
い
て
は
世
界
で
も
最

悪
に
近
い
格
差
の
是
正
を
前
提
と
し
た一般
国

民
の
所
得
向
上
に
よ
っ
て
、保
険
加
入
率
を
引

き
上
げ
て
い
く
こ
と
が
そ
も
そ
も
の
課
題
で

あ
る
こ
と
に
も
留
意
し
た
い
。

　
タ
イ
国
民
の
状
況・ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
新

た
な
保
険
商
品
の
開
発
に
よ
っ
て
も
、こ
れ
ら

課
題
の
解
決
が
進
む
こ
と
を
期
待
す
る
。

　
銀
行
は
元
来
、経
済
シ
ス
テ
ム
の
中
で
大
き

な
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
有
し
て
い
た
。こ
れ
は
銀
行
が

信
頼
性
の
高
い
保
管
場
所・仲
介
者
と
し
て
、

お
金
の
流
れ
に
介
入
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
た

か
ら
だ
。

　
と
こ
ろ
が
最
近
で
は
、ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の

登
場
に
よ
っ
て
経
済
の
中
枢
に
入
り
込
ん
で
い

た
伝
統
的
な
銀
行
の
立
場
が
揺
ら
い
で
い
る
。

　
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
で
は
従
来
型
の「
集
中
管

理
型
」と
異
な
り
、複
数
の
シ
ス
テ
ム
が
そ
れ

ぞ
れ
情
報
を
保
有
し
常
に
同
期
が
取
ら
れ
る

「
分
散
型
台
帳
」シ
ス
テ
ム
が
採
用
さ
れ
て
い

る
。こ
の
た
め
、銀
行
が
信
頼
で
き
る
第
三
者

と
し
て
間
に
入
り
、取
引
歴
を
管
理
す
る
必

要
が
無
く
な
って
し
ま
う
の
だ
。

　
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
と
っ
て
は
、支
払
い・決

済
、ロ
ー
ン
と
いっ
た
伝
統
的
な
銀
行
業
務
に

お
い
て
銀
行
を
介
さ
ず
、よ
り
安
価
な
手
数

料
で
信
頼
性
の
高
い
取
引
を
行
う
こ
と
が
可

能
と
な
る
。

　
例
え
ば
、米
国
の
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
企
業
で

あ
る
Ｒ
３
の
開
発
し
たC

orda

は
、既
存
の
国

際
銀
行
間
通
信
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

S
W
I
F
T
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
置
き
換
わ
ろ

う
と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
も
新
興
国
に
お
け
る
主
に
銀
行

口
座
を
持
た
な
い・
持
て
な
い
層（
伝
統
的
な

銀
行
の
顧
客
外
）を
中
心
に
、エ
ム
ペ
サ（
ケ
ニ
ア

発
の
モ
バ
イ
ル
送
金
サ
ー
ビ
ス
）、ト
ラ
ン
ス
フ
ァ

ー
ワ
イ
ズ（
英
国
発
の
Ｐ
２
Ｐ
送
金
サ
ー
ビ
ス

企
業
）な
ど
が
金
融
分
野
に
お
け
る
技
術
革

新
と
共
に
発
展
し
て
き
た
。

　
今
後
ま
す
ま
す
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
が
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
発
展
と
共
に
登
場
す
る
こ
と
で
、

金
融
業
界
の
地
図
そ
の
も
の
が
塗
り
替
わ
っ

て
し
ま
う
日
も
そ
う
遠
く
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
続
い
て
保
険
業
界
に
つ
い
て
、身
近
な
と
こ

ろ
か
ら
見
て
い
こ
う
。損
害
保
険
の
代
表
で
あ

る
自
動
車
保
険
に
つ
い
て
は
、自
動
運
転
技
術

の
発
展
に
よ
っ
て
消
滅
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ

な
い
。

　
自
動
車
事
故
の
大
半
は
人
為
的
な
運
転
ミ

ス
に
よ
る
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、自
動
運

転
技
術
が
発
達
し
、人
が
車
を
運
転
す
る
必

要
が
な
く
な
っ
た
場
合
、現
在
の
よ
う
な
運
転

手
の
自
動
車
保
険
加
入
は
不
要
と
な
る
だ
ろ

う
。な
お
、こ
の
よ
う
な
自
動
運
転
車
に
お
い

て
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、そ
れ
は
自
動
運

転
車
両
そ
の
も
の
、あ
る
い
は
道
路
・
標
識
と

い
っ
た
運
転
手
外
に
起
因
す
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
環
境
下
、保
険
会
社
の
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
は「
発
見
と
保
障
」か
ら「
予
測
と
予

防
」へ
大
き
く
変
化
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

Ｉ
Ｔ
技
術
の
発
展
で
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
変
化

Associate Director
Finance Advisory

谷口 純平
Jumpei Taniguchi

2016年にデロイト トーマツ入社。
コーポレートストラテジー部門におい
て、BDDを踏まえた戦略策定及び
PMI、各関係者の調整やスピード感
を持ったプロジェクト推進で特に高
い評価を獲得（総合商社、大手ファ
ンド、製造業などの業界向けサポート
を行う）。20年よりタイ駐在となり、日
系企業向けM&Aや事業再編などの
各種サービスを提供。

D
eloitte Thailand

金融業界

全世界的な技術革新（ブロックチェーン、高度なデ
ータ収集・処理・分析）の波にタイの金融事業者も
上手く乗ることで既存の大手金融事業者はビジネ
スモデルの変化に成功し、タイ国内で既存の大手
事業者が強いプレゼンスを保持しつつける。なお、
保険市場については格差是正または、より大衆ニー
ズに合致した商品開発によって市場規模が大きく
拡大する。

楽観シナリオ予測

国内のデジタル人材育成・確保が十分に進まず、タイ
の金融事業者は海外事業者が整備した新たな金融
システムの一部に組み込まれてしまう。結果、タイの
金融事業者はタイ国内であっても主導的にビジネス
を展開できなくなる。なお、タイの金融事業者は国際
的なFinTech企業のタイにおけるローカルパートナ
ー的な役割に留まり、場合によっては既存の大手銀
行、保険会社は市場からの撤退を余儀なくされる。

悲観シナリオ予測

※

本
文
中
の
意
見
や
見
解
に
関
わ
る
部
分
は

　 

私
見
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
す
る

タイの金融事業者の課題

技術革新に呼応した
ビジネスモデルの進化

デジタル人材の
育成・確保

金融業界の
メガトレンド

4

P2Pサービスの
台頭

ブロックチェーン

サービスの
パーソナライズ化

より高度な
情報収集・処理・分析

アフターコロナのシナリオを占うタイ近未来大予想金融業界
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通
貨
危
機
後
タ
ク
シ
ン
政
権
誕
生

　
１
９
９
７
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
は
、こ
れ

ま
で
タ
イ
経
済
が
経
験
を
し
た
こ
と
が
な
い

ほ
ど
の
大
き
な
シ
ョッ
ク
を
与
え
、積
極
的
な

投
資
を
展
開
し
て
い
た一
部
の
タ
イ
財
閥
企
業

が
倒
産
し
、多
く
の
投
資
家
に
多
大
な
損
害

を
与
え
、回
復
ま
で
相
応
の
時
間
を
要
し
た
。

　
だ
が
他
方
で
さ
ほ
ど
失
業
率
が
上
昇
す
る

こ
と
も
な
く
、一
般
の
タ
イ
人
の
生
活
は
そ
れ

ほ
ど
の
影
響
を
受
け
な
か
っ
た
と
い
う
側
面
も

見
ら
れ
た
。

　
こ
の
危
機
が
歴
史
的
な
転
換
点
と
な
り
、

同
じ
97
年
に
成
立
し
た
最
も
民
主
的
な
憲
法

と
称
え
ら
れ
る「
97
年
憲
法
」と
共
に
２
０
０

１
年
の
タ
ク
シ
ン
政
権
を
生
み
出
す
原
動
力

と
な
り
、現
在
ま
で
続
く
政
治
対
立
の
端
緒

と
な
っ
た
。

た
新
未
来
党
で
あ
り
、そ
の
後
継
の
前
進
党
で

あ
る
。新
世
代
の
思
想
は
、こ
れ
ま
で
の
王
室

を
中
心
と
し
た
保
守
的
な
国
家
観
と
は
大
き

な
断
絶
が
存
在
し
、一切
の
タ
ブ
ー
が
な
い
。

　
タ
イ
は
少
子
高
齢
化
が
進
行
中
で
あ
る
と

は
い
え
、今
後
、保
守
的
な
高
齢
層
が
徐
々
に

寿
命
を
迎
え
て
い
く
の
に
対
し
て
、リ
ベ
ラ
ル
な

政
治
思
想
を
持
つ
若
い
世
代
は
、続
々
と
選
挙

権
年
齢
に
達
し
て
、確
実
に
増
加
し
て
い
く
。

今
後
の
10
年
ほ
ど
で
約
1
0
0
0
万
人
が
新

た
な
有
権
者
と
な
る
。

動
に
発
展
し
た
。

　
王
室
批
判
が
タ
ブ
ー
と
さ
れ
る
タ
イ
社
会

で
は
こ
れ
ま
で
に
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
現
象
で

あ
る
。コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、タ
イ
社
会
の
様
々
な

矛
盾
が
い
よ
い
よ
噴
出
し
て
き
た
。

人
口
構
造
の
変
化
で
社
会
が
変
容

　
２
０
１
９
年
総
選
挙
、20
年
か
ら
の
反
政
府

運
動
の
主
役
は
、若
者
や
学
生
達
で
あ
る
。彼

ら
世
代
の
意
見
を
代
弁
す
る
の
が
解
党
さ
れ

　
ま
た
都
市
化
が
確
実
に
進
展
す
る
こ
と
も

投
票
行
動
に
影
響
を
与
え
る
。国
家
統
計
局

の
20
年
人
口
セ
ン
サ
ス
の
結
果
が
未
だ
公
表
さ

れ
て
お
ら
ず
19
年
の
推
計
値
で
あ
る
が
、バ
ン

コ
ク
首
都
圏
の
タ
イ
全
国
の
人
口
比
は

2
0
0
0
年
の
16・7
％
が
10
年
に
は
22・2

％
、19
年
に
は
23・9
％
と
な
って
い
る
。

　
既
に
バ
ン
コ
ク
都
は
人
口
過
密
に
よ
り
増
加

率
は
横
這
い
に
な
っ
て
い
る
が
、都
市
交
通
の

発
展
に
よ
り
利
便
性
が
高
ま
っ
た
近
隣
県
の

サ
ム
ッ
ト
プ
ラ
カ
ー
ン
、ノ
ン
タ
ブ
リ
、パ
ト
ゥ
ム
タ

ニ
な
ど
で
著
し
く
人
口
が
増
加
し
て
い
る
。

　
ま
た
工
業
地
帯
を
含
む
チ
ョ
ン
ブ
リ
や
ラ
ヨ

ー
ン
な
ど
の
東
部
も
2
0
0
0
年
6・6
％
、

10
年
7・8
％
、19
年
に
は
8・6
％
と
な
り
、

今
後
も
急
速
に
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

　
バ
ン
コ
ク
近
隣
県
や
東
部
で
は
、地
元
の「
ジ

ャ
オ
ポ
ー
」と
呼
ば
れ
る
マ
フ
ィ
ア
的
な
政
治

家
が
買
票
や
集
票
請
負
人
を
通
じ
て
支
配
す

る
農
村
型
社
会
の
政
治
風
土
が
色
濃
く
残
っ

て
い
る
が
、今
後
は
人
気
重
視
の
都
市
型
の
有

権
者
が
増
加
し
て
い
く
。

　
こ
れ
ま
で
選
挙
で
圧
倒
的
な
勝
率
を
誇
っ

て
き
た
タ
ク
シ
ン
派
政
党
も
人
口
構
造
の
変

化
に
よ
り
徐
々
に
衰
退
を
迎
え
て
い
く
可
能

性
が
高
い
。タ
ク
シ
ン
派
の
強
い
地
盤
で
あ
り
、

与
党
の
タ
イ
誇
り
党
や
国
民
国
家
の
力
党

（
P
P
R
P
）も
勢
力
拡
大
を
狙
っ
て
い
る
タ

イ
最
大
の
票
田
で
あ
る
東
北
部
の
人
口
比
は
、

2
0
0
0
年
に
34・
2
%
、10
年
に
28・
7
%

に
減
少
し
、19
年
に
は
27
・
2
%
と
な
り
、今

後
は
さ
ら
に
減
少
が
進
ん
で
い
く
。

　
同
様
に
北
部
も
2
0
0
0
年
に
18・8
%
、

10
年
に
17・7
%
、19
年
に
は
16・6
%
に
ま
で

減
少
し
て
い
る
。タ
イ
の
選
挙
区
割
り
は
厳
密

な
人
口
比
と
な
っ
て
お
り
、人
口
が
減
少
す
る

北
部
、東
北
部
の
議
席
配
分
は
減
少
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

拡
大
す
る
都
市
部・若
者
の
声

　
再
度
の
選
挙
制
度
の
変
更
に
伴
っ
て
、当
面

は
あ
る
程
度
選
挙
で
不
利
に
な
る
も
の
の
、長

期
的
に
は
人
口
構
造
の
変
化
と
都
市
化
の
進

展
に
よ
り
、今
後
10
年
及
び
20
年
先
の
タ
イ

社
会
は
、若
者
や
都
市
の
声
を
代
弁
す
る
リ
ベ

ラ
ル
派
勢
力
が
拡
大
し
、こ
れ
ま
で
の
支
配
体

制
か
ら
の
変
革
を
求
め
る
声
が
強
く
な
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。

　
そ
う
し
た
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
対
し
て
現
在
の

タ
イ
の
支
配
層
は
ど
う
反
応
す
る
だ
ろ
う
か
。

支
配
層
が
安
定
を
引
き
換
え
に
あ
る
程
度
の

権
力
と
資
源
を
手
放
す
こ
と
を
容
認
し
、変

革
を
求
め
る
国
民
と
の
間
で
新
た
な
民
主
的

な
ル
ー
ル
や
制
度
を
構
築
す
る
こ
と
で
合
意

が
成
立
す
る
だ
ろ
う
か
。

　
そ
れ
と
も
妥
協
せ
ず
に
、現
在
と
同
じ
よ

う
に
変
革
の
波
を
押
し
留
め
よ
う
と
抵
抗
を

続
け
る
だ
ろ
う
か
。そ
う
で
あ
れ
ば
、一時
的
に

反
政
府
デ
モ
が
盛
り
上
が
っ
て
は
、弾
圧
さ
れ

る
度
に
収
束
す
る
こ
と
を
繰
り
返
し
、選
挙

を
実
施
し
て
も
保
守
派
勢
力
が
実
権
を
握
り

続
け
る
可
能
性
が
強
い
。

　
も
し
民
主
派
の
政
権
に
な
る
と
、司
法
や

軍
が
政
治
に
干
渉
す
る
よ
う
に
な
り
政
治
的

不
安
定
が
恒
常
化
す
る
だ
ろ
う
。こ
れ
ま
で

以
上
に
支
配
層
の
強
権
政
治
が
激
化
す
る
可

能
性
も
あ
る
。

　
暴
力
や
人
権
弾
圧
な
ど
の
恐
怖
に
よ
っ
て

統
治
さ
れ
る
社
会
と
な
れ
ば
、人
々
は
平
和

的
、民
主
的
な
方
法
で
の
変
革
に
希
望
が
持

て
な
く
な
る
。最
後
の
手
段
と
し
て
ゲ
リ
ラ
的

な
武
力
闘
争
や
暗
殺
や
テ
ロ
が
蔓
延
し
、治

安
が
著
し
く
悪
化
す
る
。こ
ん
な
絶
望
的
な

シ
ナ
リ
オ
に
は
進
ま
な
い
で
欲
し
い
も
の
で
あ

る
。

　
さ
て
、今
回
の
20
年
に
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ

ナ
に
端
を
発
す
る
経
済
危
機
は
ど
う
だ
ろ
う

か
。ア
ジ
ア
通
貨
危
機
以
上
に
幅
広
く
タ
イ

国
民
全
般
に
、著
し
い
社
会
的
経
済
的
な
影

響
を
与
え
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
感
染
防
止
の
た
め
の
厳
格
な
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン

を
強
制
さ
れ
、僅
か
な
補
助
金
な
ど
を
除
い
て

十
分
な
救
済
策
も
な
く
、多
く
の
国
民
が
事

業
閉
鎖
や
倒
産
、失
業
な
ど
の
苦
境
に
直
面

し
た
。貧
困
に
陥
り
、日
々
の
食
事
に
さ
え
事

欠
く
よ
う
に
な
り
、慈
善
団
体
の
配
給
の
食

事
に
列
を
な
す
こ
と
も
続
い
た
。

　
他
方
で
21
年
版
の
米
国
フ
ォ
ー
ブ
ス
誌
の
長

者
番
付
な
ど
を
見
る
限
り
、タ
イ
を
代
表
す

る
ト
ッ
プ
財
閥
は
軒
並
み
に
資
産
を
拡
大
さ

せ
た
。ク
レ
デ
ィ・ス
イ
ス
の
18
年
の
推
計
で
は
、

タ
イ
が
世
界
1
位
の
格
差
大
国
と
な
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、コ
ロ
ナ
危
機
を
経
て

富
裕
層
は
よ
り
豊
か
に
な
り
、格
差
は
よ
り

拡
大
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
14
年
の
ク
ー
デ
タ
ー
以
降
、プ
ラ
ユッ
ト
軍
政

下
で
不
動
産
課
税
や
相
続
税
な
ど
の
導
入
が

始
ま
っ
た
も
の
の
、格
差
是
正
は
単
な
る
ポ
ー

ズ
だ
け
で
あ
り
、抜
け
穴
だ
ら
け
で
全
く
根

本
的
な
格
差
解
消
に
は
繋
が
ら
な
か
っ
た
こ

と
を
裏
付
け
た
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
間
、国
民
の
多
く
が
効
果
的
な
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
を
求
め
続
け
た
が
、政
府
は
中
国
製

で
高
価
か
つ
効
果
の
疑
わ
し
い
シ
ノ
バッ
ク
の
ワ

ク
チ
ン
ば
か
り
輸
入
。国
王
が
所
有
す
る
企
業

が
受
託
生
産
す
る
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
社
の
ワ
ク

チ
ン
を
優
遇
す
る
か
の
よ
う
な
方
針
が
続
き
、

最
も
効
果
が
期
待
さ
れ
る
m
R
N
A
型
ワ
ク

チ
ン
は
、何
ら
か
の「
見
え
な
い
圧
力
」に
よ
る

妨
害
で
いつ
ま
で
も
輸
入
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
増
額
が
必
要
と
さ
れ
る
保
健
省
や
教
育
予

算
は
大
き
く
削
ら
れ
て
も
、な
ぜ
か
軍
の
兵
器

調
達
の
予
算
は
ほ
と
ん
ど
削
減
さ
れ
ず
、さ
ら

に
王
室
関
連
予
算
は
増
加
を
続
け
、予
算
配

分
の
歪
み
も
国
民
の
間
で
強
く
意
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　
支
配
層
の
顔
色
ば
か
り
窺
い
、国
民
の
不
満

の
声
に
耳
を
傾
け
な
い
政
権
への
怒
り
が
蓄
積

し
、政
治
体
制
の
不
条
理
を
強
く
実
感
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
問
題
の
裏
側
で
20
年
か
ら
は
、

若
者
や
学
生
を
中
心
と
し
た
反
政
府
デ
モ
が

盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。１
９
３
２
年
の
立
憲

革
命
に
な
ぞ
ら
え
て
、「
人
民
党
」と
自
称
す

る
よ
う
に
な
っ
た
運
動
の
き
っ
か
け
は
、若
者

達
の
期
待
を
集
め
て
大
躍
進
を
遂
げ
た
新
党

の
新
未
来
党
の
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
解
党
処

分
で
あ
っ
た
が
、反
政
府
運
動
は
単
な
る
プ
ラ

ユッ
ト
政
権
退
陣
要
求
だ
け
で
は
な
く
、公
然

と
王
室
改
革
ま
で
を
目
標
に
ま
で
掲
げ
た
運

新
型
コ
ロ
ナ
で
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
タ
イ
社
会
の
矛
盾

政治学部客員研究員

水上 祐二
Yuji Mizukami

横浜国立大学大学院博士課程修
了。専門はタイ政治経済論。在タイ日
本国大使館で内政担当の専門調査
員を経験後、国立チェンマイ大学人
文学部歴史学科専任講師に着任。
再度の大使館勤務を経て、2018年
よりタマサート大学政治学部客員研
究員として在籍しつつフリーランスの
タイ政治アナリストとして活動中。

タ
マ
サ
ー
ト
大
学

2000年4月 2010年9月 2019年7月（推計値）

タイ政治

支配層が妥協し、ある程度の権力と資源を手放すこ
とを容認し、変革を求める若者を中心とした民衆と
の間で新たな民主的なルールや制度を構築するこ
とで合意が成立する。軍の政治的な役割が低下し、
法秩序が公正さを取り戻して信頼が高まり、選挙に
よる政権交代を伴う普通の民主主義国家へ脱皮す
る。経済的社会的な格差も縮小し、成熟し安定した
社会に向かう。

楽観シナリオ予測

現在と同じように一時的に反政府デモが盛り上がっ
ては、弾圧されて収束することを繰り返す。選挙を実
施しても保守派勢力が実権を握り続ける可能性が
高く、他方で民主派の政権になると司法や軍が政
治に干渉するようになり政治的不安定が恒常化す
る。一時的なポピュリズム政策は実施されるが構造
的な改革は実施されずに放置され、経済的社会的
な格差は解消されないままとなる。

中間シナリオ予測

強権政治が激化し、司法がより支配層によって都合
良く私物化されて公正さが失われ、暴力や人権弾
圧、言論統制などの恐怖によって統治される社会と
なる。人々は平和的、民主的な方法での変革への希
望を失い、最後の手段としてゲリラ的な武力闘争や
暗殺、テロが蔓延し、治安が著しく悪化する。欧米諸
国からの非難を受けて国際的に孤立を深め、資本
逃避も著しくなり経済は衰退する。

悲観シナリオ予測

2020年のタイ人口ピラミッド

タイ地方別人口比の変遷

出所：タイ国家統計局

2030年のタイ人口ピラミッド

16.7%

4.8%
6.6%

34.2%

18.8%

13.3%

5.7%

22.2%

4.7%

7.8%

28.7%

17.7%

13.4%

5.4%

23.9%

4.6%

8.6%

27.2%

16.6% 13.8%

5.3%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

バンコク首都圏 中部 東部 東北部 北部 南部 西部

アフターコロナのシナリオを占うタイ近未来大予想タイ政治

10
年
後
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
世

界
が
変
わ
って
約
２
年
。今
後
も
局
所
的
な
感

染
再
拡
大
な
ど
余
波
は
続
く
と
思
わ
れ
る

が
、ワ
ク
チ
ン
の
普
及
が
進
み
徐
々
に
光
が
見

え
つ
つ
あ
る
。２
０
２
２
年
は
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

に
本
格
的
に
移
行
し
、次
な
る
一
手
を
打
つ
た

め
に
重
要
な
年
に
な
る
だ
ろ
う
。本
稿
で
は
不

動
産
の
観
点
か
ら
タ
イ
の
工
業
団
地
、物
流
の

将
来
に
つい
て
考
察
し
た
い
。

主
要
地
域
の
工
業
団
地
動
向
と
価
格

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、20
年
か
ら

21
年
前
半
は
外
国
人
の
来
タ
イ
が
困
難
に
な

り
、工
業
用
地
の
売
却
が
進
ま
な
か
っ
た
。一
方

で
中
国
、台
湾
企
業
を
中
心
に
タ
イ
へ
の
進
出

が
進
み
、21
年
後
半
は
局
所
的
に
大
型
の
土

地
売
買
が
行
わ
れ
た
。特
に
相
対
的
に
安
さ

が
目
立
つ
プ
ラ
チ
ン
ブ
リ
県
が
中
国
企
業
を
中

心
に
物
色
さ
れ
、売
買
が
進
ん
で
い
る
。

有
、工
場
建
設
、操
業
な
ど
の
各
種
許
認
可

を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
で
提
供
し
、進
出

企
業
の
事
業
運
営
を
ス
ム
ー
ズ
に
し
て
い
る

側
面
も
あ
る
。

③
A
S
E
A
N
域
の
中
心
的
立
地

　
タ
イ
の
恵
ま
れ
た
立
地
も
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。東
南
ア
ジ
ア
の
中
心
的
位
置
に
あ
る
こ

と
を
活
か
し
、周
辺
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
タ
イ
政
府
の
政
策
も

奏
功
し
、地
域
の
ハ
ブ
と
し
て
ユ
ニ
ー
ク
な
位
置

付
け
を
構
築
で
き
つつ
あ
る
。

タ
イ
製
造
業
を
支
え
る
物
流
網

　
前
述
の
よ
う
に
、主
要
な
工
業
団
地
間
を

３
時
間
圏
内
で
運
送
可
能
に
す
る
の
が
、タ
イ

の
物
流
網
の
充
実
で
あ
る
。

　
各
国
の
舗
装
さ
れ
た
道
路
の
総
距
離
の
推

移（
図
表
２
）を
見
る
と
、タ
イ
は
14
年
と
19

年
を
比
べ
て
約
2・5
倍
と
他
国
と
比
較
し
て

も
高
い
伸
び
を
見
せ
て
お
り
、タ
イ
が
イ
ン
フ

ラ
整
備
に
注
力
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

　
そ
し
て
、タ
イ
は
陸
路
物
流
以
外
に
も
レ
ム

チ
ャ
バン
港
や
ウ
タ
パ
オ
空
港
、ス
ワ
ン
ナ
プ
ー
ム

空
港
の
整
備
拡
張
な
ど
海
運
、空
運
と
も
に
バ

ラ
ン
ス
よ
く
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　
物
流
基
地（
ハ
ブ
）を
戦
略
的
に
配
置
し
、ハ

ブ
と
ハ
ブ
の
間
を
結
ぶ
幹
線
ル
ー
ト
と
ハ
ブ
周

辺
を
カ
バ
ー
す
る
集
配
網
を
構
築
す
る
ハ
ブ
ア

ン
ド
ス
ポ
ー
ク
戦
略
は
、タ
イ
の
充
実
し
た
陸

路
網
に
よ
っ
て
下
支
え
さ
れ
て
い
る
。そ
し
て
、

同
時
に
海
路
、空
路
を
融
合
し
た
国
際
ゲ
ー

ト
ウ
ェ
イ
機
能
は
、タ
イ
が
世
界

の
輸
出
拠
点
と
し
て
確
固
た
る

ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
獲
得
す
る
に
は
欠

か
せ
な
い
。

E
C
を
支
え
る
物
流
網

　
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
タ
イ
国

内
の
E
C
需
要
も
激
増
し
た
。

21
年
の
Ｅ
Ｃ
市
場
規
模
は
約
４

億
バ
ー
ツ
に
上
る
と
推
定
さ
れ

る
。主
要
な
E
C
プ
レ
ー
ヤ
ー

は
、ア
リ
バ
バ
グ
ル
ー
プ
の
ラ
ザ

ダ
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
S
E
A
グ
ル

ー
プ
の
シ
ョッ
ピ
ー
、中
国
の
大
手

JD
.com

と
セ
ン
ト
ラ
ル
グ
ル
ー
プ

の
合
弁
で
あ
る
J
D
セ
ン
ト
ラ

ル
。さ
ら
に
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
発
ベン

チ
ャ
ー
のN

inja V
an

は
バン
ナ
ー

に
大
型
物
流
施
設
を
建
設
中

だ
。

　
E
C
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
配
送
を

支
え
て
い
る
の
が
、Ｄ
Ｈ
Ｌ
や
ケ

リ
ー
エ
ク
ス
プ
レ
ス
と
いっ
た
物
流

企
業
。こ
の
２
社
は
現
在
、消
費
者
ま
で
の
ラ

ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
を
埋
め
る
た
め
、都
心
部
を

中
心
に
小
口
配
送
拠
点
網
の
構
築
を
急
ピ
ッ

チ
で
進
め
て
い
る
。

　
一
度
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
網
を
構
築
さ
れ
る

と
、そ
れ
を
覆
す
こ
と
は
困
難
に
な
る
。今
ま

さ
に
両
社
は
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
る
。ケ
リ
ー

社
は
高
架
鉄
道
B
T
S
傘
下
の
V
G
I
社
が

主
要
株
主
で
あ
る
た
め
、B
T
S
構
内
に
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
を
持
て
る
点
が
有
利
だ
。

世
界
の
半
分
を
占
め
る
莫
大
な
市
場

　
マ
ッ
キ
ン
ゼ
ー
の
調
査
で
は
、ア
ジ
ア
の
消
費

者
は
今
後
10
年
間
の
世
界
の
消
費
拡
大
の
半

分
を
占
め
、１
１
０
０
兆
円（
10
兆
米
ド
ル
）の

機
会
を
提
供
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。さ
ら

に
、世
界
の
中
間
所
得
層
以
上
の
２
世
帯
に
１

つ
が
ア
ジ
ア
に
あ
り
、貧
困
層
の
減
少
と
可
処

分
所
得
の
向
上
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　
タ
イ
は
こ
の
膨
大
な
市
場
へ
容
易
に
ア
ク
セ

ス
で
き
る
立
地
に
あ
り
、製
造・輸
出
拠
点
と

し
て
の
資
源
や
ノ
ウ
ハ
ウ
も
十
分
に
蓄
積
し
て

き
て
い
る
。目
先
の
問
題
の
解
決
に
終
始
す
る

だ
け
で
は
な
く
、成
長
市
場
を
享
受
す
る
た

め
の
中
長
期
的
視
点
が
必
要
と
な
る
。

危
機
に
こ
そ
チ
ャ
ン
ス
が

　
多
く
の
企
業
が
コ
ロ
ナ
禍
と
そ
の
余
波
に
よ

っ
て
、こ
れ
ま
で
の
事
業
環
境
を
一
変
さ
せ
ら
れ

た
。そ
の
結
果
と
し
て
生
じ
る
痛
み
や
苦
し

み
、悲
し
み
そ
し
て
経
済
的
混
乱
は
ま
だ
し
ば

ら
く
続
く
だ
ろ
う
。

　
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
残
し
た
言
葉
に「
危

機
の
中
に
こ
そ
、チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
」と
い
う
も

の
が
あ
る
。不
確
実
性
の
高
ま
る
今
、危
機
に

直
面
す
る
企
業
に
は
、変
化
に
晒
さ
れ
た
時
こ

そ
挑
み
、失
敗
し
、学
び
、成
長
で
き
る
機
会

で
あ
る
こ
と
を
思
い
起
こ
し
て
ほ
し
い
と
思

う
。

　
ま
た
、サ
ム
ッ
ト
プ
ラ
カ
ー
ン
県
と
チ
ャ
チ
ュ

ン
サ
オ
県
の
県
境
近
く
の
バ
ン
ナ
ー
ト
ラ
ー
ト

通
り
沿
い
に
約
４
５
０
０
ラ
イ（
７
２
０
万
㎡
）

の
巨
大
な
工
業
用
地
の
開
発
が
計
画
さ
れ
て

い
る
。バン
コ
ク
都
心
部
か
ら
程
近
く
、E
E
C

エ
リ
ア
へ
の
玄
関
口
に
あ
た
る
な
ど
立
地
に
優

れ
て
お
り
、今
後
重
要
な
エ
リ
ア
に
な
っ
て
い
く

と
予
想
す
る
。

　
タ
イ
政
府
が
掲
げ
る
12
種
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
産

業
への
投
資
も
E
E
C
エ
リ
ア
を
中
心
に
進
ん

で
い
る
。30
年
代
に
入
っ
て
も
バ
ン
コ
ク
都
心
部

か
ら
レ
ム
チ
ャ
バ
ン
港
を
含
む
E
E
C
エ
リ
ア

が
タ
イ
の
最
重
要
製
造
拠
点
で
あ
る
こ
と
は

揺
る
が
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
で
は
、工
業
団
地
の
価
格
は
ど
の
よ
う
に
推

移
し
て
い
く
の
か
。弊
社
で
は
、タ
イ
の
主
要
な

工
業
エ
リ
ア
で
あ
る
バ
ン
コ
ク
都
心
の
サ
ム
ッ
ト

プ
ラ
カ
ー
ン
、E
E
C
エ
リ
ア（
ラ
ヨ
ン
）、プ
ラ
チ

ン
ブ
リ
そ
し
て
ア
ユ
タ
ヤ
の
10
年
か
ら
19
年
ま

で
の
工
業
団
地
価
格
を
集
計
し
て
い
る
。図
表

１
を
見
る
と
、い
ず
れ
も
右
肩
上
が
り
で
価
格

が
上
昇
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
上
昇
率
を
当
て
は
め
る
と
、サ
ム

ッ
ト
プ
ラ
カ
ー
ン
は
25
年
時
点
で
１
ラ
イ
１
５

７
１
万
バ
ー
ツ
、30
年
時
点
で
は
同
２
０
５
７

万
バ
ー
ツ
と
な
る
。E
E
C
エ
リ
ア
の
ラ
ヨ
ン
は

25
年
時
点
で
５
５
４
万
バ
ー
ツ
、30
年
時
点
で

は
６
４
０
万
バ
ー
ツ
と
な
る
想
定
だ
。

　
昨
今
の
経
済
事
情
を
鑑
み
て
、コ
ロ
ナ
前
よ

り
上
昇
率
は
収
ま
る
と
見
込
ま
れ
る
が
、そ

れ
で
も
主
要
エ
リ
ア
の
工
業
団
地
価
格
は
緩

や
か
な
上
昇
が
続
く
と
考
え
る
。

　タ
イ
工
業
団
地
の
強
み
と
は
何
か

　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
比
べ
て
、タ
イ
の
製
造

業
は
今
後
も
優
位
性
を
維
持
で
き
る
の
か
。

そ
こ
で
タ
イ
の
製
造
業
、工
業
団
地
の
強
み
を

主
に
３
つ
挙
げ
た
い
。

①
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
度・密
度

　
タ
イ
で
生
産
さ
れ
る
自
動
車
の
部
品
現
地

調
達
率
は
、車
種
に
よ
っ
て
は
90
％
以
上
と
も

言
わ
れ
て
い
る
。他
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
比

較
し
て
も
圧
倒
的
に
高
く
、タ
イ
で
は
豊
富
な

品
目
の
現
地
調
達
が
可
能
と
な
って
い
る
。

　
タ
イ
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
は
ト
ヨ
タ
が
１
９

６
４
年
に
製
造
を
開
始
し
て
以
降
、様
々
な
企

業
の
努
力
に
よ
っ
て
長
年
か
け
て
蓄
積
さ
れ
て

き
た
貴
重
な
資
産
で
あ
る
。他
国
が
短
期
間

で
取
って
代
わ
る
こ
と
は
不
可
能
だ
。

　
タ
イ
の
工
業
団
地
は
密
度
に
お
い
て
も
優

れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
日
本
で
熊
本
か
ら
愛
知
ま
で
陸
路

で
部
品
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早稲田大学商学部卒業。2008年来
タイ。ホテル・オフィス用地や工場倉庫
用地及びホテルやオフィス、商業施設
などの事業用不動産売買に強みを持
つ。タイ国内において1,000,000㎡を
超える不動産取引実績を有し、企業
の不動産取得支援を行っている。

G
D
M
 Thailand

不動産
アフターコロナのシナリオを占うタイ近未来大予想不動産

203X年、強固なサプライチェーンに下支えされ、高
付加価値な産業の育成に成功したタイは、成長する
ASEAN域のハブとしての存在感が高まり、製造・輸
出拠点としての重要度はさらに増していた。
アジアで生まれる1,100兆円の消費拡大に加え、中
国を抜いて世界一の人口を誇るインド、人口増加が
続くアフリカという成長著しい地域への輸出額が
年々増加し、タイ＋ＡＩ（アフリカ、インド）連携に大き
く寄与している。タイを足掛かりにインド、アフリカ圏
に進出を試みる日本企業も相次いでいる。
タイの貿易黒字は一層増大して国内でのR&Dなど
への投資が進み、課題であった高度人材不足を克
服。新たな製品開発、事業創出が次々と生まれる好
循環が始まり一大ビジネス拠点へと発展した。

タイ発展仮想シナリオ
タイ＋AI（アフリカ、インド）

タイ政府はさらなる投資促進のため、外国人であっ
ても投資金額や年収などで一定の要件を満たせば
土地を買う権利を与えることで検討している。
実現すれば、タイに住みたい富裕層や高度人材の
移住を後押しをする。富裕層による消費拡大のみな
らず、より重要なのは高度人材が多数増えること
で、ノウハウや技術移転に繋がることだろう。基礎
教育制度が弱いタイにとって、高度人材から得られ
る技術移転は中長期的成長には不可欠だ。

コンドミニアムにおいても、従来は全体ユニット数
のうち49%までしか外国人は購入できなかったが、
その比率を70～80%まで引き上げることが協議さ
れている。この規制緩和によって、やはり外国人投
資家の誘致を後押しする可能性がある。
いずれも正式決定ではないが、実現することを期待
しながら動きを注視したい。

注目の不動産関連法改正
外国人土地所有許可

コンドミニアム法改正

タイ各地の主要工業団地価格の上昇推移

東南アジア主要国の舗装道路の総距離
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図表２

図表１

2014年と19年を比べて
約2.5倍の伸び率



● みずほのメコン5戦略は、それぞれの国を点では
なく面で捉え、域内の活性化のみならず域外へも情
報発信をしていくことで双方のつながりを強化してい
くこと
● 2019年７月にバンコック支店にメコン５課設置。
情報集約・発信におけるメコン５戦略の中心となる
● メコン５域内拠点のみならず、域外拠点とも連携
した情報提供を行い、進出サポートやアドバイザリー
等のサービス提供を行う

メコン５課
みずほ銀行

CLMVベトナム

　ベトナムは２０２１年に５年
に一度の党大会を経て、共
産党の新政権が発足した。
「30年に近代的な工業を有
し、上位中所得国レベルの
国となる」ことを目標とし、目
指すべき経済指標として
「GDP成長率は今後5年間
で平均６.５～７.０％」「25年
の１人当たりＧＤＰ４,７００～
５,０００ドル」等を掲げた。
　21年７～９月のＧＤＰ成長
率は、前年同期比６.２％減と四半期ベースで
は過去最低を記録。新型コロナウイルスの影
響により、海外からの投資は19年をピークに
新規進出、追加投資、M&Aそれぞれの分
野で減少している。
　一方で日系企業の他、韓国、台湾、シンガ
ポール、タイの投資家はコロナ後の景気回復
をにらみ、ベトナムへの投資機会を積極的に
伺っている。17年まではベトナムへの新規投
資は製造拠点としての進出がメインであった
が、18年からベトナム企業への出資（M&A）
が急拡大している。
　人口拡大、経済成長による一人当たり所
得の増加や購買力の向上を背景に、内需マ
ーケットで成長するビジネス（小売・食品・衣
料・不動産・物流・エネルギー等）は人気が高
い。直近では、アミューズメント企業に出資す
る企業も出ており、投資対象業種はさらに多
様化すると思われる。
　また、20年にＲＣＥＰ（地域的な包括的経
済連携）やＥＶＦＴＡ（ＥＵベトナム自由貿易
協定）を締結したことで、今後製造、輸出拠
点としても従来以上の価値を発揮することも
期待されている。

　懸念されるのは、将来の安定的な電力供
給。ベトナムでは30年の消費電力は、20年対
比２倍になるとの試算されており、将来の電
力供給不足対策として再エネプロジェクトが
林立しているが、大型の発電所建設につい
ては計画の進捗が芳しくない。将来の拡大
する電力需要に対し、電源確保や送電網整
備等に大きな課題を残している。
　20年のワーカーレベルの月額賃金はホー
チミン市で２４２ドル、ハノイ市で２１７ドルと低
く、地方ではさらに安価な賃金での労働力確
保が可能な状況が継続する見通し。安定的
な電力供給さえクリアできれば、貿易立国や
生産拠点として今後10年は安泰であろう。
　医療水準が低いこともあり、必要に応じ政
府は即時にロックダウンを行い、人々は忍耐
強く政府方針に従い、家族や知人に広げな
いように注意深く生活を送っている。コロナ対
策において、ベトナムは挙国一致の精神で
臨んできた。こうした気質は、近年の安定した
経済成長を生み出している源泉だと感じる。
22年以降のベトナム経済の成長に注目して
いる。

多様な業種の投資家が注目
拡大する電力需要への対応急務 ホーチミン支店

支店長
和田 正明

ハノイ支店
日系営業課課長
伴 元勝

バンコック支店
メコン5課 参事役
岸田 一作

プノンペン出張所
出張所長
佐藤 暢史

ラオス
高速鉄道などインフラ整備進展
財政難で対外債務返済に懸念も

楽観シナリオ予測 中間シナリオ予測 悲観シナリオ予測
電源開発が順調に推移し電力供給
が安定、製造拠点としてのみならず
拡大する国内消費マーケットを狙い
海外からの投資が増加。ソブリン格
付が投資適格に上昇し、民間企業に
よる各種インフラ投資が活性化され、
ＧＤＰ成長率が10%に拡大。ベトナム
の一人当たり名目GDPは、足元
3,513ドル（IMF統計）に対し、2030
年に7,000ドルと２倍水準に到達
（2020年のタイと同水準）。

必要な電力量を確保し、製造拠点の
みならず、拡大する国内消費マーケ
ットを狙った海外からの投資が増
加。貿易黒字を背景として、ドン高圧
力に対しドル買介入を実施し外貨準
備が積み上がりベトナム経済が安
定。GDP成長率は政府目標の6.5％
以上を維持、2030年に一人当たり名
目GDPが5,500ドルに到達。

必要な電力需要を自国内で賄えず、
海外から呼び込んだ生産拠点が撤
退。貿易赤字に転落し経済が停滞。
急激なドル高ドン安を食い止めるた
め外貨準備が減少し、金融危機懸念
が台頭。

楽観シナリオ予測 悲観シナリオ予測
豊富な水資源を背景にメコンの
電源としての役割に加えて、陸路
輸送の要衝としての地位を確立
することで周辺国の成長も自国
の経済成長機会として取り込む。

対外債務償還問題の解決が不
安視され、中国との結び付きがさ
らに強くなった結果他国からの
投資が抑制され、経済成長の足
かせに。

2022年
為替相場見通し

　引き続き狭いレンジでの推移ながら、やや
VND高方向への推移を予想する。中国不動産
開発大手の信用不安や、米国の早期利上げ観
測の台頭などUSD高VND安要因は残存するも
のの、ベトナム国内でもワクチン接種が加速し、
経済も正常化へ向かっている中、貿易収支の改
善や資本流入がVND買いの追い風となるだろ
う。また、対米黒字が継続している状況下、米国
からベトナムへのVND高容認圧力は不変であ
り、ベトナム中銀が22,500程度までのVND高を
容認する可能性は想定しておきたい。

ベトナム USD/VND
USD高VND安要因が残存も
経済再開でVND買いに追い風

　前半レンジ推移、以降年末にかけバーツ高優
勢の展開を予想。米では2022年6月にテーパリ
ングが終了する見込みで22年末までに利上げに
踏み切ることが予想されており、前半は米利上げ
への期待感、米金利の上昇にサポートされて底
堅く推移しつつも、タイ観光業の回復に伴いレン
ジ推移となるだろう。年後半は米利上げもほぼ
織り込まれるであろうことから、グローバルに経
済回復が確認されるにつれセンチメント改善とヒ
ト・モノの動きが正常化することで輸出・観光に
依存するタイにとってプラスの環境となろう。

タイ USD/THB
米利上げ期待などで底堅い動き
年末にかけてバーツ高優勢か

　ラオスの将来を予測する際に手がかりとなるのは、５年ごとに報
告される経済・社会開発５ヵ年計画である。２０２１年１月党大会で
は、21～25年の第9次計画案が提示されたが、成長率目標は年
平均４%以上と従来比大きく引き下げられた。
　コロナからの回復と投資、対外債務、財政管理の強化を最優
先課題として掲げ、これまでの高成長路線から持続可能な成長
率目標へ引き下げることで、経済成長が生んだ歪みを意識したう
えで慎重に取り組んでいく姿勢が伺われた。
　ラオスにおいて今後一番期待される成長機会は、交通インフラ
の改善を起因とした投資の増加。首都ビエンチャンと中国雲南省
を南北に結ぶ鉄道が21年に開通し、さらにタイまで延伸する計画
がある。
　同じ区間に高速道路も開通予定で、さらに国土を縦断してカン
ボジアのプノンペン、ベトナムのホーチミンと結ぶ計画まで展望され
ており、物流の基本インフラへの投資は着実に実施されている。
　そもそも近隣国に比して相対的に安価な労務費と、メコン川の
水力発電に由来する安定的かつ安価な電力供給は、引き続き新
規投資の際の魅力であり続ける。また、タイ・ベトナム・カンボジア等
の周辺国の経済成長も、ラオスにとっては売電機会の出現として
相乗効果が期待される。
　一番の懸念材料は対外債務の償還。足元ではコロナ禍によ
り観光収入が激減していることに加え、周辺諸国への出稼ぎ労
働者の帰国が相次いでおり、外貨獲得手段は確実に細ってき
ている。
　以前から不安視されていた外貨準備高の低さに加えて、償還
期限を迎えるインフラ関連既存債務の返済不透明さを主因に、20
年には複数の格付け会社より格下げの評価を受けている。
　仮に債務の過半を拠出していると
見られている中国系投資家との間
で、個別に債務の再構築が成された
としても、中国以外の投資家は投資に
慎重になりかねず、経済成長の足を
引っ張る材料に成り得る。
　また、国土の大半が山岳地帯であ
り、50を越えるとも言われる少数民族
が一律に経済成長の恩恵を受けるこ
とは考えにくく、これまでの高経済成長
により引き起こされている民族格差・貧
富格差への対応も迫られる。

カンボジア
縫製業依存からの脱却がカギ
タイ+1で優位性高められるか

楽観シナリオ予測 悲観シナリオ予測
タイ＋1戦略の本格化により低コ
スト生産拠点として優位性が高ま
る。自動車やエレクトロニクス分
野における労働集約製品の生産
シフトが進展し、縫製業に過度に
依存した産業構造が是正される。

脆弱なインフラや周辺国比高い
コスト等が是正されず、製造原価
低減や品質向上が実現できない
状況が変わらない。投資優遇は
拡大されたが、縫製業以外の付
加価値の高い製造業の進出が
進まない。

　2021年10月、カンボジア新投資法が施行され、法人税優遇拡
大など投資恩典が拡大。今後カンボジアへ進出を検討する外国
企業が拡大していくことが期待される。
　新投資法制定に際し、カンボジア政府は縫製業依存の産業構
造から脱却し、高付加価値の産業誘致に注力したい意向であり、
特に自動車やエレクトロニクスは重点分野と明言している。
　近年、自動車部品や電子部品などの輸出金額は着実に拡大し
ており、労働集約型の製品について、中国やタイなどからカンボジア
の生産シフトが相応に進んでいる状況が窺がえる。しかしながら、
発展途上で脆弱なインフラ、エンジニアなどの高度専門人材の不
足、低い現地調達率などはカンボジアへ製造業が進出する障壁と
なっており、状況は以前と比較して改善はしているものの、直ちにカ
ンボジア進出ブームが到来する可能性は高くないと考える。
　中長期的にはカンボジアへの製造業進出の課題が改善し、進
出が本格化するポテンシャルは高い。タイの労務費上昇や少子
高齢化の一層の顕在化により、タイの既存工場は高付加価値製
品にフォーカスし、労働集約製品はカンボジアで低コスト生産を実
現していく水平分業が加速していく動きは大きくなるであろう。
　また10年後には高速道路など道路網整備も大きく進展し、タイ
などへの陸送のリードタイム短縮や物流コスト低減やスキルやワー
カーの質が改善されれば、低コスト生産拠点としてカンボジアの優
位性が高まる。また、二国間FTAやRCEP等の進展は、低コスト
生産拠点としてカンボジアへ進出を検討する際のプラス材料とな
りうる。

新投資法のポイント
● 投資適格プロジェクト（QIP）の対象拡大
 

 カンボジア発展に寄与する分野及び投資活動と判断されるものは当
該18分野以外でも優遇対象と成り得る

● 1.法人税免税３年～最長９年間に加えて、その後最長６年間の法人税
優遇（優遇率25％～75％）または2.特定費用について９年以下の最大
200％の特別控除（１か２の選択）

● 資本財輸入に関する関税、VAT免除に加えて、QIP実施に必要な生産
財の国内調達に関するVAT免除

● 特定の活動（研究開発、人材育成、福利厚生拡大等）は課税標準から
150％控除

● 申請から登録完了までの期間を20営業日に短縮

①ハイテク産業及びR&D　②高付加価値の技術を有するベンチャー企業
③グローバルサプライチェーン　④エレクトロニクス　⑤デジタル産業
⑥物流　⑦グリーンエネルギー等（18分野）

FDI認可金額・件数推移

投資額(単位：100万米ドル)
出所：ベトナム統計総局データに基づき、みずほ銀行ハノイ支店作成

件数

24,373

35,884 35,466 38,019

28,530
22,146

6,328 8,781 10,711
15,106

9,803
4,720

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年
(1-9月)

(新規投資、追加投資、出資・株式取得の合計)

アフターコロナのシナリオを占うタイ近未来大予想CLMV
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【掲載金額・詳細のお問い合わせ先】
日本人直通 (担当：鵜飼)
Mail：gdm-info@gdm-asia.com
TEL：097-137-4831
Web：www.arayz.com

ビジネスパーソンへ向けた広告をお考えの方はぜひお気軽にお問い合わせください。

ArayZでは毎月、タイ・ASEANの旬な内容をお届けしております。

無料定期購読も随時承っておりますのでご希望の方はご連絡ください。

▼お問合せフォーム

Web&メールでセミナー告知可能です
ArayZは御社のセミナー及びウェビナーの告知ツールとしてもご活用できます

料金詳細や掲載スケジュールは
こちらのQRコードをご覧ください

ニュースレター配布例

ニュースレターで告知
10,000B/回

弊社ニュースレター会員4,100人以上に配信

ArayZ Webサイトで告知
8,000B/記事

月間ページビュー50,000PV以上

 

２
０
１
８
年
5
月
に
歳
入
局
か
ら
暗
号
通
貨
や
デ
ジ

タ
ル
ト
ー
ク
ン（
以
下
、仮
想
通
貨
）の
所
得
税
課
税
に

関
す
る
ル
ー
ル
が
発
表
さ
れ
、タ
イ
に
お
け
る
仮
想
通

貨
課
税
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。今
回
は
タ
イ
に
お
け

る
仮
想
通
貨
への
課
税
に
つい
て
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

　
タ
イ
の
歳
入
法
典
に
お
い
て
、課
税
所
得
は
8
つ
の
区

分
に
分
類
さ
れ
ま
す（
図
表
1
）。

　
仮
想
通
貨
に
関
す
る
所
得
は
④
に
区
分
さ
れ
、保
持

ま
た
は
保
有
か
ら
得
ら
れ
る
利
益
の
分
配
や
移
転
に
よ

る
利
益
、ま
た
は
投
資
額
を
超
え
た
評
価
益
に
対
し
て

課
税
さ
れ
ま
す
。

　
仮
想
通
貨
に
対
す
る
課
税
所
得
の
支
払
い
の
際
に

は
、15
％
の
源
泉
税
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
仮
想
通
貨
と
同
じ
所
得
に
分
類
さ
れ
る
受
取
利
息

や
配
当
金
な
ど
も
源
泉
徴
収
義
務
が
あ
り
ま
す
が
、

フ
ァ
イ
ナ
ル
タ
ッ
ク
ス（
確
定
申
告
）に
お
い
て
分
離
課
税

を
選
択
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
特
例
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
率
よ
り
も
累
進
課

税
税
率（
０
〜
35
％
）で
高
い
税
率
が
適
用
さ
れ
る
場
合

は
分
離
課
税
を
選
択
し
、低
い
税
率
が
適
用
さ
れ
る
場

合
は
合
算
し
て
総
合
課
税
を
選
択
し
て
確
定
申
告
を

提
出
す
る
こ
と
で
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
し
か
し
、受
取
利
息
や
配
当
な
ど
と
は
異
な
り
、仮

想
通
貨
取
引
に
お
い
て
は
分
離
課
税
を
選
択
で
き
る

特
例
規
定
が
な
く
、総
合
課
税
と
な
る
た
め
確
定
申
告

が
必
要
で
す
。

　
源
泉
徴
収
さ
れ
た
15
％
に
つ
い
て
は
確
定
申
告
書

上
、納
税
額
か
ら
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、総
合

課
税
に
よ
る
累
進
課
税
の
計
算
に
お
い
て
税
率
が
15
％

に
届
か
な
い
場
合
は
還
付
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

聞
き
た
く
て
も
聞
け
な
か
っ
た
、タ
イ
の
税
金
事
情

タ
イ
の
仮
想
通
貨
へ
の
個
人
所
得
税
課
税

www . j g a . a s i a

言葉、文化を超えてグローバル日系企業が
本業に専念できる環境を提供します。

業務内容
 記帳代行／月次決算、財務諸表作成／税務相談、コンサルティング
各種税務申告書作成／給与、社会保険業務
スポット業務（還付請求、デューデリジェンス、Ｍ＆Ａ他）

Thai Office
10/183 (2402) 24Floor, The trendy Building, 
Sukhumvit Soi 13   TEL: 02-168-6225
Japan Office
＜はらしま会計事務所＞　2006年7月設立。日本国内の税務業務
及び各種コンサルティングの他、タイ進出企業の日本本社向けに総
合コンサルティングサービスを提供。
J  Glocal  Accounting社の日本オフィスとしての役割を担う。

大学卒業後、証券化に特化した会計事務所
勤務を経て2009年来タイ。大手日系会計事
務所で５年間勤務し、日系金融機関ほか多く
の日系企業の会計・税務・監査業務に従事
する。13年12月、J Glocal Accounting 
Co.,Ltd.を設立、タイと日本の会計・税務の専
門家として日系企業へのサポートを行う。

J Glocal Accounting Co., Ltd.
Managing Director

坂田 竜一

　
実
務
上
、現
在
は
取
引
所
か
ら
タ
イ
バ
ー
ツ
口
座

へ
着
金
す
る
際
に
源
泉
徴
収
が
行
わ
れ
て
い
な
い
た

め
、将
来
的
に
源
泉
徴
収
が
開
始
さ
れ
た
と
し
て

も
、仮
想
通
貨
取
引
は
給
与
所
得
な
ど
と
合
わ
せ
て

確
定
申
告
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
税
法
上
、利
益
の
計
算
方
法
な
ど
の
具
体
的
な
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、仮
想
通
貨

に
対
す
る
所
得
は
専
門
家
に
相
談
を
行
い
な
が
ら

申
告
手
続
き
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

図表１

① 給与、賞与、住宅手当など雇用に起因する所得
② 職責や請負に起因する所得
③ 営業権、著作権、特許権の使用料
④ 利息、配当、株式譲渡益、仮想通貨、デジタルトークンに関する利益
⑤ 資産の賃貸
⑥ 自由業（弁護士、会計士、建築士等）の所得
⑦ 請負契約所得
⑧ ①から⑦に属さない、事業、商業、農業、工業等の所得

課税所得の8つの区分
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サイト内は英語、タイ語、
日本語で検索可能です！

タイの物流倉庫・賃貸倉庫検索サイト
Find Warehouse Thailand

タイ王国 77 県エリア、バンコク、シラチャー、ラ
ヨーン、他、各県にある主要工業団地の賃貸倉庫、営
業倉庫の検索が可能。倉庫オペレーションに必要な
機材、サービスの専門業者もご紹介しています。

サイトの倉庫情報から直接メール、電話で所有会社
へご連絡頂けます。サイトご利用による会員登録、
利用手数料、成約手数料は一切掛かりません。

URL：http://www.find-warehouse.com
TEL： 064-934-9714（Ms.Supeephat / タイ語・英語）

E-Mail：info@find-warehouse.com

一般人材派遣

一般人材紹介

紹介予定派遣

タイで10年以上の実績24時間日本語対応

財人    を派遣する。

Email：k.tabuchi@kyoudoh.co.th　　HP：www.kyoudoh.com

KYOUDOH GROUP RECRUITMENT CO., LTD.

29/1 PiyaPlaceLangsuang Building,10th Fl, Unit 10E, Soi Langsuang, 
Ploenchit Road Lumpini Pathumwan, Bangkok 10330

電話：（+66）02-254-5276　日本人直通：086-016-7200（田淵）

即戦力タイ人材を事前研修後に派遣

プロフェッショナルな人材情報をご提供

雇用前にまずは一定期間、お試し採用

運転手派遣 おすすめ！

事前教育、薬物検査に合格した運転手を派遣しま
す。正社員運転手が待機しており、24時間日本語対
応で緊急時のサポート体制も万全です。

れ
る
こ
と
と
な
る
。つ
ま
り
、遺
言
を
作
成
し

た
日
本
人
の
死
亡
時
の
居
住
地
が
タ
イ
で

あ
っ
た
場
合
に
は
、当
該
遺
言
の
有
効
性
や

解
釈
に
つ
い
て
は
、タ
イ
法
に
従
っ
て
判
断
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
最
後
に
、作
成
し
た
遺
言
の
取
消
に
つ
い

て
は「
遺
言
ま
た
は
遺
言
の
条
項
の
取
消
し

は
、そ
の
取
消
が
さ
れ
た
際
の
遺
言
を
作
成

し
た
者
の
居
住
地
の
法
律
に
よ
る
。ま
た
遺

言
ま
た
は
遺
言
の
条
項
の
失
効
は
、遺
言
を

作
成
し
た
者
の
死
亡
時
の
居
住
地
の
法
律
に

よ
る
」（
抵
触
法
42
条
）と
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、日
本
人
が
遺
言
を
作
成
し
、

後
に
そ
の
遺
言
を
取
消
す
際
、取
消
時
の
居

住
地
が
タ
イ
で
あ
っ
た
場
合
は
、タ
イ
の
法
律

に
基
づ
き
取
消
の
有
効
性
が
判
断
さ
れ
る
。

遺
言
の
形
式

　
遺
言
の
形
式
と
し
て
タ
イ
の
民
商
法
典
に

は
大
き
く
５
種
類
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。こ

の
う
ち
日
本
人
が
作
成
す
る
こ
と
が
実
務

上
可
能
な
も
の
は
次
の
２
種
類
で
あ
る
。

　（
a
）普
通
遺
言
は
、遺
言
作
成
時
の
年
月

日
を
記
載
の
上
、遺
言
者
と
２
人
以
上
の
証

人
の
署
名
に
よ
り
作
成
さ
れ
る（
民
商
法
典

１
６
５
６
条
）。

　
こ
の
証
人
は
、遺
言
時
に
お
け
る
遺
言
者

の
署
名
を
保
証
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
普
通
遺
言
は
日
本
の
遺
言
の
方
式
で

い
え
ば
公
正
証
書
遺
言
に
似
て
い
る
が
、証

人
と
な
る
者
の
資
格
が
公
証
人
に
限
定
さ

れ
て
い
な
い
点
や
、遺
言
の
趣
旨
を
口
頭
で
伝

え
る
必
要
が
な
い
点
は
日
本
と
異
な
る
。

　（
b
）自
筆
証
書
遺
言（
民
商
法
典
１
６
５

７
条
）は
、そ
の
遺
言
の
全
て
を
遺
言
者
の
自

筆
で
記
載
し
作
成
す
る
遺
言
で
あ
る
。こ
れ

は
日
本
に
お
け
る
自
筆
証
書
遺
言
と
類
似

の
形
式
と
言
え
る
。

　
ま
ず
、有
効
な
遺
言
を
作
成
す
る
こ
と
が

で
き
る
能
力
に
つ
い
て
、「
遺
言
を
作
成
す
る

人
の
能
力
は
、遺
言
が
作
成
さ
れ
た
時
の
国

籍
の
法
律
に
よ
る
」（
抵
触
法
39
条
）と
し

て
、遺
言
作
成
者
の
国
籍
地
に
お
け
る
法
律

が
適
用
さ
れ
る
旨
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
遺
言
作
成
者
が
日
本
人
の

場
合
、遺
言
は
15
歳
に
達
し
た
場
合
に
作
成

す
る
こ
と
が
で
き
る（
民
法
9
6
1
条
）。こ

の
た
め
、15
歳
以
上
で
あ
れ
ば
タ
イ
で
も
原

則
と
し
て
遺
言
を
有
効
に
作
成
で
き
る
。

　
遺
言
の
形
式
に
つ
い
て
抵
触
法
40
条
で
は

「
人
は
、自
身
の
国
籍
に
お
け
る
法
律
で
規

定
さ
れ
て
い
る
形
式
に
加
え
て
、遺
言
を
作

成
す
る
そ
の
国
の
法
律
で
定
め
ら
れ
た
形
式

に
従
っ
て
遺
言
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き

る
」と
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、ま
ず
日
本
人
で
あ
れ
ば
、日
本

の
民
法
に
従
う
形
式
で
遺
言
を
作
成
す
る

こ
と
が
で
き
る
。さ
ら
に
、遺
言
を
タ
イ
に
お

い
て
作
成
す
る
場
合
に
は
、タ
イ
の
民
商
法

典
に
従
う
形
式
で
、遺
言
を
作
成
す
る
こ
と

も
で
き
る
も
の
と
い
え
る
。

　
さ
ら
に
作
成
さ
れ
た
遺
言
に
つ
い
て
の
効

力
や
そ
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、「
遺
言
の
効
力

お
よ
び
解
釈
、な
ら
び
に
遺
言
ま
た
は
遺
言

の
条
項
の
無
効
は
、遺
言
を
作
成
し
た
者
の
、

死
亡
時
の
居
住
地
の
法
律
に
準
拠
す
る
」

（
抵
触
法
41
条
）と
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、遺
言
の
効
力
や
、遺
言
の
内
容

の
解
釈
に
つ
い
て
争
い
が
生
じ
た
場
合
に
は
、

遺
言
を
作
成
し
た
者
の
死
亡
時
の
居
住
地

に
よ
り
そ
の
有
効
無
効
や
解
釈
が
判
断
さ

　当
職
担
当
の
回
で
は
、タ
イ
に
お
け
る
相

続
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。前
回
は

タ
イ
に
財
産
の
あ
る
日
本
人
に
対
し
て
、タ

イ
で
適
用
さ
れ
る
相
続
制
度
に
つ
い
て
解
説

し
た
。

　今
回
は
、タ
イ
の
財
産
に
つ
い
て
遺
言
を

作
成
す
る
場
合
の
、そ
の
効
力
や
形
式
、解

釈
な
ど
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

遺
言
の
作
成

　
タ
イ
に
財
産
が
あ
る
日
本
人
が
遺
言
を

作
成
す
る
場
合
、い
か
な
る
点
に
注
意
を
し

て
作
成
を
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。

　
タ
イ
に
財
産
が
あ
る
、国
際
的
な
相
続
の

場
合
、そ
も
そ
も
そ
の
遺
言
の
作
成
と
成
立

に
つ
い
て
、日
本
と
タ
イ
ど
ち
ら
の
国
の
法
律

が
適
用
さ
れ
る
か
と
い
う
点
か
ら
難
し
い
問

題
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
、タ
イ
で
ス
ム
ー
ズ
に
相
続
手
続

き
を
進
め
る
た
め
に
は
、タ
イ
法
上
の
規
定

に
従
って
い
る
必
要
が
あ
る
。

　
こ
の
た
め
今
回
は
、タ
イ
で
相
続
手
続
き

が
で
き
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
遺
言
を
作

成
す
る
場
合
、と
し
て
解
説
す
る
。

適
用
さ
れ
る
法
律

　
前
回
も
解
説
し
た
法
律
で
は
あ
る
が
、

A
ct O

n Conflict O
f Law

s B.E.2481

（
以
下「
抵
触
法
」）に
お
い
て
、国
際
相
続
に

お
け
る
遺
言
の
作
成
能
力
や
適
用
法
な
ど

が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
と
め

　
日
本
人
も
タ
イ
の
法
律
に
基
づ
き
遺
言
を

作
成
で
き
、タ
イ
法
上
の
遺
言
方
式
自
体
は

日
本
と
類
似
す
る
も
の
で
あ
る
。ま
た
日
本

の
形
式
に
基
づ
き
、遺
言
を
作
成
す
る
こ
と

も
可
能
で
あ
る
。

　
タ
イ
に
も
日
本
に
も
財
産
を
有
す
る
場

合
、タ
イ
で
の
手
続
き
を
念
頭
に
す
れ
ば
、タ

イ
の
財
産
を
日
本
の
財
産
と
分
け
て
し
ま
う

こ
と
、ま
た
日
本
の
遺
言
と
矛
盾
抵
触
し
な

い
形
で
遺
言
を
作
成
し
て
お
く
こ
と
が
、そ
の

内
容
が
複
雑
化
し
、解
釈
が
混
乱
す
る
可
能

性
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、タ
イ
で
手
続
き

を
進
め
る
際
に
は
有
用
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
た
だ
、国
際
相
続
は
税
務
面
も
含
め
複
雑

な
検
討
が
必
要
に
な
る
た
め
、遺
言
作
成
の

際
は
専
門
家
へ
相
談
し
な
が
ら
作
成
を
す
る

こ
と
を
お
勧
め
す
る
。

 

知
ら
な
き
ゃ
損
す
る
タ
イ
ビ
ジ
ネ
ス
法
務

インテリジェンス・リレー連載

2017年1月よりタイのTNY国際法律事務
所にて執務。TNY国際法律事務所は、日本
人弁護士2名が共同代表を務める法律事
務所であり、会社設立から規制調査、契約
書のリーガルチェック、商標登録申請、相続
手続きなどのサービスを提供している。

日本国弁護士　 藤原 杯花
TNY国際法律事務所

URL: ht tp: / /www.tny- legal .com/
C o n t a c t :  i n f o @ t n y - l e g a l . c o m

タ
イ
の
相
続
の
概
要
〜
タ
イ
に
お
け
る
遺
言
〜
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サ
ハ
グ
ル
ー
プ
と
の
合
弁
設
立
の
経
緯
は
？

　
今
年
、日
本
経
済
新
聞
の
連
載「
私
の
履
歴

書
」に
、サ
ハ
グ
ル
ー
プ
の
ブ
ン
ヤ
シ
ッ
ト
会
長
が
登

場
さ
れ
、弊
社
と
の
合
弁
設
立
の
き
っ
か
け
に
つ

い
て
も
触
れ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た（
７
月
26
日
付

参
照
）。

　
消
費
財
が
主
の
サ
ハ
グ
ル
ー
プ
に
あ
っ
て
、当

時
、警
備
事
業
は
新
し
い
分
野
で
し
た
。

　
弊
社
創
業
者
で
社
長
の
飯
田（
現
最
高
顧

問
）は〝
滑
走
路
が
長
い
ビ
ジ
ネ
ス
で
す
が
、一た
び

飛
び
立
て
ば
順
調
に
飛
行
し
ま
す
〞と
、飛
行
機

の
操
縦
が
趣
味
の
ブ
ン
ヤ
シ
ッ
ト
会
長
に
説
明
し

た
そ
う
で
す
。つ
ま
り
短
期
間
で
収
益
化
で
き

る
事
業
で
は
な
い
と
認
識
し
た
う
え
で
、ブ
ン
ヤ

シ
ッ
ト
会
長
か
ら
お
声
が
け
い
た
だ
き
合
弁
設

立
に
至
り
ま
し
た
。

　
パ
ー
ト
ナ
ー
が
サ
ハ
グ
ル
ー
プ
と
い
う
タ
イ
で
の

信
用
に
加
え
て
、長
期
的
な
目
線
で
サ
ポ
ー
ト
を

続
け
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
、安
定
し
て
事
業
を

拡
大
で
き
た
最
大
の
要
因
だ
と
思
い
ま
す
。

　
既
に
タ
イ
で
も
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
を
は
じ

め
様
々
な
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、日
本

式
の
見
守
り
を
う
ま
く
ア
レ
ン
ジ
し
て
タ
イ
に
導

入
す
る
こ
と
も
、今
後
の
商
品
展
開
の
中
で
は
十

分
あ
り
得
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
も
地
方
都
市
で
新
し
い
シ
ョッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
の
建
設
が
相
次
い
で
い
ま
す
。こ
れ
ま
で

も
私
共
は
大
規
模
施
設
向
け
の
警
備
シ
ス
テ
ム

を
手
掛
け
て
き
ま
し
た
が
、さ
ら
に
競
争
力
を

高
め
て
Ｓ
Ｍ
Ｅ
や
個
人
の
お
客
様
か
ら
大
型
施

設
に
い
た
る
ま
で
、セ
コ
ム
の
特
色
で
も
あ
る
人
、

機
械
、情
報
が
適
切
に
統
合
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

経
営
者
と
し
て
心
掛
け
て
い
る
こ
と
と
は
？

　
タ
イ
の
現
地
法
人
で
す
の
で
、タ
イ
の
マ
ー
ケ
ッ

今
後
の
事
業
展
開
に
向
け
た
展
望
は
？

　
こ
れ
ま
で
は
、大
き
な
災
害
や
社
会
的
混
乱
に

際
し
て一
時
的
に
退
避
し
て
業
務
継
続
を
図
り
、

正
常
化
時
に
は
速
や
か
に
従
来
の
状
態
に
戻
す

こ
と
が
多
く
の
会
社
が
考
え
て
い
た
B
C
P（
事

業
継
続
計
画
）だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
が
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、終
わ
り
が

見
え
な
い
状
態
で
継
続
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

状
況
に
直
面
し
ま
し
た
。B
C
P
の
形
が
大
き

く
変
化
し
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、従
来
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
そ
の
も
の
を
お

客
様
に
し
っ
か
り
と
届
け
る
こ
と
に
強
く
フ
ォ
ー

カ
ス
し
て
き
ま
し
た
。し
か
し
最
近
は
、ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
情
報
通
信
機
器
の
発
達
に
伴
い
、お

客
様
が
様
々
な
利
便
性
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

環
境
が
整
って
き
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
だ
け
の
サ
ー
ビ
ス
で

は
お
客
様
に
受
け
入
れ
ら
れ
に
く
く
な
っ
て
い
ま

す
。つ
ま
り
、シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
で
、セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
だ
け
で
な
く
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
プ
ラ
ス
の

効
果
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
って
き
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、来
店
し
て
い
る
お
客
様
の
人
数
が
分

か
っ
た
り
、責
任
者
が
遠
隔
で
ス
タ
ッフ
の
活
動
状

況
を
把
握
で
き
る
な
ど
、い
わ
ゆ
る
人
が
い
な
く

な
っ
た
夜
の
時
間
帯
だ
け
を
守
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

で
は
な
く
、そ
の
シ
ス
テ
ム
を
通
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
に

関
す
る
様
々
な
情
報
が
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
る

方
々
の
比
率
が
増
え
て
い
ま
す
。そ
こ
で
私
共
も

昨
年
12
月
か
ら
、ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
も
で
き
る

商
品
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
タ
イ
で
少
子
化
、高
齢
化
が
進
む
こ

と
も
あ
り
、〝
高
齢
者
見
守
り
〞の
ニ
ー
ズ
も
高
ま

っ
て
い
く
と
見
込
ま
れ
ま
す
。日
本
で
も
見
守
り

の
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、弊
社
は
一
定
の
支
持
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

タイのセキュリティサービス業界動向

　タイでは相対的に低水準の人件費を背景に、依然として有人での警備が
主流となっている。また、「セキュリティの可視性」が優先される傾向もあり、ドア
マンや駐車場警備員などが配置される傾向にある。
　一方で、CCTVやIPカメラ等のデバイスの普及も近年急速に進んでいる。
特にバンコクエリアでは鉄道網の整備や空港の拡張が続き、アクセス制御ド
アやCCTVなどの導入が急速に進んだ。今後は機器導入だけでなく、人と機
械が連携し総合的に警備体制を管理するオペレーションノウハウや省人化に
よる機械警備（機器類に備わるセンサーなどによる検知で人だけに頼らずに
行う警備）へのシフトも進むと考えられる。
　今後の市場の拡大要因は、セキュリティ要件の向上や、スマートシティ・ス
マートホーム分野でのセキュリティ技術導入、アプリケーションの拡張などが挙
げられる。セキュリティ要件の向上については、2016年の警備法施行が挙げ
られる。例えば警備員については、18歳以上のタイ国籍、認定訓練などの一
定の条件のもとによるライセンス付与を義務付けた。違反時の雇用主に対す
る罰則等も設けたものであり、事業者側に一定の条件を課したものとなった。
　業界の大手主要プレーヤーは、日系ではThai Secomのほか地場系の
Guts Investigation、外資系の英国のPCSやG4Sなどが挙げられる。その他
セキュリティ製品関連では、地場系のHIP Globalなどで、直近では従来の
CCTV製品や指紋スキャナーに加えて、コロナ対応製品としてフェイススキャ
ン体温計、消毒機付き体温計などを提供している点も近年の傾向として挙げ
られる。

ト
に
合
わ
せ
て
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
日
本
で
は
警
備
業
法
に
よ
っ
て
警
備
会
社
の

提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
詳
細
に
規
定
さ
れ
て
い
ま

す
が
、タ
イ
に
は
そ
こ
ま
で
細
か
い
ル
ー
ル
が
あ

り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、日
本
の
ル
ー
ル
に
沿
っ
て

作
ら
れ
た
メ
ニュ
ー
を
そ
の
ま
ま
タ
イ
に
移
管
し

よ
う
と
す
る
と
、お
客
様
の
ニ
ー
ズ
と
マッ
チ
し
な

い
部
分
が
出
て
き
ま
す
。タ
イ
に
合
っ
た〝
ベ
ス
ト

ミ
ッ
ク
ス
〞を
作
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
合
わ
せ
る
最
善
の
方
法
は
現
地

化
で
す
。そ
の
た
め
の
組
織
づ
く
り
も
含
め
て
、

最
も
重
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
も
う
一つ
は
判
断
に
つ
い
て
で
す
。正
し
い
情
報

に
基
づ
い
て
、そ
し
て一部
で
は
な
く
多
面
的
に
事

実
を
積
み
上
げ
て
判
断
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

常
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
警
備
会
社
は
お
客
様
か
ら
見
れ
ば
、皆
が
同

じ
考
え
方
、同
じ
姿
勢
で
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
が
信
頼
感
を
生
む
と
い
う
、安

定
と
信
頼
感
が
表
裏
一体
の
関
係
に
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、安
定
は一
歩
間
違
え
る
と
安
住
に
変

わ
り
、安
住
は
思
考
停
止
に
繋
が
り
か
ね
ま
せ

ん
。そ
の
悪
循
環
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
気
を
付
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
時
代
と
共
に
様
々
な
事
実
は
変
わ
り
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、正
し
い
事
実
、多
面
的
な
事
実
に

基
づ
い
て
、安
定
の
中
に
も
し
っ
か
り
と
変
化
を

生
む
こ
と
が
非
常
に
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

新型コロナウイルスの問題に加えて、タイは
国内市場の成熟や少子高齢化など様々な
変化を迎えている。企業のトップはそれらを
どう捉え、対処しようとしているのか。各分野
の企業トップの展望を三菱UFJリサーチ＆コ
ンサルティングの池上氏が聞く。

アフターコロナの経営変革

　
サ
ハ
グ
ル
ー
プ
は
日
系
企
業
と
多
く
の
合
弁
会

社
を
手
掛
け
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、以
前
は
ブ
ン

ヤ
シ
ッ
ト
会
長
が
毎
年
日
本
に
お
越
し
に
な
ら

れ
て
い
ま
し
た
。合
弁
先
へ
の
挨
拶
回
り
を
さ

れ
、弊
社
の
飯
田
と
も
面
談
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
２
年
程
お
目
に
掛
か
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、連
載
を
機
に
現
社
長
の
尾
関
と
の
手
紙
の

交
換
が
行
わ
れ
、飯
田
も
間
接
的
に
コ
ミ
ュニ
ケ

ー
シ
ョン
を
取
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

セ
キ
ュ
リ
ティ
に
関
す
る
タ
イ
市
場
の
特
徴
と
は
？

　
東
南
ア
ジ
ア
の
生
活
水
準
が
上
が
る
に
つ
れ

て
、人
々
の
考
え
方
も
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。

　
特
に
新
し
い
技
術
、デ
ジ
タ
ル
へ
の
受
容
性
が

非
常
に
高
く
、徐
々
に
機
械
化
が
進
ん
で
いっ
た

日
本
と
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
異

な
り
ま
す
。

　
タ
イ
で
は
警
備
ス
タ
ッフ
を
派
遣
す
る
従
来
型

の
常
駐
警
備
と
言
わ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
や
、監
視
カ

メ
ラ
や
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
な
ど
の
機
械
だ
け
が
単
独

で
動
い
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
も
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と

呼
び
、多
く
の
方
が
そ
れ
で
十
分
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
日
本
や
欧
米
に
お
け
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
は
、

そ
れ
ら
が
相
互
連
携
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
と

認
識
さ
れ
て
い
ま
す
が
、当
地
で
は
ま
だ
ま
だ
そ

の
概
念
は
浸
透
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
し
た
が
っ
て
従
来
の
常
駐
型
警
備
の
マ
ー
ケ
ッ

ト
や
機
器
売
り
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
大
き
く
、私
共

の
よ
う
な
機
械
警
備
ま
で
を
手
掛
け
て
い
る
事

業
者
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
ま
た
、タ
イ
で
は
機
械
警
備
が
順
を
追
っ
て
発

展
す
る
と
い
う
よ
り
は
、そ
こ
に
行
き
着
く
前
に

急
速
な
Ｉ
Ｔ
の
技
術
革
新
が
見
ら
れ
、ま
た
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
が
急
速
に
普
及
し
た
こ
と
な
ど
も

我
々
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
へ
の
理
解
に
対
す
る
影

響
も
一定
程
度
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、今
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
事
務
所

や
工
場
に
設
置
さ
れ
た
監
視
カ
メ
ラ
の
映
像
が

見
ら
れ
ま
す
。そ
の
た
め
、ま
る
で
十
分
に
監
視

が
な
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
が
ち
で

す
。た
だ
実
際
に
は
、そ
こ
に
た
く
さ
ん
の
落
と

し
穴
が
あ
り
ま
す
。

　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
更
新
な
ど
を
ユ
ー
ザ
ー
側
が

自
覚
を
も
っ
て
行
わ
な
い
と
、新
し
い
商
品
で
も

興
味
本
位
や
い
た
ず
ら
目
的
で
ハッ
キ
ン
グ
を
さ

れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
先
日
も
某
大
手
メ
ー
カ
ー
の
製
品
に
脆
弱
性

が
発
見
さ
れ
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
フ
ァ
イ
ル
が
配
布
さ

れ
ま
し
た
。し
か
し
、多
く
の
人
は
脆
弱
性
が
見

つ
か
っ
た
こ
と
す
ら
気
づ
か
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　
こ
の
よ
う
に
、適
切
な
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
の
維
持

が
ユ
ー
ザ
ー
側
の
意
識
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
ケ
ー

ス
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、正
し
い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る

啓
蒙
活
動
を
進
め
て
、現
状
の
ま
ま
で
は
不
十

分
で
あ
る
こ
と
に
気
付
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
、私

共
の
拡
大
す
る
余
地
は
ま
だ
非
常
に
大
き
い
と

思
って
い
ま
す
。

アフターコロナの

経営変革
警備業界

企業トップに聞く

1987年にタイの大手財閥サハグループとの合弁企業として設
立され、機械警備及び常駐警備を中心に事業を展開する総合
セキュリティ企業。現在、従業員は2,000名を超え、北はチェンラ
イから南はソンクラーまでタイ各地に50の事業所を構える。

Managing Director

江頭 恵太

Thai Secom
Security Co., Ltd.

By MU Research and Consulting （Thailand）Co., Ltd.

● Thai Secom Security Co.,Ltd.
87/2 14th Floor, CRC Tower, All Seasons Place, Wireless Road, 
Lumpinee, Phatumwan, Bangkok 10330
Tel：02-685-3996（日本人専用）
E-mail：secomth_ias@secom.co.th

Thai Secom Security Co., Ltd.業界の大手主要プレーヤー
PCS Security and Facility Services Co., Ltd.（英）
総合施設管理事業の一環として有人警備、遠隔監視、駐車場管理などのサービスを提供。
近年は、清掃ロボットなどテクノロジーへの投資も行っている

G4S Security Services (Thailand) Co., Ltd.（英）
有人警備がメイン事業。その他、受付係や運転手、メンテナンススタッフ等の総合施設管理サー
ビスやCCTV、火災警報器等のセキュリティ製品も販売

Guts Investigation Security Guard Co., Ltd.（泰）
有人警備がメイン事業。グループ会社が、セキュリティ専門学校、電子保険システム等を展開。直
近は、COVID19 の抗原検査キットやSNSでのワクチン予約サービスを提供

Thai Secom Security Co., Ltd.（日）
セキュリティ製品をパッケージ等で幅広く提供可能。機械と人が連携したセキュリティサービス、
中小企業向けスマートセキュリティ、24時間ホームセキュリティシステム等も特徴

Guardforce Security (Thailand) Co., Ltd.（香港）
有人警備がメイン事業で、その他CCTV制御室オペレータサービス、航空保安サービス、小売り
用ビデオ解析等も提供。近年はパトロールロボット、清掃ロボット等にも取組む
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GDMからの紹介の方には上記サービスに加え、下記をサービス！

お部屋探しならディアライフ！

デポジット
長期立替

成約特典が盛りだくさん！成約特典が盛りだくさん！

GDM紹介プロモーション！GDM紹介プロモーション！さらに！

＋

引っ越し費用負担

JALマイレージ贈呈
（2,000マイル）

インターネットTV
1年間無料

インターネットTV
1年間無料

＋

or

１１特典 法人企業さま向け

イメージキャラクター
ぱんちゃん璃奈
イメージキャラクター
ぱんちゃん璃奈

ご退去まで専任の日本人チームがサポート
全物件「住宅保険」付き
「セレッソ大阪サッカースクール・バンコク校」ご優待
タイで使える携帯電話の基本料金が半額、「ベリーモバイル」ご優待
「ムエタイ×フィットネス“Migaku”」ご優待

※法人専属契約企業様は２つお選びいただける場合がございます。

さらに１つ
選べる特典

● 引っ越し代サービス                  ● JALマイルが貯まる
● ウォーターサーバー（レンタル）　● 空気清浄機（レンタル）
● 日本のテレビが見られるインターネットテレビプレゼント

※特典1のサービス提供は別途法人契約が必要になりますので詳細はディアライフ社までお問い合わせください
※サービスプロモーションは予告なく変更となる場合もございます。予めご了承ください。

特典 駐在員さま向け２２

57, Park Ventures Ecoplex, 12th Fl. Unit 1211
Wireless Road, Lumpini, Patumwan, Bangkok 10330

GDM (Thailand) Co., Ltd.
www.gdm-asia.com

電　  話 086-513-7435 高尾
takao@gdm-asia.comEメール

· トヨタ車体精工 様
· アイシン精機 様
· 積水プラスティック 様
· アルプス電気 様
· 戸上電機 様
· 宇徳 様
· 旭テック 様
· 三建産業 様
· 福島工業 様
· コマツ 様

· 名港海運 様
· 井関農機 様
· 宇部興産機械 様
· 不二越 様
· パナソニックデバイス
 SUNX 様
· 日本ダイヤバルブ 様
· 古河電気工業 様
· 古河AS 様
· 住商マシネックス 様

· 日本ガイシ 様
· アルプス物流 様
· 不二越 様
· 日本OA 様
· バルカー 様
· 野村総合研究所 様
· アムテック 様
· 大塚製薬 様
· アマダ 様
· フジゼロックス 様　他

弊社取引実績クライアント様

■ 過去3年の企業の縮小撤退動向■ 現在のタイ国内製造業の動き

日系大手

日系中堅

日系中堅

日系中堅

日系中堅

日系中堅

日系中堅

日系中小

日系中小

電機

プラスティック成形

電子部品

設備

電子部品

食品

物流

設備

アルミ部品

チョンブリ

チョンブリ

チョンブリ

チョンブリ

チョンブリ

ラヨーン

サムットプラカーン

ラヨーン

チョンブリ

完全撤退。統括エリア内統廃合

規模縮小。複数工場のうち一部売却。事業伸び悩み

完全撤退

ローカルパートナーとの合弁撤回及び撤退

完全撤退。他国へ移設

資産圧縮。余剰土地売却

資産圧縮。余剰土地売却

完全撤退。一極化していたクライアントからの受注激減

資産圧縮。余剰土地売却

区　分 業　種 エリア 撤退・縮小理由

■ 現在の売り工場の一例

売り工場

売り工場

売り工場

売り工場

アマタシティーチョンブリ

アマタシティーラヨーン

サムットプラカーン

ピントン工業団地

10,000㎡

7,000㎡

16,000㎡

6,000㎡

４,000㎡

2,000㎡

5,000㎡

3,000㎡

区　分 エ リ ア 土地サイズ 工場サイズ

区 分 詳　細

□  オンライン相談可能

□  対面面談も可能

□  情報守秘

新規

新規

新規

新規

新規

拡張

拡張

拡張

拡張

拡張

移転

移転

縮小

縮小

縮小

中国系家電部品メーカーが新規進出で工場用地を選定中

台湾系精密部品メーカーが新規進出で工場用地を選定中

日系食品加工が新規進出で工場用地を選定中

台湾系メッキ加工が新規進出で工場用地を選定中

中国系バッテリー部材メーカーが新規進出で工場用地を選定中

日系半導体関連メーカーが拡張のため工場用地を選定中

日系消費財メーカーが拡張のため工場用地を選定中

日系OA機器部品メーカーが拡張のため工場用地を選定中

日系自動機器メーカーが拡張のため工場用地を選定中

日系物流が拡張のため物流用地を選定中

日系包装資材メーカーが移転のため工場用地を選定中

日系自動車、二輪部品メーカーが移転のため工場用地を選定中

日系自動車部品メーカーが縮小のため工場用地を売却検討中

日系物流が縮小のため物流用地を売却検討中

日系化学品メーカーが縮小のため工場用地を売却検討中

詳細はお気軽にお問合せください

物件購入、売却のプロフェッショナル工場・土地購入   売却
コロナ禍でも企業の動きは徐々に活発化してきている。現在の企業動向の一部をご紹介。

100万㎡
以上の売買実績

タイで10年
100万㎡万㎡万㎡
以上の売買実績以上の売買実績以上の売買実績

タイで10年タイで10年タイで10年
100万㎡
以上の売買実績

タイで10年
100万㎡万㎡万㎡
以上の売買実績以上の売買実績以上の売買実績

タイで10年タイで10年タイで10年



　タイ中央銀行（BOT）は９月29日に
開催した金融政策委員会（MPC）
で、2021年の経済成長率予測を６
月時点の前年比1.8％増から同0.7
％増に引き下げた。22年の予測につ
いては６月時点から据え置き同3.9％
増とした。21年第３四半期の経済
は、新型コロナウイルス規制措置と輸
出の減速に影響を受けたものの、足
下では行動規制が緩和されつつあ
り、またワクチン接種も進んでいるこ
とから、年内から22年にかけては
徐 に々回復へと向かう見通し。
　なお、アジア開発銀行（ADB）は同
月22日に発表した「アジア経済見通
し2021改訂版」で、タイの21年の経
済成長率予測を４月時点の3.0％か
ら0.8％へ、22年は4.5％から3.9％
へと下方修正した。また、世界銀行も
同月27日に発表した「東アジア・大洋
州地域 半期経済報告書2021年10
月版」において、タイの21年の経済成
長率予測を4月時点の3.4％から1.0
％へ、22年は4.7％から3.6％へと下
方修正した。

　10月12日、国際通貨基金（IMF）
が「世界経済見通し」を発表し、21
年および22年のタイの経済成長率
予測について、それぞれ７月時点の
同2.1％増、同6.1％増から、同1.0％
増、同4.5％増へと下方修正した。
IMFは、ワクチン接種の普及度合に
より、アジアの先進国と新興市場国・
発展途上国の経済回復状況は乖離
しつつあるとし、ワクチンを広く行き
渡らせる政策の重要性を指摘した。
　11月３日には、タイ工業連盟
（FTI）、タイ商工会議所（TCC）、タイ
銀行協会（TBA）の民間３団体から
成る商業・工業・金融合同常任委員
会（JSCCIB）が、21年の経済成長率
について前年比0.5～1.5％増との予
測を発表。11月1日開始の63ヵ国・
地域からのワクチン接種済み外国人
旅行者への強制隔離免除や、国内
規制緩和等によって経済活性化が
見込まれることから、前月時点の同
0.0～1.0％増から上方修正した。

　盤谷日本人商工会議所（JCC）自
動車部会総会の21年上半期報告に
よれば、同期における日系メーカーの
生産実績は前年同期比56％増の
76.6万台だった。内訳は国内向けが
31.4万台（同45％増）、輸出向けが
45.2万台（同64％増）。21年通年の
生産計画台数は前年比30％増の
168.8万台で、内訳は国内向けが
70.1万台（同11％増）、輸出向けが
98.7万台（同49％増）。ただし、新型
コロナの流行、世界的な半導体不足
が引続きリスク要因になるとしている。
　また、21年通年の国内新車販売
台数は75万台前後でおおむね前年
並みである一方、輸出台数は99万台
で2019年の水準に回復する見込み
を示した。

　タイ投資委員会（BOI）は９月６日、
①温室効果ガス排出削減、②電気自
動車（EV）生産、③新型コロナ対策
に係る事業に対する新たな優遇措置
を発表した。温室効果ガス排出削減
については、環境負荷低減や持続可
能な開発、政府が推進するBCG経
済モデルの推進に資する投資への優
遇措置を承認する。
　具体的には低メタン放出性の稲
作といった持続可能な農業開発、温
室効果ガス排出量削減を目的とした
設備への投資、自然冷媒を使用した
冷蔵施設や冷蔵輸送業務への投資
に３年間の法人税免除が、CCUS(二
酸化炭素を回収・利用・貯蔵する技
術）による石油化学施設や天然ガス
の分離プラントに８年間の法人税免
除が付与される。またタイをEV製造
のハブに押し上げるための政策とし
て、奨励措置を改定し全タイプのEV
製造を優遇対象とした。対象には蓄
電システム、充電モジュール、フロン
ト・リア車軸モジュールで構成される
BEVプラットフォームも含まれる。
　新型コロナが事業に与える影響を
緩和させるための措置としては、21
年４月１日から12月31日までに
ISO9002やCMMI等国際規格の認
証取得を必要とする企業について、
期限を６ヵ月延長する。また、国内で
のワクチンや治療薬の開発・生産を
促進するため、企業が公的研究機関

等に財政支援する場合、支援規模に
応じて法人税の優遇措置を最大３
年間延長する。

　タイ投資委員会（BOI）は10月11
日、21年１～９月の投資申請統計を
発表した。新規申請額は5,206.8億
バーツで、前年同期比140％増とな
った。申請件数は同23％増の1,273
件だった。業種別では電気・電子が
最も多く772.1億バーツ、医療が
592.1億バーツ、石油化学・化学品
が367.6億バーツと続いた。海外直
接投資（FDI）の新規申請額は、前年
同期比220％増の3,720.7億バーツ
だった。国・地域別では、日本が
678.2億バーツ（125件）で首位だっ
た。米国の269.4億バーツ（31件）、
シンガポールの268.8億バーツ（75
件）、中国の237.1億バーツ（89件）
が続いた。

　タイ政府は９月28日付の官報に
て、公的債務残高の対GDP比上限
を現行の60％から70％まで引き上
げることを発表した。新型コロナに伴
う経済対策費や国営事業に対する
財源調達等のため、 21年９月末時
点で公的債務残高は前年同月比
19.0％増の９兆3,375億バーツ、対
GDP比は58.0％となった。

　タイ政府は11月1日より、日本を含
む63の国・地域からの空路での入国
者で、かつ入国時点でワクチン接種
完了から14日間以上経過している入
国者に対し、隔離免除措置の適用を
開始した。ただし、タイ到着後に行う
PCR検査結果判明まで政府指定ホ
テルで１泊する必要があるほか、引続
き渡航前72時間以内に陰性証明書
の取得等が求められる。
　なお、入国者は渡航前に当該国・
地域に連続して21日以上滞在してい
る必要があるが、タイ在住者がタイに
戻る場合この条件は適用されない。
また、同日でタイ入国前に取得が必
要だった入国許可証（COE）の登録
受付は終了し、代わってThailand 
Passの登録受付が開始となった。

経　済

経
済
・
政
治
関
連
ト
ピ
ッ
ク 

９
月
〜

11
月

政　治

T
h

a
ila

n
d

 E
c

o
n

o
m

ic
 R

e
v

ie
w

S
B

C
S

 C
o

., Ltd
.

経
済
概
況

【免責】当レポートに掲載されているあらゆる内容の無断転載・複製を禁じます。当レポートは単に情報提供を目的に作成されており、その正確性を当社
及び情報提供元が保証するものではなく、また掲載された内容は経済情勢等の変化により変更される事があります。掲載情報は利用者の責任と判断でご
利用頂き、また個別の案件につきましては法律・会計・税務等の各面の専門家にご相談下さるようお願い致します。万一、利用者が当情報の利用に関して
損害を被った場合、当行及び情報提供元はその原因の如何を問わず賠償の責を負いません。

SBCSは三井住友フィナンシャルグループが出資する、
SMBCグループ企業です。1989年の設立以来、
日系企業のお客さまのタイ事業を支援しております。

　
バ
ン
コ
ク
で
は
11
月
に
外
出
禁
止

令
が
終
了
し
、条
件
付
き
な
が
ら
お

酒
を
店
内
で
飲
め
る
こ
と
に
な
り
、

か
な
り
通
常
の
状
態
に
戻
っ
て
き

た
。こ
れ
ま
で
在
宅
勤
務
を
基
本
と

し
て
い
た
が
、そ
ろ
そ
ろ
元
の
勤
務
形

態
に
戻
せ
る
日
が
近
付
い
て
い
る
。

　
そ
こ
で
社
員
に
聞
い
て
み
た
。「
通

常
に
戻
っ
た
ら
、週
に
何
回
出
社
に

す
る
の
が
良
い
と
思
う
？
手
を
挙
げ

て
」「
１
回
、２
回
、３
回
、４
回
、５

回
」。誰
も
手
を
挙
げ
な
い
。恐
る

恐
る「
ゼ
ロ
」と
言
っ
た
と
こ
ろ
全
員

が
手
を
挙
げ
た
。別
の
チ
ー
ム
で
も

同
じ
こ
と
を
聞
い
た
が
、ほ
と
ん
ど

が
ゼ
ロ
と
い
う
回
答
。

　
当
社
は
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社

と
い
う
業
務
柄
、在
宅
勤
務
が
比
較

的
馴
染
み
や
す
い
の
か
、週
に
１
回

以
上
出
社
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の

は
１
割
程
度
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ

て
驚
愕
し
た
。

　
実
は
８
月
頃
に
同
じ
質
問
を
し

た
際
に
は
週
２
、３
回
出
社
と
の
回

答
が
多
数
を
占
め
た
。時
間
の
経
過

と
と
も
に
在
宅
勤
務
が
習
慣
と
な
っ

た
よ
う
だ
。

　
あ
る
心
理
学
者
が
言
っ
た
と
い
う

「
心
が
変
わ
れ
ば
行
動
が
変
わ
る
。

行
動
が
変
わ
れ
ば
習
慣
が
変
わ
る
。

習
慣
が
変
わ
れ
ば
人
格
が
変
わ
る
。

人
格
が
変
わ
れ
ば
運
命
が
変
わ
る
」

と
い
う
言
葉
が
頭
に
浮
か
ぶ
。

　
今
回
の
場
合
、心
が
変
わ
っ
た
の

で
は
な
く
環
境
が
強
制
的
に
行
動

を
変
え
た
わ
け
だ
が
、通
勤
と
い
う

習
慣
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。次
は
人

格
と
運
命
か
？

　
私
は
と
言
う
と
、会
社
支
給
の

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
に
自
費
で
購
入
し

た
大
画
面
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
付
け
て

拡
張
す
る
と
作
業
効
率
が
高
ま
り

仕
事
環
境
に
問
題
は
な
い
。

　
当
初
、懸
念
さ
れ
た
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
朝
の
ウ
ェ
ブ・ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
顔
を
合
わ
せ
て
お
け
ば
、大
き
な

支
障
が
な
い
こ
と
も
分
か
っ
て
き

た
。必
要
が
あ
れ
ば
、す
ぐ
に
オ
ン
ラ

イ
ン
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
で
き
る
。

　
さ
ら
に
、こ
れ
ま
で
伝
言
ゲ
ー
ム

に
な
り
や
す
か
っ
た
顧
客
面
談
も
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
関
係
者
が
一
堂
に
会

す
る
こ
と
で
効
率
が
上
が
っ
た
と
感

じ
て
い
る
。在
宅
勤
務
だ
と
通
勤
時

間
の
み
な
ら
ず
、出
勤
前
の
着
替
え

や
整
髪
と
い
っ
た
準
備
時
間
、帰
宅

後
の
着
替
え
と
いっ
た
こ
と
を
考
え

る
と
、毎
日
２
時
間
ぐ
ら
い
の
時
間

の
節
約
に
繋
が
る
。

　
結
局
、事
務
所
に
行
っ
て
働
く
よ

り
ト
ー
タ
ル
で
考
え
る
と
在
宅
勤
務

の
方
が
効
率
が
良
い
。そ
う
で
あ
れ

ば「
コ
ロ
ナ
後
に
以
前
の
よ
う
な
勤

務
形
態
を
続
け
る
こ
と
は
理
に
か

な
っ
て
い
る
の
か
？
」と
い
う
疑
問
が

生
じ
る
。今
後
ど
う
す
る
か
。ま
だ

明
確
な
結
論
は
出
て
い
な
い
が
悩
み

ど
こ
ろ
だ
。

　
在
宅
勤
務
が
基
本
に
な
れ
ば
、事

務
所
ス
ペ
ー
ス
が
広
い
会
社
で
は
縮

小
の
動
き
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
。通

常
、社
員
１
人
あ
た
り
の
オ
フ
ィ
ス

ス
ペ
ー
ス
は
７・５
〜
10
㎡
と
さ
れ
て

い
る
。一
方
、バ
ン
コ
ク
中
心
部
の
オ

フ
ィ
ス
賃
料
は
㎡
あ
た
り
１
０
０
０

バ
ー
ツ
前
後
。つ
ま
り
、１
人
あ
た
り

７
５
０
０
〜
１
万
バ
ー
ツ
程
度
の
賃

貸
経
費
が
毎
月
掛
か
っ
て
い
る
こ
と

に
な
る
。

　
出
社
を
半
分
以
下
に
し
て
、オ

フ
ィ
ス
面
積
を
半
分
に
で
き
た
ら
大

き
な
経
費
を
浮
か
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。固
定
費
が
減
る
分「
通
信
費
や

電
気
代
と
し
て
月
２
０
０
０
Ｂ
の
手

当
を
出
す
代
わ
り
に
、今
後
の
出
社

は
週
１
〜
２
回
」と
い
う
取
引
を
社

員
と
の
間
で
行
え
れ
ば
、皆
が
ハ
ッ

ピ
ー
に
な
る
気
も
す
る
。

　
そ
し
て
、そ
う
な
っ
た
時
に
多
く

の
人
の
運
命
が
良
い
方
向
に
変
わ
る

と
良
い
な
、と
思
う
。

　
タ
イ
政
府
は
９
月
28
日
付
の
官
報
に
て
、公
的
債
務
残
高
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
上
限
を
現
行
の
60

％
か
ら
70
％
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
を
発
表
し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
に
伴
う
経
済
対
策
費
や
国
営

事
業
に
対
す
る
財
源
調
達
等
の
た
め
、２
０
２
１
年
９
月
末
時
点
で
公
的
債
務
残
高
は
前
年
同

月
比
19・０
％
増
の
９
兆
３
３
７
５
億
バ
ー
ツ
、対
G
D
P
比
は
58・０
％
と
な
っ
た
。

タイ を深 く知るコラム

在
宅
勤
務
が
通
常
勤
務
に
な
る
か
？

Vol.

11 タイ

SBCS Co., Ltd.
Manager, Business
Promotion Division

長谷場 純一郎

奈良県出身。2000年東京理
科大学（物理学科）卒業。日
本貿易振興機構（ジェトロ）入
構。山形事務所などに勤務し
た後、10年チュラロンコン大
学留学（タイ語研修）。12年
から18年までジェトロ・バンコ
ク勤務。19年5月より現職。
    jhaseba@sbcs.co.th
    www.sbcs.co.th 
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GDMのワンストップサービス

GDM アジア
詳しくは弊社Webをご覧ください

GDM(Thailand)Co.,Ltd.
57, Park Ventures Ecoplex, 12th Fl. Unit 1211, Wireless Road, Lumpini, Patumwan, Bangkok 10330

GDMならここまで無料でご対応！

バンコクの魅力あるオフィス物件を効率的に検索し、お
客様のニーズに合ったオフィス探しをサポートします。

バンコクオフィスサーチ

物件を検索するなら

「シンプルなオフィス探しを」をコンセプトに、バンコク
の魅力あるオフィス物件をご紹介いたします。

バンコクオフィスナビ

物件の詳細を知りたいなら

360度カメラでオフィスを一望！

問
い
合
わ
せ

総
コ
ス
ト
概
算

候
補
物
件
探
し

物
件
内
覧

契
約

オ
フィ
ス
デ
ザ
イ
ン

物
件
引
き
渡
し

内
装
施
工

家
具
搬
入

移
転
完
了

移
転
後
登
記

(単位：バーツ） 

8,000,000

6,000,000

4,000,000

2,000,000

0
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

追
加
投
資
額

新設オフィス賃料
100㎡ × 1,100 = 110,000 THB / 月

既存オフィス賃料
300㎡ × 1,100 = 330,000 THB / 月

約１年半で
追加投資額は相殺

担当:山本 088-572-4998gdm-info@gdm-asia.com

　
こ
れ
ま
で
オ
フ
ィ
ス
の
縮
小
移
転
と
言
う
と
、事
業

の
衰
退
や
失
敗
と
いっ
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
が
付

き
ま
と
う
も
の
で
し
た
が
、リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
普
及
で

そ
の
考
え
方
に
大
き
な
変
化
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　
オ
フ
ィ
ス
は
従
来
、決
ま
っ
た
時
間
に
出
社
し
作
業

を
す
る
場
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
が
、

周
知
の
通
り
作
業
自
体
は
オ
フ
ィ
ス
出
社
せ
ず
と
も

事
業
は
営
め
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
で
は
、今
後
オ
フ
ィ
ス
に
求
め
ら
れ
る
機
能
と
は
何

か
。そ
れ
は「
創
造
の
場
」と
し
て
の
機
能
で
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
利
用
し
た
こ
と
の
あ
る
方
の

中
で
、画
面
上
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
で
は「
０
か
ら
１

の
創
造
」と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
生
ま
れ
に
く
い
と
感
じ

た
人
は
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
し
か
し
、飽
和
状
態
の
今
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
創

造
性
が
重
要
視
さ
れ
、今
後
の
事
業
経
営
の
中
核
を

担
う
ポ
ジ
シ
ョン
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
米
ア
ッ
プ
ル
社
で
も「
ビ
デ
オ
通
話
で
は
再
現
で
き

な
い
も
の
も
あ
る
」と
し
て
2
0
2
1
年
9
月
か
ら
社

員
に
対
し
週
3
日
間
出
社
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
よ
っ
て
、ア
イ
デ
ア
が
出
や
す
い
環
境
に
費
用
を
充

て
、出
社
す
る
必
要
が
な
い
部
署
の
ス
ペ
ー
ス
は
コ
ス
ト

を
削
減
す
る
。そ
れ
が
コ
ロ
ナ
後
の
オ
フ
ィ
ス
の
最
適

な
形
だ
と
言
え
ま
す
。

　
参
考
ま
で
に
、今
回
は
オ
フ
ィ
ス
縮
小
移
転
で
効
率

化・コ
ス
ト
削
減
を
実
現
し
た
２
つ
の
事
例
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

まずは無料でコストシュミレーション

契約違約金を払っても、1年４ヵ月で回収できると判明し移転決意

賃料減率：87%
面積減率：６６%

移転後

Ocean Tower 2 

竣工：1993年
グレード：C
面積：300㎡
賃料単価：550バーツ/㎡

BTSアソーク駅 徒歩7分

年間賃料：198万バーツコスト削減！
1,314万バーツ

年間移転前

Park Ventures

竣工：2012年
グレード：A
面積：900㎡
賃料単価：1,400バーツ/㎡

BTSプルンチット駅 徒歩１分

年間賃料：1,512万バーツ

グ
レ
ー
ド
を
落
と
し

徹
底
的
に
低
賃
料
へ

1

移転時契約残存期間　０ヵ月の場合

約６ヵ月で相殺
移転時契約残存期間　６ヵ月の場合

約１年４ヵ月で相殺

追加投資額*相殺期間単位：万バーツ

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0
半年 1年半1年 2年

Park Venture Ocean Tower 2 Ocean Tower 2（残存あり）

相殺

相殺

*追加投資額：既存オフィス契約期間残存家賃、原状
回復費、新設オフィス内装費の総額（家具、引越し費
用、デポジット等は除く）。

※賃料価格はあくまで目安です

オフィス縮小
移転

オ
フ
ィ
ス
の
役
割
の
変
化

作
業
の
場
か
ら
対
話
の
場
へ
と ̶

̶

今
だ
か
ら
こ
そ
必
要
な「
創
造
の
場
」

無駄なスペース
と必要なスペー

スを見極める

　従業員90名の商社A社は新型コロナウイルスによる経済活動停止の影響を大きく受けましたが、リモートワークを導入したことで出社人数
は以前の1/3に。オフィスは900㎡と面積も大きく高賃料だったので、できる限り賃料を落とすことに。オフィス面積を最適化し、さらにグレード
ダウンも。契約残存期間が１年間残っていましたが、コストシミュレーションの結果、1年４ヵ月で回収できることが判明し、移転を決意しました。

BTS直結の好立地ビルでも面積を最適化するとコスト削減も可能

立
地
の
利
便
性
を

重
視
し
た
縮
小
移
転

2

　200名規模のWEB関連企業B社は新型コロナウイルスをきっかけにリモートワークを導入。もともと在宅でも可能な業種なので現在も引
き続きリモートワークを続けています。旧オフィスは2,000㎡と大きい面積だったので立地を犠牲にし賃料単価を抑えていました。しかし、契約
満了を期に縮小移転を決意。オフィス用途はブレストミーティングや商談などがメインなので、面積を１/4へと縮小しましたが、BTS直結のオ
フィスビルと、アクセスの良さは飛躍的に上がり、さらにコスト削減も成功。

賃料減率：46%
面積減率：80%

移転後

Bhiraj at EmQuartier 

竣工：2015年
グレード：A
面積：400㎡
賃料単価：1,400バーツ/㎡

BTSプロンポン駅 徒歩１分

年間賃料：672万バーツコスト削減！
576万バーツ

年間移転前

Italthai Tower

竣工：1997年
グレード：C
面積：2,000㎡
賃料単価：520バーツ/㎡

BTSプロンポン駅 車20分

年間賃料：1,248万バーツ

移転時契約残存期間　０ヵ月の場合

約1年11ヵ月で相殺

移転時契約残存期間　０ヵ月の場合

約2年11ヵ月で相殺

追加投資額*相殺期間

移転先オフィス面積が500㎡でも
年間408万バーツのコスト削減！

単位：万バーツ

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

０
６年５年４年３年２年１年

Italthai Tower Bhiraj(400㎡) Bhiraj(500㎡)

相殺
相殺

※賃料価格はあくまで目安です

*追加投資額：既存オフィス契約期間残存家賃、原状回復費、新設オフィス内装費の総額（家具、引越し費用、デポジット等は除く）。

　弊社GDMではご要望に合ったオフィス物件リスト作成、賃貸借契約仲介、レイアウ
ト作成から施工までワンストップサービスで行えます。例の通り移転コストが多額だとし
ても、毎月の家賃の差額を考えれば１年ほどで回収できることも珍しくありません。まず
は無料で移転に掛かるコストを算出いたしますので、判断材料にお使いください。ヒア
リングの上、御社にとっての最適なオフィスレイアウトもご提案可能です。

「戦略的」な

コスト削減
業務効率U

P

スタッフ一人あたりに必要なオフィススペース7～15㎡例：スタッフ２０名オフィスサイズ150㎡
（１人あたりのスペース7.5㎡）
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　みずほ銀行バンコック支店メコン５課が発行する企業向け会報誌
『Mekong ５ Journal』よりメコン川周辺国の最新情報を一部抜粋して紹介

　
メ
コ
ン
5
地
域
に
お
い
て
は
、タ
イ
の
首
都
圏

を
除
き
鉄
道
網
が
未
整
備
な
エ
リ
ア
が
大
半
で

あ
り
、自
動
車
が
主
要
な
移
動
手
段
と
な
っ
て

い
る
。一
方
で
、交
通
事
故
の
多
発
等
が
社
会
問

題
化
し
て
お
り
、解
決
す
べ
き
課
題
と
し
て
近

年
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る（
図
表
１
）。

　
メ
コ
ン
5
地
域
に
お
け
る
自
動
車
の
総
数
は
、

登
録
台
数
ベ
ー
ス
で
見
て
も
増
加
基
調
が
継
続

し
て
い
る
。交
通
事
故
等
の
リ
ス
ク
増
加
も
懸
念

さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、交
通
安
全
対
策
、

道
路
環
境
の
改
善
、交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
を

通
じ
た
対
策
や
環
境
強
化
を
ハ
ー
ド
、ソ
フ
ト
両

MEKONG
 Thailand / Cambodia / Laos Myanmar / Vietnam / News

JOURNAL 5
メコン5の道路交通インフラからみたビジネスチャンス

今別府 菜央 ｜ 国際戦略情報部　グローバルアドバイザリー第二チーム

98 Sathorn Square Office Tower 32nd-35th Floor, North 
Sathorn Road, Silom, Bangrak, Bangkok 10500 Thailand

E-Mail ： mekong5@mizuho-cb.com
みずほ銀行バンコック支店メコン5課
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性
も
あ
り
、解
消
に
向
け
た
検
討
を
現
地
政
府

も
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
交
通
イ
ン
フ
ラ
は
全
体
的
に
未
整
備
な
状

況
で
あ
り
、改
善
す
べ
き
課
題
も
多
く
抱
え
て
い

る
。こ
の
よ
う
な
状
況
に
着
目
し
、21
年
6
月
に

さ
く
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
社
会
シ
ス
テ
ム
総
合

研
究
所
が
国
際
交
通
救
急
研
究
会
J
A
G
R
E

を
通
じ
て
、ラ
オ
ス
に
お
け
る
救
急
医
療
の
D
X

を
支
援
実
施
す
る
決
定
を
発
表
し
た
。

　
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
で
は
、救
急
活
動
の
内
容
や

交
通
事
故
情
報
の
記
録
が
電
子
化
さ
れ
て
い
な

い
。加
え
て
救
急
活
動
を
統
括
す
る
司
令
セ
ン

タ
ー
が
な
い
た
め
、事
故
現
場
に
複
数
の
救
急
車

が
駆
け
つ
け
る
と
い
う
状
況
も
発
生
し
て
い
る
。

　
こ
の
救
急
医
療
サ
ー
ビ
ス
支
援
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
、救
急
車
の
位
置
情
報
を
管
理
、受
傷
者
の
状

況
や
交
通
事
故
情
報
を
記
録
し
、そ
の
記
録
デ
ー

タ
を
救
急
車
か
ら
病
院
へ
事
前
伝
送
で
き
る
よ
う

に
な
る
。ま
た
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
、教
育・道
路
整

備・交
通
違
反
の
取
り
締
ま
り
に
反
映
さ
せ
、交

通
事
故
の
未
然
の
防
止
に
活
用
す
る
こ
と
も
可

能
に
な
る
。

関
係
機
関
の
道
路
交
通
安
全
に
関
す
る
組
織
能

力
お
よ
び
実
施
能
力
の
向
上
を
図
り
、交
通
環

境
を
改
善
す
る
こ
と
で
交
通
事
故
死
者
数
の
減

少
に
寄
与
す
る
こ
と
」が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　
民
間
の
協
力
事
例
と
し
て
、本
田
技
研
工
業

と
ヤ
マハ
発
動
機
は
、タ
イ
事
故
研
究
セ
ン
タ
ー
と

共
同
で
１
０
０
０
件
の
交
通
事
故
を
分
析
し
た
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
事
故
主
因
は
運
転
手
の
認
知
ミ

ス
で
あ
り
、交
通
死
亡
事
故
は
自
動
車
の
進
路

変
更
が
主
な
原
因
と
の
結
論
で
あ
っ
た
。こ
の
調

査
結
果
を
受
け
て
、同
セ
ン
タ
ー
は
、二
輪・四
輪

車
の
運
転
者
が
衝
突
を
回
避
で
き
る
よ
う
な
認

知・判
断・操
作
技
術
を
高
め
る
た
め
の
安
全
運

転
コ
ー
ス
の
見
直
し
、二
輪
車
の
免
許
証
の
取
得

プ
ロ
セ
ス
や
実
技
試
験
の
見
直
し
等
、6
項
目
の

改
善
案
を
提
言
し
た
。

　
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
国
民
の
主
流
と
な
る
交
通

手
段
は
二
輪
車
で
あ
り
、特
に
直
近
20
年
間
で

経
済
水
準
の
向
上
に
よ
り
購
入
が
容
易
と
な
っ

て
き
た
こ
と
な
ど
か
ら
二
輪
車
市
場
は
急
速
に

発
展
し
て
き
た
。

　
交
通
事
故
の
状
況
を
見
る
と
、依
然
交
通
事

故
は
先
進
国
と
比
較
し
て
多
い
も
の
の
、12
年
か

ら
20
年
に
か
け
て
交
通
事
故
件
数
は
54・2
%
、

死
亡
者
数
は
67・7
%
の
減
少
と
な
って
い
る
。ま

た
事
故
に
よ
る
負
傷
者
数
も
29・0
%
減
と
、着

実
に
改
善
が
進
ん
で
い
る
。

　
20
年
初
頭
に
は
飲
酒
運
転
等
へ
の
罰
則
強
化

の
対
象
拡
大
を
実
施
し
、加
え
て
運
転
免
許
制

度
の
刷
新
に
つい
て
も
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
交
通
関
連
に
お
い
て
足
許
の
課
題
の一つ
と
し

て
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、二
輪
車
乗
車
時
に

使
用
す
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
問
題
が
あ
る
。10
年
以

上
前
に
乗
車
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
義
務
化
さ

れ
て
以
降
、運
転
者
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
は
習
慣

化
さ
れ
た
も
の
の
、規
格
を
満
た
さ
な
い
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
使
用
や
同
乗
さ
せ
た
子
供
が
非
着
用
で
あ

11月の為替相場動向
　33バーツ前半で迎え、FRBがテーパリング（量的緩和の縮小）開
始を決定するも、反応は穏やか。その後も良好な米経済指標が発表
されたが、米金利上昇の一服感が漂う中、ドルバーツは節目の33
バーツを割り込んだ。中旬は予想外に強い米10月CPI（消費者物価
指数）が米金利と共に為替を33バーツ近く押し上げたが、予想比改
善したタイの第３四半期GDPで成長率見通しが引き上げられると、
32バーツ半ばへ下落。しかし、19日には感染拡大が深刻な欧州で
オーストリアの再ロックダウン決定がセンチメントを悪化させ、32
バーツ後半へ反発。下旬にはパウエル議長の再任が決まり、金融
引締め前倒しが意識される中、再び33バーツ台に。南アフリカで新
たなコロナ変異種が確認されたことも嫌気されて、月末にかけ33
バーツ後半へと上伸した。

12月の為替相場動向
　米金融政策が市場の思惑に押され、インフレ対応のために金融
引締めに動くのではないかという見方が強く、ドル高地合いの継続
を予想。また、年末に向けてドル需要が上昇していることが市場の
取引からも確認されており、33バーツ前半を下限として底堅い展開
となるか。

11月の為替相場動向
　11月はVND高方向に推移。月初、22,750近辺でオープンした
USD/VNDは、４日にベトナム中銀が介入水準の変更を発表。介
入水準を22,750から22,650に変更したことで、実勢相場もVND
高方向に追従し11月中旬には一時22,635近辺までVND高が進
行。その後、パウエルFRB議長の再任や米国の早期利上げ期待
により為替市場全体でUSD買いが優勢になる展開となると、
USD/VND相場も22,700手前まで押し上げられ、同水準でクロー
ズとなった。

12月の為替相場動向
　12月は小動きながらもUSD高VND安方向への推移を警戒した
い。10月以降のロックダウン解除による貿易収支の改善期待や、
他国からの継続的な資金流入などのVND買い要因はあるもの
の、足許はインフレ圧力による米国の早期利上げ期待を背景に
USD買いが継続する可能性が高く、USD/VNDは22,700台まで
押し戻される展開もあるだろう。

整
備
不
備
、反
対
車
線
の
走
行
、信
号
無
視
、ス

ピ
ー
ド
違
反
、四
輪
車
で
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
未
着

用
、運
転
免
許
証
不
携
帯
、ス
ピ
ー
ド
違
反
、過
積

載
、信
号
無
視
等
、８
４
０
０
台
以
上
の
自
動
車
に

交
通
違
反
の
罰
金
を
科
し
た
。

　
こ
れ
は
ま
だ
、交
通
ル
ー
ル
順
守
の
国
民
意
識

が
低
い
こ
と
を
伺
わ
せ
る
結
果
で
あ
り
、今
後
の

改
善
余
地
が
大
き
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　　
ラ
オ
ス
は
、メ
コ
ン
5
地
域
の
中
で
は
最
も
交
通

事
故
に
よ
る
人
口
当
た
り
死
亡
者
数
が
少
な
い

が
、自
動
車
普
及
度
合
い
が
最
も
低
い
こ
と
が
背

景
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
た
だ
、ラ
オ
ス
に
お
い
て
も
年
々
自
動
車
の
登
録

台
数
は
増
加
基
調
が
続
い
て
お
り
、近
時
で
は
首

都
に
お
け
る
路
上
駐
車
の
増
加
が
課
題
と
し
て

指
摘
さ
れ
て
い
る
。駐
車
場
の
未
整
備
、交
通
マ

ナ
ー
の
浸
透
不
足
等
が
主
因
と
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
れ
に
よ
る
渋
滞
の
発
生
、道
幅
が
狭
い
場
所
で

は
路
上
駐
車
車
両
への
衝
突
事
故
に
繋
が
る
可
能

and M
otor V

ehicle M
anagem

ent Law

」

を
発
効
し
た
。こ
れ
に
は
安
全
ヘル
メ
ッ
ト
着
用
義

務
、車
両
登
録
、運
転
免
許
の
発
行
等
の
交
通
安

全
に
向
け
た
規
制
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、自
動
車
に
よ
る
大
気
汚
染
、交
通
安
全

に
関
す
る
フ
ァ
ン
ド
の
設
立
に
も
言
及
さ
れ
て
お

り
、環
境
や
資
金
面
で
の
援
助
等
も
含
め
た
交
通

イ
ン
フ
ラ
全
体
の
底
上
げ
も
意
識
し
て
い
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

　
現
状
は
二
輪
車
を
中
心
と
し
て
い
る
が
、18
年

〜
19
年
に
実
施
さ
れ
た
現
地
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
よ
る
と
、二
輪
車
の
事
故
の
主
な
原
因
の
上
位

は
ス
ピ
ー
ド
違
反
、危
険
な
追
い
越
し
、通
行
権
の

過
失
と
い
う
順
で
あ
っ
た
。

　
交
通
事
故
の
削
減
に
向
け
、20
年
５
月
１
日
よ

り
交
通
違
反
の
罰
金
が
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ

た
。初
日
か
ら
の
三
日
間
で
、全
国
に
警
察
官
３
０

０
０
人
以
上
を
配
備
し
大
々
的
な
取
り
締
ま
り

が
行
わ
れ
、二
輪
車
の
ヘル
メ
ッ
ト
未
着
用
、車
体
の

る
こ
と
が
多
く
、事
故
発
生
時
の
死
亡
や
重
傷
に

繋
が
っ
て
い
る
。最
近
の
調
査
で
は
、使
用
さ
れ
て

い
る
ヘル
メ
ッ
ト
の
約
９
割
が
品
質
基
準
を
満
た
し

て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
ホ
ン
ダ
ベ
ト
ナ
ム
は
18
年
よ
り
、小
学
1
年
生
に

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
寄
贈
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て

い
る
。ベ
ト
ナ
ム
で
は
子
供
が
二
輪
車
で
送
迎
さ
れ

る
機
会
が
多
く
、子
供
の
事
故
被
害
の
減
少
、ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
の
習
慣
化
を
企
図
し
た
取
り
組
み
で

あ
る
。

　
19
年
の
各
種
報
道
に
よ
る
と
、ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お

け
る
民
間
企
業
の
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
が

徐
々
に
高
ま
り
つつ
あ
る
模
様
で
あ
る
。日
本
の
自

動
車
関
連
企
業
の
み
な
ら
ず
、飲
酒
運
転
撲
滅
を

掲
げ
る
地
場
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
大
手
、自
動
車
保

険
を
販
売
す
る
損
害
保
険
会
社
等
、交
通
安
全

啓
蒙
の
ス
ポ
ン
サ
ー
数
は
過
去
最
多
と
な
って
い
た

こ
と
か
ら
も
意
識
の
改
善
が
垣
間
見
え
る
。

　
ミ
ャ
ンマ
ー
政
府
は
、20
年
に「R

oad Safety 

タ
イ

面
で
急
い
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　
本
稿
で
は
交
通
事
故
に
焦
点
を
当
て
、メ
コ

ン
5
ヵ
国
に
お
け
る
交
通
環
境
を
俯
瞰
す
る
と

と
も
に
、そ
れ
に
関
連
す
る
日
系
企
業
の
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
。

　
10
万
人
当
た
り
の
交
通
事
故
死
亡
者
数
は
２

０
１
８
年
時
点
で
32・7
人
で
あ
り
、世
界
ワ
ー
ス

ト
９
位
と
な
っ
て
い
る
。A
S
E
A
N
に
お
い
て
、

登
録
済
自
動
車
台
数
は
約
４
１
０
０
万
台
と
最

多
で
あ
る
こ
と
も
そ
の
背
景

に
あ
る
が
、改
善
に
向
け
て

日
本
は
官
民
と
も
に
協
力

を
続
け
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、20
年
4
月

〜
23
年
4
月
を
期
間
と
し

た「
交
通
安
全
に
関
す
る
組

織
能
力
お
よ
び
実
施
能
力

向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が

J
I
C
A
に
よ
り
進
め
ら

れ
て
い
る
。タ
イ
で
は
関
係

省
庁
、警
察
、病
院・保
険
会

社
等
で
交
通
事
故
デ
ー
タ

が
共
有
さ
れ
ず
、交
通
事
故

の
実
態
や
事
故
原
因
が
把

握
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
課

題
が
あ
る
。

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

に
よ
り
、「
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
域

に
お
い
て
、交
通
事
故
デ
ー

タ
の
信
頼
性
及
び
利
用
状

況
の
向
上
、交
通
事
故
分

析
・
対
策
立
案
の
精
緻
化
、

交
通
安
全
行
動・文
化
の
普

及
、運
転
免
許
制
度
の
改

善
、商
用
車
両
運
行
管
理
の

統
制
強
化
を
実
施
す
る
こ

と
、及
び
、運
輸
省
お
よ
び
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各国の交通事故死亡者数/10万人と自動車台数（2018年）図表１

（出所）WHO推計、ASEAN-JAPAN Transport Partnershipデータ等公開情報より　みずほ銀行国際戦略情報部作成
（注1）10万人当たりの交通事故死亡者数が棒グラフ・左軸、車両数が散布図・右軸　（注2）自動車台数には、四輪車、二輪車等が含まれる

10万人当たりの交通事故死亡者数（人） 自動車総保有台数（百万台）
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　「連携しないと“穴の空いたバケツ”
だ」。ある完成車メーカーのセキュリ
ティー担当幹部は、サイバー攻撃から
守るためにはIT部門と製造部門の
緊密な協力が必要だと強調する。組
織は別でも「ネットワークでつながって
いる」からだ。
　工場ではデータ活用の取り組みが
広がる。生産性向上や高度な品質管
理の実現に向け、工場外のシステム
が接続し、あらゆるデータ同士の連携
が進む。EYストラテジー・アンド・コンサ
ルティング（東京都千代田区）の松下
直サイバーセキュリティリーダーは「工
場の内と外のシステム同士で垣根が
無くなってきた」と解説する。その結
果、「大規模なサイバーインシデントが
起きやすくなっている」と話す。車業
界も例外ではない。
　部門を超えたセキュリティー対策に

向けたポイントは何なのか。前出の完
成車メーカー幹部は「各部門にある
CSIRT（シーサート）の組織化だ」と
話す。
　CSIRTとはサイバー攻撃を受けた
際に対応する専任チームのこと。サイ
バー攻撃を受けた時に効果的に対
処できるように、「社内ネットワーク、工
場、コネクテッドカーなど、それぞれを
担当するCSIRTの責任者が協力し
やすい体制を構築している」（同幹
部）。攻撃の脅威情報をすぐに共有
する狙いもある。
　また車業界の特徴は、完成車メー
カーとサプライヤー同士のつながりが
強いことだ。ひとたびサイバー攻撃が
成功すれば、サプライチェーンが麻痺
するリスクがある。セキュリティー対策
では個社内だけでなく、他社も巻き込
んだ業界全体の連携も欠かせない。

　日本自動車工業会（自工会）は日本
自動車部品工業会（部工会）と協力
して2020年12月、「自動車産業サイ
バーセキュリティガイドライン（第一
版）」を策定した。サプライチェーン全
体のセキュリティー対策を引き上げる
狙いだ。同ガイドラインをもとにセルフ
チェック評価を実施し、８月に中間結
果を公表した。
　457社が回答し、平均点は76.1点
（100点満点）だった。規模が大きい
企業ほど点数は高く出た。古田朋司
サイバーセキュリティ分科会長は「規
模が小さくても高得点を出した企業も
ある」とした上で、「点数化しただけで
終わるのではなく、点数が低い企業を
かさ上げする活動につなげていく」と
話す。同ガイドラインも改訂して「レベ
ルアップさせる」考えだ。

自動車産業でサイバーセキュリティー対策が急がれる。裾野
の広い車産業で脆弱性（セキュリティー上の欠陥）を突かれれ
ば、サプライチェーン（供給網）全体が麻痺しかねない。またイ
ンターネットと常時接続する「コネクテッドカー」には、サイバー
攻撃の懸念が付きまとう。今後も製造部門、車両の双方でデジ
タル技術の活用は進む。リスクから守る“盾”であるセキュリティ
ー対策は喫緊の課題だ。

※記事提供：日刊工業新聞（2021年11月18日）

全集中せよ　車のサイバーセキュリティー
業界全体で連携必須

“人手不足倒産”を回避

裾野広い供給網　麻痺防ぐ

　
輸出の牽引役としてのピックアップ
　タイで生産されたピックアップは、世界中で
活躍している。海外でもピックアップの多様
化・趣味化が進んでおり、欧州や豪州では
キャンピングカーなどをけん引する車として需
要が高い。また、商用車として区分され税金
が安いために、アクセサリーを付けて安い
SUVとして、欧州の若者にも一定の人気が
ある。
　ピックアップの輸出は、タイの部品メーカー
の育成・発展にも大きく貢献してきた。元々
ピックアップの現地調達率が高いこともあり、
地場系部品メーカーがシャーシなどの基幹
部品も含めて部品供給してきた。
　また、補修部品やアクセサリーもタイから輸
出されており、裾野も広い。例えば、タイに次
いで市場の大きい豪州のアクセサリーメー
カーは、タイの部品メーカーに生産を委託し、
輸入している。
　最近、いくつかのタイの地場系部品メー
カーにインタビューする機会があったが、タイ
での事業の柱はピックアップであると強調し

　タイの１トンピックアップ市場は40万台。全
体の４割に達する世界最大の市場である。
ピックアップの総生産は年約100万台、うち輸
出は60万台と総輸出台数の６割を占める。
本稿ではタイの自動車産業の屋台骨とも言
えるピックアップに注目したい。

コロナ禍でも底堅い需要
　まず、タイのピックアップ比率の推移に目を
向けたい（図表１）。ピックアップは主に地方・
農村で使われていることから、都市化やエコ
カーなど低価格の乗用車の普及により、自動
車市場に占める比率は傾向的に低下すると
いう見方もあった。
　しかし、2018年以降ピックアップ市場は回
復。特にコロナ禍の20年以降、乗用車需要
が減少する中で、物流などにも使われるピッ
クアップの需要が底堅いこともあり、ピックアッ
プの比率は45％以上と近年にない高い水準
で推移している。
　さらに注目されるのは最近の売れ筋であ
る。ここ数年、市場をけん引しているのは、後
部座席のある４ドアのダブルキャブと言われる
タイプ。販売台数は15年の10万台前後から
18年以降は18万台前後まで拡大、価格は70
～115万バーツと上級グレードではCセグメン
ト以上の乗用車やSUVの価格帯にあり、ピッ
クアップの高級化・乗用車化が進んでいる。
　装備面でもトラクションコントロール、クルー
ズコントロールなど先進運転支援システム
（ADAS）を搭載。前後のランプにLEDラン
プ、18インチのアルミホイールなどを採用して
おり、Cセグ以上のSUVに引けを取らない充
実した仕様となっている。オフロード用のアク
セサリーの装着や改造をしやすい構造と
なっており、近年のアクセサリーのデザインの
進化も手伝って、若者を中心に趣味的に乗
るユーザー層も増大している。

執筆者：野村総合研究所タイ　

タイ、アセアンの
自動車ビジネス新潮流を読む

《業務内容》 
経営・事業戦略コンサルティング、市場・規制調査、情報システム（IT）コンサルティング、
産業向けITシステム（ソフトウェアパッケージ）の販売・運用、金融・証券ソリューション
399, Interchange 21, Unit 23-04, 23F, Sukhumvit Rd., Klongtoey Nua, Wattana, 
Bangkok 10110
TEL: 02-611-2951  URL: www.nri.co.jp

マネージング・ダイレクター

田口  孝紀
シニアマネージャー

山本  肇

ていたのが印象に残った。タイサミットオート
パーツのように、ピックアップでの強みを活か
して、南アフリカや北米などの海外で工場を
増設する動きも出ている。

将来的なピックアップの課題　
　タイのピックアップの国内・輸出市場は前
述のように安定して推移してきたが、将来的
には環境・燃費規制の強化の影響は避けら
れない。欧州などでのEURO５、６などの排ガ
ス基準の厳格化、世界的なカーボンニュート
ラルの流れの中でのは、ディーゼルエンジン
主体のピックアップには逆風となる。
　ピックアップは重量が大きく安易に電動化
ができないため、急激な規制強化は市場全
体の縮小にも繋がりかねない。これまで、新し
い環境に対応しながら商品を進化させてき
た日系のピックアップメーカーが、今後これら
の変化をどう乗り切るのか。タイ政府はどこま
でピックアップ優遇策を継続するのか。タイの
自動車産業の屋台骨であることもあり、今後
の対応を見守っていきたい。

第47回

～好評につき、シリーズ継続！～

タイの自動車産業の
屋台骨として成長してきたピックアップ市場

タイの1トンピックアップ市場の推移図表１ 出所：FTI自動車部会
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中
国
当
局
の
バ
ブ
ル
抑
え
込
み
が
本
格
化
し
、不

動
産
大
手
各
社
の
資
金
繰
り
が
悪
化
す
る
中
、関

連
の
ド
ル
建
て
社
債
の
デ
フ
ォ
ル
ト（
債
務
不
履
行
）

が
相
次
ぎ
、海
外
投
資
家
の
間
で
不
安
が
高
ま
っ
て

い
る
。中
国
は
近
年
、金
融
市
場
の
対
外
開
放
を
ア

ピ
ー
ル
。株
式
や
債
券
な
ど
金
融
資
産
に
投
資
を
呼

び
込
み
、人
民
元
の
国
際
化
に
弾
み
を
付
け
る
青
写

真
を
描
く
が
、暗
雲
が
漂
って
い
る
。

デ
フ
ォ
ル
ト
続
々

　
今
年
に
入
っ
て
10
月
末
ま
で
に
大
手
１
０
０
社
の

う
ち
華
夏
幸
福
、花
様
年
、新
力
、陽
光
１
０
０
、天

房
、泰
禾
、藍
光
発
展
、泛
海
、当
代
置
業（
未
確

定
）の
９
社
が
、オ
フ
シ
ョ
ア
市
場
で
発
行
し
た
ド
ル

建
て
社
債
の
デ
フ
ォ
ル
ト
に
陥
っ
た
。未
償
還
額
は
計

２
８
０
億
７
３
０
０
万
ド
ル（
約
３
兆
２
０
０
０
億

円
）に
上
る
。

　
中
国
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、８
月
末
時
点
で
中
国

の
ド
ル
社
債
の
発
行
規
模
は
８
６
１
４
億
ド
ル
、不

動
産
関
連
は
２
０
９
７
億
ド
ル
と
約
４
分
の
１
を
占

め
る
。こ
の
う
ち
今
年
は
５
９
２
億
ド
ル
、来
年
は
６

１
５
億
ド
ル
、２
０
２
３
年
は
５
１
０
億
ド
ル
、24
年

は
３
７
０
億
ド
ル
が
返
済
期
限
を
迎
え
る
。

　
企
業
別
で
残
高
が
最
も
多
い
の
は
、２
兆
元（
約

35
兆
円
）の
巨
額
債
務
を
抱
え
て
経
営
危
機
に
陥
っ

た
中
国
恒
大
集
団（
１
９
２
億
ド
ル
）。業
界
最
大

手
の
碧
桂
園（
１
１
７
億
ド
ル
）や
中
堅
の
佳
兆
業

（
１
１
６
億
ド
ル
）の
多
さ
も
際
立
つ
。

　
恒
大
は
９
月
以
降
、相
次
い
で
返
済
期
限
を
迎

え
、そ
の
動
向
は
世
界
的
に
注
目
を
浴
び
た
が
、デ

フ
ォ
ル
ト
宣
告
間
際
に
支
払
い
を
履
行
。「
海
外
投

資
家
へ
の
返
済
は
後
回
し
に
さ
れ
る
」と
予
想
し

て
い
た
市
場
で
意
外
感
が
広
が
っ
た
。「
国
際
的
な

信
用
失
墜
を
恐
れ
た
当
局
が
履
行
を
命
じ
た
」と

の
見
方
も
あ
る
。た
だ
、今
後
も
残
債
の
返
済
期

限
が
続
々
と
到
来
す
る
た
め
、予
断
を
許
さ
な
い

状
況
だ
。

　
佳
兆
業
も
来
年
末
ま
で
に
総
額
43
億
ド
ル
の
返

済
期
限
を
迎
え
る
予
定
だ
が
、既
に
保
証
し
て
い
た

子
会
社
発
行
の
理
財
商
品
で
支
払
い
不
能
に
陥
っ
て

お
り
、信
用
不
安
が
高
ま
って
い
る
。

外
貨
調
達
に
暗
雲

　
中
国
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、中
国
企
業
が
発
行
し

た
ド
ル
社
債
の
８
割
は
ア
ジ
ア
系
投
資
家
が
保
有
。

そ
の
多
く
は
中
国
の
金
融
機
関
が
保
有
し
て
い
る
。

　
中
国
は
資
本
流
出
を
警
戒
し
、対
外
証
券
投
資

を
厳
し
く
制
限
し
て
い
る
が
、中
国
の
機
関
投
資

家
は
香
港
な
ど
で
調
達
し
た
ド
ル
を
こ
う
し
た
社

債
に
投
じ
て
い
る
と
み
ら
れ
、デ
フ
ォ
ル
ト
が
増
え

る
と「
中
国
の
金
融
機
関
の
信
用
が
下
が
り
、そ
の

外
貨
調
達
に
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
」（
金

融
関
係
者
）。

　
少
子
高
齢
化
や
コ
ス
ト
上
昇
で
輸
出
主
導
型
経

済
か
ら
の
脱
却
を
迫
ら
れ
る
中
国
は
、構
造
的
な
経

常
黒
字
の
縮
小
に
直
面
。か
つ
て
国
内
総
生
産（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
）比
で
10
％
に
迫
っ
た
経
常
黒
字
比
率
は
18
年
、

１
％
を
割
り
込
ん
だ
。最
近
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
流
行
で
海
外
旅
行
な
ど
サ
ー
ビ
ス
赤
字
が
急

減
。防
疫
成
功
で
モ
ノ
の
輸
出
が
拡
大
し
、経
常
黒

字
は
大
き
く
回
復
し
た
が
、「
一
時
的
な
現
象
」と
の

見
方
が
大
勢
だ
。

　
当
局
は
黒
字
縮
小
を
見
据
え
、海
外
資
金
を
呼

び
込
む
た
め
、金
融
市
場
の
開
放
を
加
速
し
て
い

る
。た
だ
、今
後
は
米
国
の
金
融
政
策
が
正
常
化
す

る
に
つ
れ
、再
び
資
本
流
出
圧
力
が
高
ま
る
と
の
見

方
も
あ
り
、不
動
産
各
社
の
デ
フ
ォ
ル
ト
が
金
融
危

機
の
契
機
と
な
ら
な
い
か
、不
安
が
高
ま
って
い
る
。

１カ月間の、
無料トライアル受付中！

時事速報バンコク版 月額3500B（税込）

タイ国時事通信社　JIJI PRESS (THAILAND) CO., LTD.

お申込みは、“バンコク時事”で検索！（画面左上、無料トライアルフォームをご入力ください）
お問合せは、 ❶E-mail：Bangkok@thaijiji.com  ❷Tel：02ー236ー6628

1 2会員サイトで１９９９年以降のタイニュースも！
日本・アジアの記事も検索！

最新ニュースを
毎日２回お届け！

コンテンツを
一部紹介！

時事速報バンコク版

リアルな情報を発信
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【
中
国
】不
動
産
大
手
の
ド
ル
社
債
デ
フ
ォ
ル
ト
続
発

　
　
　外
貨
調
達
に
暗
雲
、金
融
波
及
に
警
戒（
上
海
支
局 

佐
藤 

雄
希
）

時
事
通
信 

特
派
員
リ
ポ
ー
ト

※

こ
の
記
事
は
時
事
通
信
社
の
提
供
に
よ
る
も
の
で
す（
２
０
２
１
年
11
月
19
日
掲
載
）

ラオス投資奨励法の明確化について

ASIAビジネス法務 最新アップデートASIAビジネス法務 最新アップデート

One Asia Lawyers 
One Asia Lawyersは、ブルネイを除くASEAN全域、南アジア及び東京、大阪、福岡
にオフィスを有しており、日本企業向けにASEAN及び南アジア地域でのシームレ
スな法務アドバイザリー業務を行っております。2019年４月により南アジア、20年
11月よりオーストラリア、ニュージーランドプラクティスを本格的に開始。
【One Asia Lawyersグループ ラオスオフィス】
Phanthaly Law: 2nd Floor, Vieng Vang Tower, Bourichane Road, Unit 15, 
Dongpalane Thong Village, Sisattanak District, Vientiane Capital, Lao PDR
Lao +856-205453-0065

内野里美
One Asia Lawyersラオス事務所に駐在。ラオス国内で10年
以上の実務経験を有する。ネイティブレベルのラオス語を駆
使し、現地弁護士と協働して各種法律調査や進出日系企業
に対して各種法的なサポートを行う。
Mail : satomi.uchino@oneasia.legal

※1 ラオスには国際標準産業分類コード（ISIC）を基礎として、ラオスの産業構造に当てはめた独自の産業分類コード（LSIC）が存在します。LSIC は商工業省企業登録管理局のURL（http://www.erm.gov.la/index.php/en/registration/lsic-codes-en）から検索できます
※2 ＜地域１＞ 貧困地域、遠隔地、投資に対する社会経済のインフラが整備されていない地域への投資。分野によっては、最大で15年間法人税及び政府の土地リース料が免税される（投資奨励法第11条及び15条）
※3 ＜地域2＞ 社会経済インフラの整備がある程度進んでいる地域への投資。分野によっては、最大で7年間法人税が免除され、政府の土地リース料が最大8年間免除される（投資奨励法第11条及び15条）

□ 企業からの申請書
□ 投資許可証（もしあれば）、企業登録証書、事業許可証、納税証明書および
 　土地リース契約書またはコンセッション契約書（もしあれば）のコピー
□ 登録資本金輸入許可証（現物の場合もその証拠書類）のコピー
□ 環境評価証明書
□ 関連機関から承認された経済技術的評価調査書または事業計画書のコピー
□ その他関連書類

　現行の投資奨励法は、2017年４月に改正
されました。その中で、投資が優遇される分
野及び地域に関して、それぞれ第９条及び
第10条に規定されています。
　しかしながら、投資奨励法第９条に記載
の投資が優遇される９つの分野について
は、「ハイテク」「クリーン農業」「環境にやさ
しい」「近代化」などといった具体性に欠け
る表現が多く、どのような業種が該当するの
か分からない状態でした。さらに、投資奨励
法第10条に記載の投資が優遇される地域
については「貧困地域」「遠隔地域」「利便
性が低い」など、曖昧な表現となっており、
明確に地域を特定することができませんで
した。
　そのため、21年５月28日付で計画投資省
から発行された「法人税、政府の土地リース
料または土地コンセッション投資奨励優遇措
置に関するガイドライン（No.0760/MPI）（以
下、ガイドライン）」では、上記の通り特定でき
なかった９つの分野をラオス独自の産業分
類コード（LSIC）※1にあてはめてリスト化する
ことで、具体的な業種名が特定できるように
なりました。
　地域についても、各県にあるすべての郡
を地域１※2と地域２※3に分けてリスト化するこ
とで、企業が投資している地域がどのような
優遇措置を受けることができるのか、把握す
ることができるようになりました。
　また、投資奨励優遇を受けるための具体
的な手続き方法などがガイドラインの中で新
たに規定されています。

１．投資優遇を受けるための条件

　投資奨励法及び同ガイドラインによれ
ば、投資優遇措置を受けることができる
前提条件は投資奨励法から特段変更
はなく、投資奨励法第９条及びガイドラ
インの別添リストに掲載されている分野
に対して投資をする企業であることが
前提となっています。

２．投資奨励優遇分野

　投資奨励法第９条で規定された投
資が奨励されている９つの分野に基づ
き、具体的な事業がラオスの産業分類
コード（LSIC）にあてはめてリスト化され
ており、対象業種が明確化されていま
す。

３．投資奨励優遇地域

　投資奨励法には、地域１と地域２の
定義しか書かれていませんでしたが、ガ
イドラインでは具体的にどの郡がどの地
域に分類されるのか、県ごとにリスト化さ
れ、該当地域が明確化されました。

４．投資奨励許可証について

　投資奨励法には、投資優遇措置を受
けるための具体的な手続きについては
規定がありませんでした。
　同ガイドラインでは、優遇措置が許可
された企業に対して発行される「投資
奨励書」のサンプルが添付されていま
す。その投資奨励書を取得するために
必要な書類は、下図の通りです（ガイド
ライン2.3条）。
　下記書類を揃えて、計画投資省また
は県・都の計画投資局へ提出し、関連
する機関から意見を求めた後に、ワンス
トップサービスから「投資奨励書」が発
行されます。書類の審査から投資奨励
書の取得にかかる時間は１ヵ月と規定し
ています（ガイドライン第2.4条）。
　なお、ラオス政府との大規模なコン
セッション事業で、投資奨励優遇措置を
与えることを国民議会が承認した決議
書がある場合は、再度「投資奨励書」を
取得する必要はありません。

投資奨励書を取得するために必要な書類
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あの人のターニング   ポイント
タイをはじめとするアジアで挑 戦を続ける人たちの 姿を紹 介

営
の
勉
強
が
し
た
い
だ
け
で
右
も
左
も
分
か

ら
な
い
状
態
で
し
た
が
、勢
い
で
ス
タ
ー
ト
し

て
カ
フェ
だ
け
で
な
く
バ
ー
や
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
も

手
掛
け
た
り
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、カ
フ
ェ
の
み
で
は
あ
ま
り
利
益

が
出
な
い
と
い
う
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

タ
イ
に
来
た
理
由
は
？

　
大
学
に
通
い
な
が
ら
カ
フ
ェ
を
経
営
し
、卒

業
前
の
２
月
に
閉
め
ま
し
た
。卒
業
と
同
時

に
環
境
を
変
え
て
全
く
違
う
こ
と
を
し
よ
う

と
思
い
、以
前
、知
人
か
ら
タ
イ
の
パ
タ
ヤ
で
フ

リ
ー
ペ
ー
パ
ー
を
一緒
に
作
って
く
れ
る
人
を
探

し
て
い
る
人
が
い
る
と
聞
い
た
の
を
思
い
出
し

ま
し
た
。

　
連
絡
を
取
る
と
ま
だ
探
し
て
い
る
と
い
う

の
で
、タ
イ
に
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。国
外

に
出
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
パ
ス
ポ
ー
ト
を

取
り
に
行
き
、卒
業
式
の
翌
日
に
タ
イ
へ
出
発

し
ま
し
た
。

　
当
時
、就
職
な
ら
い
つ
で
も
で
き
る
と
思
い
、

就
職
活
動
は
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。周
り
は

起
業
は
い
つ
で
も
で
き
る
け
ど
、新
卒
と
い
う

カ
ー
ド
は
一
回
し
か
使
え
な
い
と
言
い
ま
す
。

私
は
逆
で
、新
卒
の
学
生
は
毎
年
い
る
け
れ

ど
、20
歳
で
起
業
し
た
と
い
う
人
は
ほ
ぼ
い
ま

せ
ん
。そ
れ
だ
け
注
目
さ
れ
る
と
考
え
て
い
ま

し
た
。

　
先
入
観
を
持
た
ず
新
鮮
な
状
態
で
初
め
て

の
海
外
を
体
験
し
た
い
と
思
い
、タ
イ
に
関
す

る
事
前
情
報
は
何
も
調
べ
ま
せ
ん
で
し
た
。た

だ
、ス
ワ
ン
ナ
プ
ー
ム
空
港
に
着
く
と
来
る
は

ず
の
迎
え
が
な
く
、自
分
で
タ
ク
シ
ー
を
探
し

て
パ
タ
ヤ
に
向
か
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
。

パ
タ
ヤ
で
展
望
台
に
上
っ
た
時
は
、こ
こ
か
ら

ま
た
人
生
の
新
し
い
章
が
始
ま
る
と
感
じ
ま

し
た
。

タ
イ
で
独
立
し
た
経
緯
と
は
？

　
タ
イ
に
来
た
時
、期
限
を
３
年
と
決
め
ま

し
た
。25
歳
の
誕
生
日
ま
で
に
、タ
イ
で
得
た

知
見
や
経
験
な
ど
す
べ
て
を
持
ち
帰
っ
て
、日

本
で
起
業
し
よ
う
と
思
って
い
ま
し
た
。

　
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
取
材
で
タ
イ
の
各
地
を

回
る
中
、チ
ェンマ
イ
で
山
岳
民
族
が
営
む
コ
ー

ヒ
ー
農
園
を
訪
れ
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

実
は
そ
れ
ま
で
コ
ー
ヒ
ー
農
園
を
一度
も
見
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。タ
イ
が
コ
ー

ヒ
ー
豆
の
生
産
国
で
あ
る
こ
と
す
ら
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
現
地
に
行
く
と
子
供
か
ら
大
人
ま
で
家
族

総
出
で
丁
寧
に
仕
事
を
し
て
い
る
姿
を
見
て
、

と
て
も
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。そ
こ
で
、こ
の

農
園
の
人
た
ち
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ら
れ
な
い

か
と
考
え
た
の
で
す
。

　
そ
れ
ま
で
飲
ん
だ
タ
イ
の
コ
ー
ヒ
ー
が
お
い

し
い
と
思
え
な
か
っ
た
の
は
、タ
イ
の
コ
ー
ヒ
ー

文
化
が
ま
だ
成
熟
し
て
お
ら
ず
、お
い
し
い
飲

み
方
を
知
ら
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
。消
費
者

が
コ
ー
ヒ
ー
に
つ
い
て
あ
ま
り
知
ら
な
い
な
ら
、

ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
て
豆
の
選
び
方
や
焙

煎
度
合
い
に
よ
る
味
の
違
い
な
ど
、様
々
な
情

報
を
発
信
す
れ
ば
い
い
。元
々
、起
業
は
考
え

て
い
た
の
で
、タ
イ
で
独
立
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　
ブ
ラ
ン
ド
の
コ
ン
セ
プ
ト
が「F

ind Y
our 

Best

（
あ
な
た
に
と
っ
て
ベ
ス
ト
な
コ
ー
ヒ
ー
を

見
つ
け
て
く
だ
さ
い
）」な
の
で
、Your

のY

と

B
est

のest

を
つ
な
げ
たY

’E
ST
 W
O
R
K
S

を
名
前
に
し
ま
し
た
。

タ
イ
産
コ
ー
ヒ
ー
の
魅
力
と
は
？

　　
故
プ
ミ
ポ
ン
前
国
王
に
よ
る
ロ
イ
ヤ
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の一
環
で
、タ
イ
の
北
部
で
40
年
ほ
ど

前
か
ら
コ
ー
ヒ
ー
の
栽
培
が
始
ま
り
ま
し
た
。

気
温
や
標
高
、一日
の
寒
暖
差
な
ど
コ
ー
ヒ
ー
の

栽
培
条
件
に
適
し
て
お
り
、農
薬
も
ほ
と
ん

ど
使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
の
大
規
模
農
園
で
は
機
械

を
使
う
た
め
味
が
均
一化
さ
れ
ま
す
。タ
イ
は

小
規
模
農
園
が
多
く
、収
穫
後
の
精
製
方
法

に
よ
って
隣
の
農
園
で
も
味
が
変
わ
り
ま
す
。

　
一つ一つ
の
農
園
の
生
産
量
は
少
な
く
て
も
、

新
し
い
精
製
方
法
に
取
り
組
む
農
園
が
増

え
、質
も
高
ま
って
き
て
世
界
的
に
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。

今
後
の
事
業
展
望
は
？

　
私
の
中
で
は
カ
フ
ェ
と
い
う
よ
り
、知
識
も

含
め
て
コ
ー
ヒ
ー
に
関
連
す
る
も
の
を
提
供

し
て
、そ
の一
環
で
カ
フ
ェ
と
し
て
空
間
を
創
っ

て
い
る
感
覚
で
す
。店
舗
を
出
さ
ず
に
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
販
売
の
み
と
す
る
こ
と
も
考
え

て
い
ま
し
た
。

　
自
分
た
ち
で
焙
煎
し
て
い
る
の
で
、ほ
か
の

店
舗
か
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
豆
を
焙
煎
し
て
ほ

し
い
と
い
う
依
頼
も
来
ま
す
。そ
う
い
う
意
味

で
は
、豆
と
い
う
商
品
自
体
は
変
え
ず
に
、自

分
の
ブ
ラ
ン
ド
だ
け
で
な
く
ほ
か
の
ブ
ラ
ン
ド

の
コ
ー
ヒ
ー
も
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
き
ま
す
。こ
れ

か
ら
も
、コ
ー
ヒ
ー
を
使
って
色
々
な
こ
と
に
挑

戦
し
た
い
で
す
。

　
昔
よ
く
食
べ
て
い
た
お
菓
子
な
ど
を
久
し

ぶ
り
に
見
る
と〝
懐
か
し
い
〞と
感
じ
ま
す
よ

ね
。私
が
作
っ
た
商
品
も
誰
か
の
日
常
、思
い

出
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

Vol.10
大
学
在
学
中
に
起
業
し
た
き
っ
か
け
は
？

　
８
歳
か
ら
20
歳
ま
で
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。

全
国
大
会
に
も
出
場
し
ま
し
た
が
、日
本
に
は
ハン
ド
ボ
ー
ル

の
プ
ロ
リ
ー
グ
が
あ
り
ま
せ
ん
。プ
レ
ー
で
き
て
も
実
業
団
ま

で
。将
来
を
考
え
る
と
こ
の
ま
ま
続
け
る
の
は
得
策
で
は
な

い
と
考
え
、20
歳
で
ハン
ド
ボ
ー
ル
を
辞
め
ま
し
た
。同
時
に
、

自
分
で
ビ
ジ
ネ
ス
が
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
経
営
者
の
方
々
に
話
を
聞
く
と
、飲

食
店
な
ら
短
期
間
で
経
営
に
関
す
る
す
べ
て
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。そ
こ
で
、コ
ー
ヒ
ー
が

好
き
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、カ
フ
ェ
を
始
め
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　
お
世
話
に
な
っ
た
方
が
借
り
て
い
た
ス
ペ
ー
ス
の一
角
を
間

借
り
し
、自
分
の
貯
金
で
焙
煎
機
な
ど
を
揃
え
ま
し
た
。経

廣
瀬  

達
也

Hirose
Tatsuya

京都府出身、立命館大学法学部卒。在学中に大
阪で「STAND COFFEE roasters」を開業。
2017年３月からシーラチャーでフリーペーパー
「J＋PLUS」のグラフィックデザイナー兼営業を
担当し、19年６月に 「Y’EST WORKS coffee 
roastery」（スクンビットソイ23）を開業。その後、
20年12月に「Y'EST WORKS coffee bar」（スク
ンビットソイ30）、21年６月「YOLO × Y'EST 
WORKS」（スクンビットソイ15）を開業。

Owner

YESTWORKS

２３
歳
の
時
に
タ
イ
の
コ
ー
ヒ
ー
農
園
と
出
合
う

私
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

店内では豆の種類、焙煎方法、抽出方法などに応じて、
無数の味のコーヒーを楽しむことができる。

YʼEST W
O

RKS
©Y’EST WORKS

中
小
企
業
社
長
兼
経
営
コ
ン
サ
ル
に
よ
る

経
営
論

日本で大手監査法人、外資系企業勤
務を経て、2013年来タイ。外資系会計
事務所のジャパンデスクにて日系企業
向けコンサルティング業務に従事した
後、15年10月にBizWings (Thailand) 
Co., Ltd.を設立。経営コンサルティング
業務を提供し、現在に至る。公益財団
法人東京都中小企業振興公社タイ事
務所経営相談員。ジェトロ中小企業海
外展開現地支援プラットフォーム・コー
ディネーター。公認会計士（日本）。東京
大学経済学部経営学科、米ケロッグ経
営大学院卒業（MBA）。

倉地 準之輔

第23回
BizWin

gs

Column

tgs-global.com

www.bizwings.co

「タイの会計に関する話を聞いてみようかな」と思ったらBizWingsにどうぞ。

Tel：+66-(0)2-258-5529
お問い合わせ：contact@bizwings.co
Room 1201,12th Floor, Q House Building, 66 Asoke
Montri Road, Wattana, Khlong Toei Nuea, Bangkok 

BizWings (Thailand) Co.,Ltd.
BizWings (Thai land)は世界
56ヵ国に展開するグローバルビジ
ネスネットワークであるT G S  
Globalのメンバーであり、タイはも
ちろん、他国への事業展開もサ
ポートします。

優秀な日本人 & タイ人アシスタントが月13,900バーツから!

経費精算 / 請求書発行 / 社内資料作成 / 入社・退社手続 / 残業代計算 / 
求人情報管理 / SNS更新 / Web更新  etc...
様々な業務を代行いたします！詳細はQRをチェック▶▶▶

コスト削減や不正防止にも！ 無料お試しプランあり

Q
：
タ
イ
人
ス
タ
ッ
フ
か
ら
会
計
処
理
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
が
、「
タ
イ
で
は
こ
う

だ
か
ら
」の
一
点
張
り
で
す
。ど
う
す
れ
ば
ル
ー

ル
に
基
づ
い
た
議
論
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

　
A
：
タ
イ
に
も
会
計
の
ル
ー
ル
で
あ
る
会
計

基
準
は
存
在
し
ま
す
。日
系
企
業
が
主
に
使

用
す
る
会
計
基
準
は「
公
的
説
明
責
任
を
有

さ
な
い
企
業
向
け
タ
イ
財
務
報
告
基
準

（T
FRS for N

PA
Es

。以
下
、タ
イ
会
計
基

準
）」と
呼
ば
れ
ま
す
※
１
。

　
タ
イ
会
計
基
準
は
、会
計
の
ル
ー
ル
と
し
て

日
系
企
業
が
タ
イ
で
会
計
処
理
を
行
う
場
合

の
考
え
方
を
定
め
て
い
ま
す
。会
計
処
理
に
関

す
る
議
論
が
し
た
け
れ
ば
、タ
イ
会
計
基
準
を

参
照
す
れ
ば
、ル
ー
ル
に
基
づ
い
た
議
論
が
で
き

ま
す
。

　
例
え
ば
、会
計
処
理
に
関
す
る
多
い
質
問
の

一つ
に
、「
有
形
固
定
資
産
の
減
価
償
却
年
数
は

何
年
に
す
れ
ば
よ
い
の
か
」と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　
タ
イ
会
計
基
準
に
は
何
年
で
償
却
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
は
書
か
れ
て
お
ら
ず
、「
耐
用

年
数
に
渡
って
規
則
的
に
按
分
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」※
２
と
い
う
記
載
が
あ
る
だ
け
で

す
。従
っ
て
、タ
イ
会
計
基
準
を
参
照
す
れ
ば

「
何
年
で
も
よ
い
」が
答
え
だ
と
わ
か
る
は
ず
で

す
※
３
。

　
し
か
し
、同
様
の
質
問
が
弊
社
に
寄
せ
ら
れ

る
ケ
ー
ス
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。さ
ら
に
、ク
ラ

イ
ア
ン
ト
の
タ
イ
人
会
計
ス
タ
ッ
フ
か
ら「
有
形

固
定
資
産
の
減
価
償
却
は
５
年
ま
た
は
10
年

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
い
う
主
張
を
耳
に

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。こ
の
主
張
を
裏
付
け

る
根
拠
は
、タ
イ
会
計
基
準
上
に
は
存
在
し
ま

せ
ん
。

　
タ
イ
に
お
い
て
会
計
基
準
を
踏
ま
え
た
議

論
が
進
ま
な
か
っ
た
理
由
の一つ
と
し
て
、タ
イ

会
計
基
準
の
日
本
語
訳
が
存
在
し
な
か
っ
た

点
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、多
く
の
日
本
人

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
は
、タ
イ
会
計
基
準
を
参
照

す
る
こ
と
な
く
会
計
処
理
を
実
施
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、次
の
よ
う
な
問
題
を
生
ん
で
い
ま

し
た
。

・
 文
言
上
の
規
定
に
基
づ
か
な
い
議
論
や

解
釈
の
余
地
を
与
え
、誤
っ
た
処
理
を
生

む
・
 会
計
実
務
に
お
い
て
権
威
と
な
り
う
る

も
の（
例
：
社
内
会
計
ス
タ
ッ
フ
、タ
イ
に

長
く
い
る
人
間
）に
無
根
拠
に
依
拠
す
る

・
 同
様
の
質
問
が
各
所
で
何
回
も
繰
り
返

さ
れ
る

　
弊
社
で
は
こ
の
問
題
改
善
の
た
め
、タ
イ
会

計
基
準
の
日
本
語
訳（
左
記
Q
R
）を
出
版

し
、解
説
の
た
め
の
寄
稿
や
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、い
く
つ
か
タ
イ
会
計

基
準
の
日
本
語
解
説
資
料
も
存
在
し
ま
す
。

　
関
心
が
あ
れ
ば
こ
れ
ら
の
資
料
を
読
ん
だ

り
、セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る
と
い
う
の
が
、会
計

の
ル
ー
ル
で
あ
る
タ
イ
会
計
基
準
の
理
解
ひ
い

て
は
こ
れ
に
基
づ
い
た
議
論
を
す
る
た
め
の
第
一

歩
に
な
る
で
し
ょ
う
。ご
自
身
で
理
解
す
る
の

が
大
変
で
し
た
ら
、日
本
人
の
専
門
家
に
相
談

さ
れ
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
本
稿
を
執
筆
し
て
い
る
の
は
実
は
２
０
２
１

年
11
月
初
頭
で
す
。少
し
ず
つ
で
す
が
タ
イ
は

開
国
を
再
開
し
、22
年
以
降
の
経
済
回
復
に

明
る
い
兆
し
も
見
ら
れ
ま
す
。相
変
わ
ら
ず
楽

観
視
を
許
さ
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、皆

様
も
健
康
に
お
気
を
つ
け
て
良
い
年
末
を
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

タイ会計基準
日本語訳

（※１）https://www.tfac.or.th/upload/9414/e8cXTzUL59.pdf　　（※２）タイ会計基準138参照
（※３）実務上、通常の有形固定資産の税務上耐用年数が５年となっていることから、５年と設定している会社が多い。他方、「タイにおいて有形固定資
産の減価償却年数は５年でなければならない」という規定は会計・税務上存在しないので、5年以外の年数を設定してはならない、ということではない。
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タイ会計・税務・法務特集

47



中野陽介 国際自由作家。1987年福岡生まれ。19歳で渡米し、芸術に目覚
める。24歳で来タイ、バンコクでサラリーマンと芸術家の二足のわらじ生
活を３年間送る。28歳から１年間で22ヵ国を巡る世界一周旅を敢行。現
在は家族（息子１人）とのんびり暮らしながら、自由に創作している。「アー
トで生きる人」のためのブログやYoutubeも更新。新刊「青春タロウ～岡
本太郎に捧げた芸術家のカオスな10年～」はKindle電子書籍で発売中。
HP：https://www.yosukenakano.com       Blog：https://artcenter.jp
Twitter：@yosuke1006

　寒い冬、バンクーバーのキャピラノ吊り
橋公園に行くと、綺麗な川の水が所々氷
になっていた。
　自然が織り成す無邪気な造形美には、
いつも惚れ惚れしてしまう。

川が凍った氷
（カナダ・バンクーバー）

いろんな景色、いろんな想い

1989年、英国のレイブンズボーン大学留学中に、世界的に有名な風水大師葉清海氏
から風水師としての才能を認められ、最初で最後の日本人内弟子として彼が89歳で他
界するまでの約30年間、風水を学んだ。チュラロンコーン大学教育学部高等教育課で
博士号を取得後、風水を中心に取り入れたビジネスコンサルティング会社SSF 
CONSULTATION LTDをタイ、バンコクに2009年に設立して現在に至る。タイの他、ア
メリカ、インド、インドネシア、英国、カンボジア、シンガポール、台湾、中国、ベトナム、香港、マ
レーシア、ミャンマー、日本などへも仕事で出向いている。

鶴田 雅子ビジネスにも活かせる

風水 学
1１ :非常識な成功法則「風水」活用例：　オフィス ＆ 工場

ビジネスコンサルティング会社 SSF CONSULTATION LTD代表
E-mail：sai@ssfconsultation.com　URL：http://www.ssfconsultation.com

https://ssfconsultation.com/calendar

風水カレンダー
無料ダウンロード

お客様から風水鑑定について、「本当に売り上げ向上やコスト削減に繋がるのか」とよく聞かれます。
答えは「YES」です。今回はオフィスや工場で簡単にできる風水についてお伝えします。

机の真後ろが透き通ったガラス窓やドアの場合
別の場所へ移動してください。もし移動できない場合は、ガ
ラス窓やドアにブラインドをかけたり、ステッカーを貼ってく
ださい。

机の真上に梁がある場合
梁の真下から移動してください。もし移動できない場合は、
座った際に頭の上に梁がこないようにしてください。

柱の角が自分の机に向かっている場合
柱の角を隠すゴムを取り付けてください。ホテルのロビー等
で、丸い柱を使用しているのはこのためです。

サボテンなどの先の尖った植物がある場合
撤去してください。

　大きな機械などを導入する際は、必ず風水的に良い日・時間・場所に
取り付けてください。もし、風水的に悪い日・時間・場所に設置すると、
取り返しのつかない結果を招くかもしれません。
　風水的に悪い場所は、鑑定しないとわかりません。毎年、干支が変わ
ると、その年の良い方角と悪い方角も変わります。工場の設立日、稼働
日、機械の置き場所によっても、良い方角が半永久的もしくは一時期に
変わります。
　去年の悪い方角は南と東でしたが、今年は北と南東です。風水カレ
ンダーにはその日にして良いこと、悪いこと、良い時間帯、悪い時間帯
が明確に記載されています。この風水カレンダーは、弊社のホームペー
ジから、無料でダウンロードできます。

オフィス編 工場編
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東京外国語大学を卒業後、新卒で
PERSOLキャリア（旧インテリジェンス）
に入社。2016年インドネシア法人にて営
業担当、チカランブランチのマネー
ジャーを経て、2021年タイ法人へジャパ
ンデスクの責任者として赴任。
日系企業を人材面から支援すべく、採
用、労務相談、人事制度、人員整理、ト
レーニング、M&Aにおけるカルチャー研
修など幅広く提案をおこなっている。

PERSOLKELLY Thailand
ジャパンデスク責任者

大塚 有子

Webセミナー概要

PERSOLKELLY HR Services Recruitment (Thailand) Co., Ltd.

27th Floor Empire Tower 3 Unit 2707 1 South Sathorn Road Bangkok 10120

TEL： 065-982-5510    Mail： yuko_otsuka@persolth.com

[お問い合わせ先]

担当：大塚  

セミナーへの
お申し込みはこちら

※お申込みいただいた方に、当日のご視聴リンクをお送りいたします。
※上記内容は、予告なく変更する場合がありますのでご了承ください。

2022年1月20日(木)
タイ時間15:00-16:00／日本時間17:00-18:00日程

Microsoft Teams開 催

日本語言 語

無料費 用

・タイ基本情報
・タイでの雇用・福利厚生について
・タイのコロナ前後の労働市場
・タイでの採用マーケット

内容

https://www.persolkelly.co.th/

人事・労務基礎講座
タイ新規赴任者向け

アジア太平洋地域で最大級の人材サービス会社であるPERSOLKELLYタイランドが
新規赴任者向けにタイの概要や人事労務に関する基本的な内容をご説明します。

対象者

お気軽に
お申し込み
ください

タイ赴任時によく起
こるトラブルや

1年目に注意すべき
ことを

ご説明いたします！

タイに新規で赴任された方
赴任を予定されている方
赴任一年以内の方

昇格・昇給って
どうやるの？

試用期間で解雇したい
けどいいのかな？

タイの労働法って何を知って
おかないといけないの？

採用って
どうやるの？

2022年

1 20
(木)

参加無料


